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　二〇二Ｘ年の春、まだ東京の実家で暮らしていた頃。

　一いち之の瀬せユウは新しい制服──黒い詰め襟に袖を通してみた。

　サイズは問題なかった。しかし、ユウは憮ぶ然ぜんとしたものだ。せっかく中学二年になるというのに……

「国のプロジェクトだからって、どうして僕が転校しなきゃいけないんだ」

「ええー、いいじゃん！　ユウくんの行くとこ、エルフの人たちが先生とか生徒で通ってるんだよ！　ネット見てないの!?」

　当時一七歳の姉・咲さきは心底うらやましそうに言った。

　ユウは東京都北きた区くの自宅リビングで、はっきり眉をひそめた。

「それ本当？　エルフって保護区みたいなとこで静かに暮らしてるんでしょ？」

「だからさ。ユウくんの転校先もそのひとつなんだよー。いいなあ。エルフの人ってみんな超きれいで頭もいいし、品がよくって。あたしもああなりたい！」

　知的生命体が『人間』だけだった時代も今は昔──。

　三〇年ほど前に、フランス南部で奇妙な生物『ゴブリン』が捕獲された。

　特徴はまさに小鬼。子供と同程度の体つきと身長で、醜く、凶暴。知能は低い。ヨーロッパの伝承にちなんで命名された。

　二〇世紀終わり頃の一大イベントだったらしい。

　そこから続々と捕獲・公開がつづいた。

『ひとつ目巨人』サイクロプス。『大柄で獰どう猛もうな妖精』トロウル。さらには『竜』、ドラゴンの幼生体まで。

　エルフ族の亡命と移民は二一世紀初頭の出来事だ。

　いわゆる『異世界』は魔力を持つ支配層が絶対者であるらしく、それに辟へき易えきした『エルフ族』六〇〇〇名が地球への亡命を望み、次元の壁を越えてきたのだ。




　姉の言葉を、ユウは信用していなかった。

　だが『国家プロジェクトに奉仕する幼年従事者のための教育機関』へ転入後、いきなり出会いがあった。

「よろしくお願いします、先輩。東とう堂どうアリヤ、中一です。見ておわかりでしょうが耳が長いのはママがエルフだからです。お父さんは日本人の東堂さん。よろしくです」

「本当にいたんだ……」

「うちのママ、この研究所の特別顧問です。そのうち紹介しますね」

　しれっと言う下級生、目を瞠みはるほどの美少女で、耳の先端がとがっていた。

　白地に青を合わせたセーラー服も、小柄なアリヤによく似合う。白いベレー帽の下はきれいな亜麻色の髪だった。

「ところで今、研究所って言った？　学校じゃなくて？」

「せいぜい教室規模です。ぶっちゃけ適性のある子供はすくないので……。あと訊きかれる前に申告しますけど、アリヤもママも魔法とか使えませんのであしからず」

「あ。こっちに定住すると、魔法の力がなくなるってやつだ」

「はい。そういうことです」




　新しい友達もできた。同い歳どしの伊い集じゆう院いん高たか丸まるだ。

「なんかオレら、ナノマシン適性が高いから、選抜されたらしいぞ」

「そういえば僕たち、いろいろ実験やらされるよね。軍の基地にまで行かされて」

　ユウが言うと、すかさず伊集院はたたみかけてきた。

「敵──向こうの世界のクリーチャーが次々とこっちに来るからなっ。次世代のナノテクを早く確立させて、どんどん実戦投入していく計画みたいだ！」

「でも、例の『三号』が大活躍してるんでしょ。あせらなくていいのに」

　ユウは話題の新兵器と、専任運用者のことを思い出した。

「あの変身ヒーローっぽいやつ。なんとかフレーム三号」

「ａ型エキソフレームと着装者三号な！　オレ、限定発売のプレミアム版フィギュア持ってる。フルアーマーの装甲付きですげえ出来がいい。あとオレらの班、今度は横よこ田た基地に行くらしいけど。あっちで本人に会えるってよ」

「三号本人に？　すごい、うちの姉さんと母親がファンなんだ」

　しょっちゅうテレビで紹介されるせいか、一いち之の瀬せユウの母と姉は国防軍の超兵器と『中の人』にすっかり夢中なのだ。

　伊い集じゆう院いんはしみじみうなずいた。

「さわやかイケメンだし、おばさま層に大人気らしいな。……あ、でもアリヤ後輩が会ったことあるんだと。イヤなやつみたいに言ってた」

「えーっ。テレビだと『超・好青年！』って感じなのに！」

　敵はゲリラ的に出現し、地球侵攻を繰りかえしている。

　人類諸国と『この世ならざる怪物たちクリーチヤー』の戦いが長期化するなか、亡命エルフの賢人たちはいくつもの科学分野で成果をあげ、オーバーテクノロジーを確立させていた。

　だが一方で、各地の戦場で劣勢が明らかになっていった。

　どれほど人類とエルフの叡えい智ちを結集させようとも、敵はより恐ろしい力──『魔法』を行使してくるのである。




　西暦二〇二Ｘ年。

　この年、中学生・一之瀬ユウは国家プロジェクトの幼年従事者として、国防軍所轄のナノテクノロジー研究所に配属された。

　そして六月、日本の置かれた状況はきわめて過酷となる。

　敵──異世界の『大魔術師』による広範囲呪じゆ詛そ《大地鳴動アースクエイク》《水と風の滅びデリユージ・デイザスター》を受けて、東京都は直下型地震と未み曾ぞ有うの大水害に襲われたのだ。

　都の大部分が地盤沈下し、水没。首都機能を喪失した。

　さらに中部および関西地方が敵の勢力圏に──。同エリア内の二ヶ所に敵・侵攻拠点《ポータル》が配置された。

　九州・福岡へ逃れた臨時政府は『大撤退』勧告を発令。

　日本国内の全民間人へ、危険エリアからの自主避難を呼びかけた……。
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　一二月。激動の二〇二Ｘ年も終わりに近い。

　今、京都エリアの北端・舞まい鶴づる市で──舞鶴湾が燃えている。

　海に浮かぶ二隻の護衛艦がそろって猛火につつまれ、撃沈寸前なのだ。

　形勢はいちじるしく不利。日本を防衛する実力組織・国防軍の護衛艦隊（の残存部隊）がまさに壊滅しかかっている。

　それをユウたちは海辺の陸地から見守っていた。

「もともとヤケクソの敗者復活戦だもんなあ……」

　すぐ隣で伊い集じゆう院いんがぼそっとつぶやく。

　たっぷり太った一四歳男子。黒い詰め襟の学生服を着ている。

「政府が日本中に『大撤退』を勧告して、国防軍の艦隊や民間船がどんどん逃げてったあとだぞ。修理中で置いてけぼりになった二隻で立ち向かっても──」

「そりゃ勝ち目はないよね……」

　予期していた展開。ユウも淡々とうなずいた。

　一いち之の瀬せユウ、一四歳。やはり黒い詰め襟を着て、伊集院とおそろい。ふたりとも本当なら中学二年生だった。

　しかし、ユウたちはそろって自動小銃をかかえている。

　八九式小銃。モデルガンではなく実銃だ。拳銃とはちがい、銃身は長く、銃全体で四〇センチ以上もある。

　重量も三キロ半と結構重い（この手の銃器では軽い部類だそうだが）。

「こんなの持たされても、オレら絶対、役に立たないぞ」

「だよねえ」

　伊集院のつぶやきに、ユウはしみじみ同意した。

　数えるほどしか射撃訓練をしていない。またユウはひょろひょろしたやせっぽち、伊集院はでっぷり太ったスポーツぎらい。まったく荒事向きの人材ではなかった。

　ちなみに──

　ユウたちは舞鶴港に隣接する学校、その広い校庭にいる。国防海軍の関連校らしい。ほかにも非戦闘員の国防官がちょっとだけいて、不安そうにしていた。

「いよいよオレらもおしまいか……」

「まだだよ、伊集院。いつもの時間切れが来れば、生きのこれる可能性はまだあると思う」

　しょげる相方を、ユウは励ました。

　見あげれば舞鶴湾の上空に、ゆらゆら輝くオーロラが現れていた。緑色の光がおそろしく長大なカーテンのようにゆらめいているのだ。

　日本の関西地方では起こるはずのない自然現象。

　この妖しい空に、敵の城塞型侵攻拠点《ポータル》が浮遊していた。




　──重力を無視して、空中にひどく巨大な岩塊が浮かんでいる。

　──巨石の上には、城壁で囲まれた石造りの『城』が建てられていた。古代や中世の剣・甲かつ冑ちゆうなどで武装した兵士たちに、いかにもふさわしい重厚さがあった。




　天空の城めがけて、護衛艦『妙みよう高こう』から対空ミサイルが発射された。

　焔ほのおを噴出しながら飛んでいく。しかし、目標へ命中する前にいきなり失速し、放物線を描いて海へ落ち──水没。爆発も起きなかった。

「やっぱり通じないんだ……」

「今の、魔法ってやつだよな、絶対！」

　ユウは落胆し、伊い集じゆう院いんが叫ぶ。

　すると──体内のナノ因子がふたり宛のメッセージを着信した。発信者はより後方にいるはずの東とう堂どうアリヤ。ユウたちの仲間で唯一の女子。

　男子ふたりの聴覚に直接、アリヤの〝声〟が伝わってくる。

『こちらのナノマシンが魔法──《飛翔物からの加護プロテクシヨン・フロム・ミサイル》を検知しています。矢とか石つぶてを防ぐ魔法みたいです。天空の城の魔法使いがかけたようですね』

「弓矢もミサイルも同じ分類で防ぐのかよ！　雑だけどすごいな！」

「うーん。魔法ってほんと、反則だよね……」

　ナノ因子による情報連結コムリンク。

　承認し合った移植者同士なら、因子の共鳴現象を利用して、音声チャットよろしく交信できる。有効距離は約一五キロほど。携帯電話とも無線ともちがう先端技術に、最近ようやく慣れてきた。

　……この間も舞まい鶴づる湾の戦闘はつづいている。

　空母型護衛艦『出雲いずも』から離陸した──艦載ステルス戦闘機。

　空中の城《ポータル》へ、二五ミリ機関砲と空対空ミサイル二発をまとめて射出。だが、これらも飛ひ翔しよう物封じの魔法に抑えられた。

　全弾とどくことはなく、むなしく海へ落ちていく。しかも。

「えっ!?　戦闘機まで勝手に落ちちまったぞ!?」

「何も攻撃されてない、はずだよね!?」

　驚く伊集院。我が目を疑うユウ。そこにアリヤからの着信。

『人をいきなり眠らせる──《睡眠暗示スリープ》の魔法を検知。パイロットを眠らせて、機体の制御をできなくしたのでしょう……』

　逆に、海上の護衛艦は二隻とも攻撃を受けていた。

　味方であるはずの国防海軍所属、哨しよう戒かいヘリ三機から──。ヘリたちは護衛艦二隻をとりかこみ、七・六二ミリ機関銃を撃ちまくっていた。

　護衛艦の上甲板に、砲弾が雨あられと降りそそぐ。

　実はヘリ部隊、すでに対艦ミサイルも二隻の艦に一発ずつ命中させて、甚大なダメージをあたえていた。

　アリヤからの着信が教えてくれる。

『あちらは《洗脳の呪縛ブレインウオツシユ》。操縦席のパイロットへ直じかに魔法をかけて、いいように操っているわけですね……』

「ううっ。何でそんなに卑ひ怯きような魔法ばかり使うんだよ！」

　伊い集じゆう院いんが怒りにまかせて叫んだ。

「日本のマンガとかアニメだと、魔法使いはもっと派手で、わかりやすい攻撃魔法を使ってくるもんだぞ！」

「勝つための戦術、ってことだね……」

　激げき昂こうする友人とちがい、ユウはひっそりとつぶやいた。

　そして、天空の城《ポータル》に変化が起きた。

　城壁の一角に設けられた──巨大な城門が開いたのだ。『魔法の扉』だという。門の向こうは暗い深しん淵えんになっており、闇やみに満ちていた。

　その闇の奥より、ドラゴンが飛び出してきた！

　トカゲ、ワニ、蛇、恐竜など。いずれの爬は虫ちゆう類るいにも似ていながら、それらとはまったく異なる『竜』という存在。

　コウモリのごとき両翼を羽ばたかせ、時速七〇キロ超で天あま翔がけていく。

　全身の鱗うろこは赤い。竜のなかでも特に破壊を好むというレッドドラゴンの証あかし。体長はおおよそ三〇メートルほどだろうか。

『伊集院先輩が派手な攻撃とか言うからですっ』

「お、オレのせいじゃないぞ、マジで！」

　アリヤと伊集院の言い合いをよそに──

　ドラゴンの大きく開けた口こう腔こうから、紅ぐ蓮れんの焔ほのおが吐き出された。

　焔の息を吐き出しながら飛んでいく。満まん身しん創そう痍いの護衛艦『出雲いずも』と『妙みよう高こう』が真っ先に焼かれ、海上のキャンプファイアーと化した。

　竜の焔は、ただの火か焔えんではない。

　一度まとわりついたら最後、標的を焼き尽くすまで燃えつづける。

　しかも戦闘機エンジンの噴射熱にすら耐える『出雲』の甲板すら、どろどろに溶けてしまうほどの超高熱だった。

　すさまじい魔性の焔、レッドドラゴンはさらに吐き出す。

　舞まい鶴づる湾沿岸の──国防海軍基地と航空基地、一気に焼き払ってみせた。

　もちろん空中のドラゴンを狙い、対空砲撃も行われた。

　だが、翼持つ巨獣は恐るべき敏びん捷しようさで飛びまわり、砲弾をかいくぐりながら、基地を無力化させてしまった。体格の巨大さを抜きにすれば、ツバメやコマドリなどの俊敏な鳥類にも似ていた。

　高速移動を繰りかえす標的への射撃など、そう当たるものではないのだ──。
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　子供にも不利とわかる戦局。

　舞まい鶴づるに残った国防軍の残存戦力も、それは承知していた。所詮、自分たちは陸・海・空の各部隊から『置き去り』にされた兵力の寄せあつめに過ぎないと。

　しかし、わずかな可能性に賭ける者たちもいた。

「三号フレーム、また起動できません！」

「くそ！　複製した覚醒信号は受信されてるんだな!?　では着装者を変えろ！　次の候補者に交代だ、大至急！」

　オペレーターの報告に、作戦責任者が怒鳴り散らす。

　階級は大佐。初老の彼は険しいまなざしを〝問題の兵器〟に向けていた。曇り空の下、トレーラーの荷台でぐったり仰ぎよう臥がする『人型戦闘機械』へ。

　マットブラックの特殊装甲で頭からつま先までおおわれている。

　だが黒一色ではなく、あちこちが金で縁取られ、差し色になっていた。

　アニメで活躍する戦闘ロボットにも似た兵器。ただし、乗りこむのではなく『着装』して運用する──。

「三号フレームさえ覚醒できれば、衛星システムの支援と五万機のドロイド部隊も復活する！　なんとしてでもやり遂げろ！」

　繰りかえされる起動テスト、失敗、指揮官の激げき昂こう。時間だけが過ぎていく。
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　ふたたび舞鶴湾。

　国防軍の基地を襲った火か焔えんは、天を焦がさんほどに燃えている。

　しかし消火する間もなく、地上戦がはじまった。

　複雑にいりくんだ湾内、その海沿い数ヶ所に地上部隊が配置されていた。彼らの前に、突如クリーチャーの群れが出現したのだ。

　そう。何の前ぶれもなく、忽こつ然ぜんと、泡のように湧き出てきて──。

　これも魔法。敵のすぐ前に配下モンスターを召喚する。出番をあたえられたのは『動く死人の一団』だった。

　地球人類がゾンビの名で親しんできた怪物。

　死して尚なお、のそのそ徘はい徊かいする人間の屍しかばね。生者の肉と血を求めて、襲ってくる。首や心臓にとどめの一撃を喰くらうまでは、どんなに傷ついても動きを止めない……。

　数百体のゾンビは『地球産』らしかった。

　みんなふつうの服装だ。近所のチェーン店で売っていそうな服ばかりだった。

　こんな怪物たちがいきなり目の前に現れ、もっさりした動きながら一斉に襲いかかってくるのである。

　敵味方、人間とゾンビがいりみだれるなか──

　地上部隊の兵たちは必死に銃を撃つ。ナイフを突き刺す。動く死体の肉が爆はぜ、血しぶきが舞う。こんなありさまでは野戦砲兵も榴りゆう弾だん砲から離れざるをえない。八九式小銃を手に、味方の援護へ走り出す。

　なんとも凄惨な地上の戦い──。

　尚、ドラゴンは港の上空を飛び、火か焔えん放射を繰りかえしていた。

　停泊する船をまとめて焼きはらうために。地上はケアしないつもりのようだ。が、代わりに新たなクリーチャーが出現していた。

　鉄の甲かつ冑ちゆうを着こんだ──身長三メートル前後のトロウル兵たち。

　ずんぐりむっくりとした筋肉質の体で、顔つきは猪いのししのそれに近い。鼻は長く、下唇の奥から二本の牙が突き出ている。

　数十体いるトロウル兵が振りまわすのは、長大な剣、戦せん斧ぷに棍こん棒ぼうなど。

　やせっぽちの人間など、一振りするごとに何人もまとめてふきとんでいく。首や手足を切り飛ばされ、骨までぐしゃぐしゃに打ち砕かれてしまう。

　銃弾は──トロウル兵にはとどかない。

　トロウル族もこれで妖精の仲間。魔法にも長たけている。自らに《飛翔物からの加護プロテクシヨン・フロム・ミサイル》をかけて、銃撃を防いでいた。だが、天空の城を守る術ほど強力ではない。混戦のさなか、ついにロケットランチャーがトロウルに向けられ、至近距離から放たれる。醜い妖精の巨体がはじけとぶ。

　これで人間側の士気が上がる──前に、新たな魔法を使われた。

　ランチャーの砲弾にトロウルのひとりが《火の精霊フアイヤー・エレメンタル》をけしかけた。火薬に宿る火の霊子が活性化し、ただちに爆発。

　まわりにいた国防軍の歩兵は巻きこまれ、大地に屍が積みかさなる……。

　銃声と悲鳴、雄お叫たけびと怒号、血と、数多あまたの死ばかりの戦場。

　しかし、終幕は突然だった。さんざん暴れていたゾンビとトロウル兵たちが──いきなり消えたのである。

　出現時と同じ唐突さで、全ての怪物が『ぱっ』と姿を消した。




「どうにか〝時間切れ〟まで耐えられたね……」

　空を見あげて、ユウはため息をこぼした。

　今まで、日本の関西地方にあるまじき緑色のオーロラが天にゆらめいていた。それが急に収まり、寒々とした冬の曇り空にもどっている。

　あの妖しい天空の城も、まるで蜃しん気き楼ろうだったかのように消滅していた。

　オーロラ発生は敵拠点《ポータル》出現のサイン。これが消えるとき、城から出てきたクリーチャーも全ていなくなるのだ。

　幻のごとく消え、また現れる。まさしく虚空の幻影城──。

　安あん堵どした伊い集じゆう院いんが叫んだ。

「また一、二ヶ月居すわられるんじゃと、ひやひやしたぞ！」

『向こうもあちこちで連戦して、大量に魔力を消費したあとです。境界を超えていられる時間、長く確保できないようだ──と、ママが言ってます。でも本当に、これからどうなるんでしょう……？』

　アリヤからの着信だった。

　ちなみにナノ因子が活性化すると、ユウも、伊集院も、右手のひらの皮膚にリング状の光が浮きあがってくる。

　その手を握りしめて、ユウは顔を上げた。

　対岸の国防軍基地、すさまじい勢いの猛火に呑のみこまれていた。




　五ご老ろうヶが岳だけは、舞まい鶴づる市内でも有数の高台である。

　海抜三〇〇メートルの山頂はかつて、展望タワーまでそなえた公園だった。現在は国に接収され、国防軍の関連施設となっていたが。

　そういうロケーションなので、抜群に見晴らしがいい。

　今も一〇名近い国防官が呆ぼう然ぜんと、舞鶴湾の方角を凝視していた。

　味方部隊の崩壊と、基地の炎上──。全て見とどけたのだから無理もない。研究顧問として同行していた東とう堂どうクロエは同情した。

　ひとり娘のアリヤもぎゅっと母親の白衣をつかみ、心細そうだ。

「ママ。アリヤたち、これからどうしたら……」

「まず山を下りて、生きのこった人たちと合流すべきでしょうね。救助と救命活動、それから当座の避難所を用意する」

　戦火にも、戦場のそばで生きることにも、慣れている。

　クロエは淡々と答えた。娘のアリヤは制服にベレー帽を合わせている。その帽子から、とがった耳の先端が突き出ていた。まわりの人間より明らかに長い。またクロエ自身の耳は、さらに長かった。

　東とう堂どうクロエ。二〇年以上も前に亡命を果たしたエルフ族のひとり。

　日本人男性と結婚もした。アリヤは種族と世界の境を超えた混血児なのだ。クロエは不安そうな娘を連れたまま、ある士官に声をかけた。

「大佐。そろそろ行きましょう」

「……博士。やはり三号フレームを復活させなくてはいかん。この光景をまた繰りかえさせるわけにはいかない。そう──思わないか？」

　国防空軍大佐。その肩書きを持つ初老の人間男性だった。

　ここ五ご老ろうヶが岳だけにいる国防官は、ほとんど技官である。国防軍エキソフレーム装備研究所に所属し、研究と技術開発に従事する者たち。クロエはその顧問なのだ。

　技官でない軍人は大佐と、その部下だけだった。

「君は言っていたな？　着装者を失った三号……ナノ技術を応用すれば、まだ擬似的に覚醒させられる可能性があると」

　たしかにクロエはそう言った。

　もはや『第二の着装者』を捜すより、その可能性を探るべきだとも。

　だが、自軍が壊滅したばかりの今ここで検討すべき事項ではない。……そう思ったものの、クロエは意見しなかった。

　大敗のショックからか、大佐の目はぎらついていた。

　平静さを失っている。まともに話のできる状態ではなさそうだ。

「承知しました。その件、私の方で進めましょう」

「是非そうしてくれ！　頼むぞ！」

　大佐の目がそれた隙に、クロエはため息をついた。

　ａ型エキソフレーム三号機。簡潔に言えば強化装甲スーツ、エキソスケルトンに分類される決戦兵器は、今もトレーラーの荷台で寝そべったまま。

　金色に輝くはずの装甲を黒く曇らせて、ただ虚むなしく──。

　もう何ヶ月も起動できていない。人員・資材ともに不足した状況でどうにかできるとは、とても考えられなかった。

　クロエはちらりと後方を見やった。

　高さ五〇メートルの展望タワーがそびえ立っている。

　この山が国防軍の装備研究所となり、ａ型──Ａｓｕｒａ型エキソフレーム三号機の運用拠点となってからは、べつの用途を持つ施設へ改築された。

　五老ヶ岳の高みから、三号フレームに〝あの力〟を送信するために。

「せめて、あの御お方かたが手伝ってくれたらね……」

「？　どういう意味ですか、ママ？」

「私たちエルフの国のお姫さまのこと。いずれ機会があったら話してあげる」

　不可解そうな娘へ言ってから、亡命エルフの賢人クロエは空を見あげた。

　二〇二Ｘ年、一二月。冬の舞まい鶴づるはどんより曇っている──。
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　冬の舞鶴湾での敗北から数ヶ月が経たち──

　もう三月の下旬であった。季節は春。一いち之の瀬せユウはまだ舞鶴市にいる。出ていきたくとも移動手段がない。

「船と飛行機は全部ドラゴンに焼かれちゃったしね……」

　ぼんやり夕ゆう陽ひを眺めながら、ユウはぼやいた。

　芝生の上であぐらをかいている。〝親友〟伊い集じゆう院いん高たか丸まるもすぐそばで言う。

「車で陸路は……かなり危険らしいぞ。特に山越えがヤバいんだと。あっち側のクリーチャーがときどき徘はい徊かいしてて、結構な確率で出くわすそうだ」

「あいつら、一度こっちに来たら、二、三ヶ月はうろうろするんだよね」

「ああ。手持ちの魔力が切れるまでは滞在できるんだよな。派手に魔法を使ったりすると強制送還──例の〝時間切れ〟になる……」

　ユウと伊い集じゆう院いん、こそこそ情報交換していた。

　ふたりには目的があり、そのために相談が必要なのだ。

「こんな仮設基地にずっといるのはゴメンだ。絶対に脱出して、九州か北海道まで行こうぜ、親友！　もちろん地元に帰れるのがベストだけどな！」

「関東はダメだよ。地震であちこちボロボロ、ここ以上に水で浸食されてるし」

　熱く叫ぶ伊集院、実は横よこ浜はま市山やま手てのお坊ちゃんらしい。

　対して東京の下町育ち、庶民のユウは冷静に言った。ふたりは今、絶好のロケーションから沈む夕ゆう陽ひを眺めている。

　日本海に面する舞まい鶴づる市のほぼ中心、五ご老ろうヶが岳だけという里山の頂──。

　すばらしく紅あかい太陽が、山々の稜りよう線せんへとゆっくり沈みつつある。西日を浴びて、丹たん波ばの山と若わか狭さの海がまぶしく輝いていた。

　しかし、ふたりは景色に感動することもなく。

「水、もう引かないんだろうね……」

「クロエ先生が言ってたぞ。日本列島の本州じゃ五ご大だいのなんたら──地水火風、空？　そんなかの『水』が格別に強くなってて、河川の水量が激増してるとか。さすが元魔法使いって感じのことをいろいろ……」

　日没前。夕焼けの燃えるような茜あかね空の下。

　舞鶴の市街地が……海水に沈んでいる。

　もともと市の大部分が山地か、小高い丘という地勢なのだが、そうでない平地のなかば近くが水没していた。

　今いる山頂からは無理だが、船を出せば──

　水深七、八メートルの海底に沈んだ街並みを、自分の目で確認できる。

　港はもちろん、住宅街に鉄道の舞鶴線、その駅舎。ひなびた商店街、寺に神社、古い城下町に全焼した国防軍の基地まで。みんな海中に没している。

　ユウはため息をついた。

「まさか日本海の方まで、関東みたいに海に侵食されるなんて」

「本州のあちこちでこうなってるんだろうな」

「電気ガス水道が全部ダメなの、たぶん舞鶴だけじゃないよね」

「当たり前だろ。関西全域、下手すりゃ本州は丸ごとライフライン全滅だぞ。復旧の見込みもどうせない。せめて無線くらい使えりゃな」

「あいつらの城……《ポータル》が近くにあると、電波障害もひどくなるから」

　ふたりは腰を上げ、とぼとぼと歩き出した。

　かつては公園だった五老ヶ岳山頂。数年前に国防軍の装備研究所となり、今は舞鶴から逃げおくれた国防軍（の残党）が待機する『仮設基地』であった。

　基地のいちばん大きな倉庫が今は『避難所』。

　避難船に乗りおくれた難民たちが身を寄せ合い、暮らしている──。

「この間、新規の避難者さんが何人か来てたっけ」

　ユウのつぶやきに、伊い集じゆう院いんが答えた。

「さんざん苦労して福井県から車で来た人たちだろ。避難船の便数、事前の告知よりもすくなくなったからな。そりゃ乗りそこねたって不思議じゃないぞ。だからって自宅のそばにいても、救援の人も物資も来ない。来るのはクリーチャーだけだ」

「舞まい鶴づるの逃げおくれ組はみんな、うちの基地にいるしね」

「ああ。大体一〇〇人ちょっとか。で、国防軍の生き残りが七〇人くらい。でも軍人たちはベッドのある宿舎。数の多い難民の人たちとオレらは、避難所でぎゅうぎゅう詰めの雑魚寝……。とほほって感じだぞ」

　避難所のすぐ前まで来て、伊集院が愚痴った。

　人口密度が高すぎる倉庫内では、家族ごとにブルーシートを敷いている。そこに手持ちの荷物を積みあげ、まったくゆとりはない。

　みんなぐったり疲れた顔で、わずかなことで口論になる。争いになる。

　だから──ユウは言った。

「それはいいよ。おかげでアリヤとクロエ先生が避難所に来なくて済んだ」

「あー。エルフってだけで難癖つけるやつ、最近多いもんなあ。特に武たけ田だなんか、そのうちトンデモないことしでかしそうで──」

「しっ。本人がこっち来たよ」

　日焼けして、髪を金色に染めた武田士長がやってくる。

　耳にはピアス。上半身はタンクトップのみ。そのうえ二五歳と若い。

　兵士というより不良・チンピラの雰囲気だが、こんな輩やからでも国防陸軍の貴重な生き残りだ。しかもお調子者の盛りあげ上手。上官にも気に入られている。

　ただし下の者、立場の弱い者にはとことん横暴で──

　ユウたちもこき使われていた。案の定、今回も横柄に言いつけられた。

「おい。おまえらに仕事をやる。これから頼むわ」

「無理です。僕ら、もうクロエ先生のところへ行く時間で……」

　ばちん！　拒否した途端、ユウは平手で殴られた。

　くらくらする。すぐ隣で伊集院が恐怖し、全身をこわばらせている。

「うるせえな。エルフ女の実験なんかどうでもいいんだよ。あー。おまえら、あいつとあいつの娘を一度オレたちのところに連れてこいよ。クリーチャーどもの同類にいろいろ言ってやりたいこともあるしな。なんなら日本をめちゃくちゃにした罰として、奴隷にでもなってもらってよ。自分らの罪を体で返すって方法も──」

「先生は僕たちの味方だし、実験だって『大佐』の指示で……」

　悪意に満ちた雑言。思わずユウはさえぎった。

　ばちん！　また殴られた。唇のなかが切れ、血の味が広がる。武たけ田だ士長は虫でも見るような目つきをユウたちに向けていた。

「ほんとうるせえな。とにかくガキがひとり消えたんだ。捜してこい」

　武田の背後に若い女性がいて、心配そうにこちらを見ていた。

　たしか六歳と二歳、ふたりの子供をかかえて、仮設基地に来たママのはず──。




「ま、今の舞まい鶴づるで迷子が夜にひとりぼっちはマズイよな……」

「まだ無事だといいんだけど……」

　伊い集じゆう院いんとユウ、それぞれ原付バイクにまたがっていた。

　すっかり陽ひも沈み、ライトをつけて、夜の車道を走っている。

　五ご老ろうヶが岳だけを下りて、西にし舞まい鶴づるの市街地までやってきた。ちなみに無免許。『大撤退』以来、災害と戦闘の連続を切り抜けていくうち、自然と身についた技術であった。実は四輪もどうにかあつかえる。

　が、ガソリンはいまや補給の当てがない貴重品。

　燃費のよい原付バイクを街から回収して、こういうときの足にしていた。

「ここだね、最後に目撃された場所」

「ったく。帰りの車にいなかったの、誰も気づかなかったのかよ！」

「みんな疲れてるんだよ。軍人もふつうの人たちも……」

　怒る伊集院。ユウはもうあきらめている。

　大型ホームセンターの駐車場だった。今日の昼間、わずかな国防官が十数名の難民を軍用トラックとミニバスに乗せて、ここへ来た。使えそうな物資や無事だった保存食を持ち出すために。

　難民は荷運び役である。小学生、シニア世代も参加していた。

　山や海での食糧採取、短期間で収穫できる野菜の栽培等。仕事はいっぱいあった。

「軍の連中、口だけは『市民を保護してる』とか言うけどっ。結局、いいようにこき使ってるだけなんだよな！　オレと一いち之の瀬せも虐待されてるし！」

「て言うか、いじめ？　僕ら、クロエ先生のグループだし」

　ユウの左頬ほお、さっき殴られたところはまだじんじん痛んでいる。

「僕らをいじめるのが娯楽になってるよね、武田たちの」

「くそっ！　どうにかして〝外〟の状況を調べて、武器と食糧も持ち出して、あそこから逃げ出さないとなっ。でも、今は迷子捜しだ！」

　さっきのホームセンターから歩くこと二時間。

　住宅もまばらになり、雑草で荒れ放題の畑と田んぼばかりが目立つ。コンクリートの道路もだいぶ草に浸食されていた。

　あちこちが草ぼうぼうで、ユウの背丈より高い草も珍しくない。

　伊い集じゆう院いんがうんざりしながら言った。

「昔のマンガに『雑草などという草はない！』って名めい台詞ぜりふがあるんだよ。どんな草にも人にも名前があるんだ、軽く見るなって意味の。……でも正直、植えてもいないのに生えてくる草花は、やっぱり雑草の分類だよな」

「山が近いから、種も花粉もたくさん飛んでくるしね……」

　ユウも伊集院も、山林とは縁のない都市部で育った。

　なのに、今は関西地方の山里でびくびくしながら実銃──八九式小銃を抱いている。腰のベルトにはサバイバルナイフ、九ミリ拳銃も提げていた。

　そして顔には、暗視スコープ。

　そう。舞まい鶴づるの市街地には今、危険がひしめいている。ユウは言った。

「最悪だなあ。近くにいるみたいだよ」

　ぅぅぅぅぅぅっ。うぉんっ。うぉんっ。うぉんっ。うぉんっ！

　殺気立った獣──野犬の吠ほえ声ごえ。割と近い。さらに「ぅぁぁぁぁぁぁぁああん」と泣き出した子供の声まで。

　伊集院が「一いち之の瀬せ！」と呼びかけてきた。

　その瞬間にはもう、ユウは声の方角に走り出していた。

「先に行く！　伊集院は自分のペースでいいよ！」

「す、すまん！」

　いわゆる『肥満』の伊集院とちがい、ユウは細身だ。

　以前はＭＦとしてサッカー場の芝生を走りまくっていた。走力の差は歴然。ひとりでユウはひた走り、放置された田んぼのそばの一軒家へと駆けつけた。

　──迷わず裏手に回る。

　二世帯住宅とおぼしき大きな家だった。

　その壁を背に、小太りの中年男性、そして男の子が身を寄せ合って、おびえていた。五匹の大型犬に取りかこまれている。

　犬たちは獰どう猛もうに吠えて、吠えて、威嚇していた。

　ぅぅぉおおおおっ！　おおんっ！　おおんっ！　おおんっ！

　体格の立派な大型犬ばかり。狼おおかみにも似た精せい悍かんな面構えと殺気も共通項。飼い犬が野放しになり、野生化してしまったのだ。

　男の子には、見覚えがあった。迷子になった子供だ。

　が、いっしょにおびえている中年男性を見かけたことはない。気弱そうで小太り、無精髭ひげにメガネという風貌。もちろん難民全員の顔は覚えていないが──

「お、遅れてスマン。……おお、早く救助しないと！」

　ようやく追いついた相棒へ、ユウは注意した。

「ダメだよ。撃っちゃダメだ、伊い集じゆう院いん。あの人たちに当たるかもしれない。僕ら、たいして射撃の訓練してないし」

　弾薬がもったいないと、ユウと伊集院はめったに射撃させてもらえない。

　そのくせ、こういう役目を押しつけるんだよなと思いながら、銃口を空に向ける。連射ではなく単発モードで発砲する。

　たん！　たん！　意外と軽快な銃声がひびく。反動もひかえめだ。

　この銃、旧式らしいが性能自体はいいのだ。

　──発砲の効果は抜群だった。自然界には存在しない音と硝煙の異臭に驚き、警戒心をあらわにして、犬たちがのそりのそりと去っていく。

　ただし一匹だけ、ユウをにらみつける野犬が残った。

　ぐるぅぅぅっ。うなり声も面構えも凶悪。しかも──ユウは恐怖を押し殺した。

「こいつ、足が八本もあるぞ！」

　伊集院も気づいて、叫ぶ。

　野犬は──前まえ肢あしをふた組、後うしろ肢あしもふた組も持っていて、八本足だった。

　さすが『魔法』もありとなった二一世紀。とんでもないことが次々と起こる。どきどきしながら、ユウは銃口を異形の野犬に向けた。

　当たると確信できる距離まで、じりじり近づいて──引き金を引く。

　たぁん！　銃声はあいかわらず軽い。

　頭部を撃ち抜いて、どうにか駆除に成功した。





　　　　２






「君たち、すごく若いけど軍の人？」

　野犬の撃退後、小太りのおじさんに訊きかれた。

　銃を持ったユウたちを、不思議そうに見つめている。子供の方は安心したせいか、一軒家の壁にもたれて、うとうとしていた。

「ええと。何て説明しようか、伊集院？」

「オレらはですねー。ほんとは中学生なんですけど、『大撤退』の何ヶ月か前に幼年従事者として軍に徴発された者で、少年兵とでも言いますか……」

「少年兵!?」

　驚くおじさん。ユウは肩をすくめた。

「人手不足のせいで、いろいろやらされたしね」

「本当はオレら、技術部の所属なんです。……実は日本がヤバくなる直前に、ナノマシン適性って数値の高い中高生がこっそり集められたんスよ。次世代ナノ技術、十代のうちにマシンを移植しないと適合できないとかなんとかで」

「なるほどねー。いろいろあるもんだ」

「そういうおじさんは避難所の人ッスか？　初めて会ったような」

　ずばり伊い集じゆう院いんが質問する。小太りメガネのおじさんは苦笑いした。

「最初はあそこにいたんだけどね。居心地悪くて、すぐに出ちゃった。国防軍の連中がやたらといばるし。いじめられるし。今はこの空き家で暮らしてる」

「あー」「わかります」

　伊集院ともども、ユウは強く同意した。

　おじさんはちょっとオタクっぽいルックスで、気弱そうで、武たけ田だ士長あたりがすぐに目をつけそうな人であった。

「ぼくひとりだけだから、飲み物と食糧をあちこちで集めながら、どうにかしのいでいたんだけど。今夜は子供の泣き声を聞いちゃって、様子を見に来たら犬たちがね……。最近、動物がずいぶん増えたよね」

　はあ、と、おじさんはため息をこぼした。

「行きたくないけど、そろそろ避難所へもどらないとダメかなあ」

「よかったら、僕たちといっしょに……」

「いやあ。まだいいよ。もうすこしひとりでがんばってみる。あ、でも」

　おじさんは急にへらっと愛想笑いした。

「何か食べ物あったら、分けてくれない？　最近あまり食べてなくて」




「ほんっとうにありがとうね、あんたたち！」

　迷子の母親から、勢いよく礼を言われた。

　まだ若い──二二、三歳のお母さん、まさにヤンママだ。

　髪の色もだいぶ明るく、こんな状況ながら派手めのメイクもしていた。学生時代、かなり遊んでいたような外見である。

　結局、ユウたちは男の子だけ連れて、仮設基地にもどった。

　今は避難所となった倉庫のすぐ外。もう深夜なので、一〇〇名を超す難民はほとんど寝静まっている。

　子供の方はすでに寝かしつけられた。

　みんながぎゅうぎゅう詰めで雑魚寝するなか、すやすや眠っているはずだ。

「あ。あたし、そろそろ行かなきゃ。士長さんのところに報告、とか、ね」

　にこにこしていたママがいきなりハッとした。

　ユウと伊い集じゆう院いんは曖昧に笑って、無用の詮索は避けた。

　戦闘と災害がつづくなかで頼れる身内は全て失い、子供ふたりをかかえている。食糧の配給もとぼしい。だから彼女は割り切って、軍人たちの〝相手〟をすることで、もろもろ優遇される道を選んだ。たとえば多めに食べ物・お菓子や嗜し好こう品ひんをもらうなど。

　だから、周囲から白い目で見られながら化粧もして──

　さっきのおじさんといい、みんなたいへんなのだとユウが切なくなったとき。

「そうだ。あんたたちに伝言があるんだった……」

　言いづらそうに切り出された。




「くそ。自分が使うものは自分たちで掃除しろお！」

「武器庫の銃の分解と掃除なんて、昼にやればいいだけなのに……」

　とっくに日付の変わった深夜の武器庫──。

　伊集院とユウ、床にあぐらをかいていた。

　ばらした八九式小銃のパーツをならべて、せっせと磨いている。ガンオイルをしみこませた布きれで、煤すすや指紋、何より塩を落とすために。

　海が近いせいで潮風にさらされ、金属部分が錆さびやすいのだ。

「この銃でオレらが寝込みを襲いにくるとか、考えないのかね？」

「ないんだと思うよ。あいつら、ゆるみきってるもの」

「昔の自衛官とくらべて、国防軍の採用基準はめっちゃ低いんだよな。人員不足のせいで、履歴書持った一八歳以上なら誰でもＯＫなんだとよ……」

　節電のため、ビンに入れたサラダ油に火をつけた即席ランプのみが光源。

　十分な明るさとは言えないが、やるしかない。ユウの方が器用な分、てきぱき作業を進めていく。磨いたあとは銃の組み立て。

　慣れた兵士は、三分台前半で分解・結合までを終わらせるとか。

　が、もちろんユウたちはもっと時間がかかってしまう。

「伊集院は数よりも丁寧さ重視でおねがい。汚れが見つかったら──」

「ああ。また連帯責任で、ふたりそろって懲罰だ！　今度はあんなヘマしない！」

　軽い懲罰は五キロの罰走、二〇回の腕立て伏せ。

　だが、ときどき吐くまでやらされる。最悪なのは格闘訓練に参加させられて、いいように殴られ、蹴られまくること。ユウはぼやいた。

「甲子園に毎年行くような野球部なら、〝よくある〟ことなのかな……」

「どうだろうな？　オレは小学生の頃から文化系一筋のスポーツぎらいだ。運動部のことは全然想像できないぞ。一いち之の瀬せの方がわかるんじゃないか？」

　伊い集じゆう院いんは逆に訊きいてきた。

「おまえ、ずっとサッカーやってたんだろ？」

「僕も小さい頃からクラブチームだけで、所属も浦うら和わのジュニアユースだったから。体育会系のことはわからないよ。中学のサッカー部なんて見学さえしていない」

「どうちがうんだよ？」

「上下関係とか超ゆるい。先輩のお世話もしないし」

　こうして、数時間の深夜作業を経て──

　ふたりはついに武器庫を出て、ドアに施錠。空が明るくなりはじめている。

「もうすぐ夜明けかよ。参るよなー」

「そろそろ避難所にもどろうよ、伊集院」

「でも今から寝たって、すぐに起床時間だしなあ」

　夜明け前、明るみはじめた瑠璃色の空を見あげてから、伊集院が目を輝かせた。

「ちょっとつきあってくれよ。一いち之の瀬せに新しい特技を見せてやる！」




　五ご老ろうヶが岳だけの山頂は、かつて観光名所の公園だった。

　国防軍の施設になったあとは、研究棟や倉庫がいくつも建てられた。電力供給が途絶えたあとも、自前の発電施設で細々と電気を得ている。太陽光発電のパネル、超伝導モーターを用いた風力発電用の大型風車も目立つ。

　そして、高さ五〇メートルの旧展望タワー──。

　観光地時代の名残である。屋上には現在、大きなアンテナが設置されていた。法ほ螺ら貝がいに似た形状が特徴的だ。

「何なんだろうね、ここ。クロエ先生も教えてくれないし」

　首をかしげるユウ。伊集院が答えた。

「観測所みたいなもん、じゃね？　アンテナからレーダー波とか照射する。ま、とにかくここ、カードキー持ってる士官じゃないと入れないだろ？」

　通用口はぶあつい自動ドア。今も閉ざされている。

　ドアの横には、カードを差し込むスリット付きの操作盤。半球状の『ナノマシン移植者専用インターフェイス』も設置されていた。

　その半球を──伊集院は右手でタッチした。

　電子音が鳴る。ぴっ。ぴっ。ぴっ。そして伊集院はつぶやいた。

「ドア、開くぞ」

「えっ!?」

　驚くユウの眼前で、自動ドアは『しゅっ！』と開いた。

「どうやったの、今の!?」

「最近さ。覚醒実験でよくこいつを使ってるだろ？　あれで慣れたのかもな。いつのまにかできるようになってた」

　伊い集じゆう院いんが右手をぱっと開く。

　手のひらにリング状の光が浮きあがっている。ユウは興奮した。

「ハッキングしたってこと？」

「ああ。移植者用の操作器がある機械なら、手でさわるだけでなんとな～く使い方とか状態がわかるんだ。オレら、ナノマシン適性ってのが高いだけで、こんなところまで連れてこられたけどなっ。はじめて役に立った感じ！」

「へえぇぇ。やるなあ」

　今、ふたりの前に『秘密の扉』が開いている。

　その先はエントランス。かつて観光用の展望タワーだったからか、受付らしきカウンターがあった。初めて見る。

「……ねえ伊集院。ちょっと入ってみない？」

「……そうだな。脱走計画を進めるためにも情報が欲しいところだし──」




「監視カメラがあったらイヤだね……」

「どれ。んー、すくなくともこの廊下にはないな。いやタワー全体が節電モードというか、自動ドアとかエレベーターとか、最低限のところだけ動くようにしてる感じ？　ま、カメラが動いてても、監視役に回せるほど人もいないしな」

　伊集院は両目を閉じて、つぶやいた。

　たまたま廊下の壁についていた操作盤──ナノマシン移植者用の半球デバイスにさわりながらである。

　ユウは感動し、相方をほめたたえた。

「すごいよ。マンガとかに出てくるハッカーみたいだ」

「いや『パソコン操作してる』感は全然ないんだ。端末にさわると、つながってる機械のこともフィーリングでわかる、みたいな。『考えるな感じるんだ』の世界。……いちばん重要っぽいところは最上階か」

　ふたりはすぐにエレベーターへ乗った。

　最上階、高さ五〇メートルの展望階へ到着。三六〇度ぐるりとガラス張りで、外の景色を見渡せるようになっていた。ただし。

　床には、大きな木箱が数え切れないほど置かれている。

　太いケーブルもあちこち這はいまわっていて、足の踏み場を見つけるのにも苦労する。とにかく雑然としていた。

　それでもユウは──展望ガラスへ寄っていった。

　舞まい鶴づる湾とその先に広がる若わか狭さ湾が見える方角、つまり北西。ユウは目がいい。そちらの空に浮かぶ異物をしっかり肉眼で視認していた。

　ユウの視界のなかでは、指先ほどの大きさだった。

　巨大な岩塊が空中に浮いている。その上には石造りの城があって──

「あいつらの《ポータル》、また見えるようになってきた……」

「一いち之の瀬せ！　これを見てくれ！」

　伊い集じゆう院いんが大きなガラスケースを指さしていた。

　直立させた長方形のケース。青い液体で満たされている。なかでは一糸まとわぬ裸の少女が眠っていた。

　青みがかった黒髪。両目を閉ざしていても、はっきり美貌とわかる。

　さくらんぼのように桃色の唇からは、あぶくがときどき洩もれ出でてくる。そして何より特徴的なのは耳。長く、先端がとがっている──。

　ユウは気づいた。

「眠ってる子、エルフだよ！」

「たしかに、クロエ先生と同じくらい耳が長いな。昔のＳＦでよくあった冷凍睡眠みたいにも見えるけど……どういうことなんだ!?」

　眠れるエルフ少女を収めたケースにも、操作端末はついていた。
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　タッチして伊い集じゆう院いんは目をつぶる。眉間にしわを寄せ、情報を探りにかかった。

「名称《クローンエルフ》……？　くそ、これ以上は有資格者じゃないとアクセスできないようだぞ」

「クローン？」

「そういや、ネットのうわさで前に見たな。亡命エルフの魔力と脳だけ利用できるようカプセルに閉じ込めて──奴隷にする装置があるって。各国の軍部が共同開発したとか」

「この子が奴隷ってこと？　ひどいじゃないか！」

「あとでクロエ先生に訊きいてみようぜ。もう時間もあまりないしな」

　夜明け前の『彼かは誰たれ時どき』、すでに終わっていた。

　東の方角に広がる丹たん波ば高地の山並みから、太陽が顔を出しつつあった。空が明るい。まもなく朝日が完全に昇るだろう。

　エルフの少女は、朝焼けの陽ひ差ざしを浴びながら眠っていた。

　年齢は一五、六歳だろうか。のびやかな肢体を隠すものは何もない。ユウは気恥ずかしくなって、顔をそむけた。

　とにかく伊集院の言うとおり、ここを去るべきだった。

　エレベーターへ向かった相棒を追いかけようとして──ユウは、背筋に電流が走ったように感じた。

　ハッとして、エルフ少女の方へ向きなおる。

　可か憐れんな面差し。まぶたを閉ざした瞳。なのに、ユウはこう感じてしまった。

『待っていたぞ、あなたを──』

　そう、語りかけられたように。





　　　　３






　ほぼ徹夜した日の朝、ユウたちは懲罰を言いわたされた。

　ライフルスタンドにずらりとならんだ八九式小銃、全てぴかぴかに清掃済み──を見て、武たけ田だ士長が言ったのだ。

「なんだよ、すげえ汚れてるな」

　なかば予想どおりであった。難癖つけられる気はしていたのだ。

　かくして、午前中は仮設基地の芝生で草刈り。

　のび放題の雑草と格闘したあと、午後から同じ芝生で本当の格闘訓練──。

「おまえ、何かスポーツやってたんだろ？　なのに全然鍛えてねえのな」

　ばしっ！　ユウはヘッドギア越しに殴られた。

　武田士長とユウ、そろってＴシャツとズボンだけになり、格闘訓練用のグローブとヘッドギアを身につけている。

　それを五、六人の兵士と伊い集じゆう院いんが眺めている。

　ただし伊集院以外は、殴られるばかりのユウを見て、にやにや嘲ちよう笑しようしている。

「い、一いち之の瀬せっ。そろそろ代わるぞ！」

「うるさいぞ、デブ。それ決めんのオレだよ。黙ってろよ」

「は、はいっ！」

　太った伊集院にすごみながら、武たけ田だ士長は縦たて拳けんを連打する。

　ヘッドギアに、立てつづけに衝撃が加わった。ユウは両手でガードをあげて、ひたすら堪えるのみ。防戦一方だった。

　反撃してもディフェンスされるだけ。ガードに徹する方がマシだからだ。

　武田は徒手格闘、それも打撃技が得意なのだ。そのうえ一八〇センチ、七〇キロを超す鍛えた体。とても中学生男子がかなう相手ではない。

「おまえ、ほんとにひょろいし、だらしないよなー」

　にやにやしながら、武田士長は中段の回し蹴りを放ってきた。

　脇腹に受けて、ユウは真横へふっとばされた。

「そんなだから、すぐにふらふらすんだよ」

（うるさいな。わざとだよ）

　思うだけで口には出さない。

　最近、暴力を受けつづけたせいか、ユウは気づいていた。

　バカ正直に殴られる義理はない。打撃が当たる瞬間、体を脱力させて、その威力を綿のように受けながす。殴られても蹴られても踏んばらず、むしろ突きとばされながら衝撃を逃がすのもいい。ダメージを結構減らせる。

　これもユウなりの自衛策。弱者には弱者の戦術がある。

　伊集院にも『やってみるといいよ』と教えたら、『そんな器用な真ま似ね、暴行されながらできるか！　できる方がおかしい！』とキレられたが。

　ともかく相手の好きにさせて、疲れるのを待っていたとき。

「──何をしているの、おまえたち？」

　不意に、冷たい女性の声が割り込んできた。

「そのふたりは私の研究チームのメンバー。基地運営のために人員を割く必要性は、もちろん理解しているけど。まもなく実験がはじまるの。私のスタッフをこれ以上拘束する権限、おまえたちにはないはずよ？」

　白衣を着た女性研究者──金髪からは長い耳が突き出ている。

　端整な美貌は儚はかなげで、地上の人間とはどこかちがって見える。クロエ先生は亡命エルフの《賢人》なのだ。日本での通名は東とう堂どうクロエ。エルフ族としての正式な名は、ひどく長くて覚えづらいのだとか。

　二〇年以上も前、地球へ逃れてきた移民団のひとり。長く日本に滞在し、エルフの持つ異世界の叡えい智ちと地球の先端科学を融合させた功労者──。

　高次ナノテクノロジーの権威であった。




　ようやく解放されたユウと伊い集じゆう院いん。

　前を行くクロエ先生につきしたがって、芝生を歩いていた。

　エルフ──。いわゆる『異世界の種族』であるクロエ先生の肌は白く、陶磁を思わせるほどつややかだった。

　淡い金色の髪はアップにまとめている。ただし。

　先生の美しい顔立ち、地球の白人ほど彫りは深くない。

　彼女と会うたび、ユウは菩ぼ薩さつ像ぞうを思い出す。修学旅行のときに奈良のお寺で見た。切れ長の瞳に神秘的なアルカイックスマイルを浮かべていた──。

　ユウは遅ればせながら、礼を言った。

「先生。わざわざ探しにきていただいて、助かりました」

「いいの。『大佐』には再三、モラルの低下を警告しているのだけど、仮設基地の規律は乱れるばかりで──」

　クロエ先生はおそろしく流りゆう暢ちような日本語で言った。

「むしろあなた方を十分に守れず、申し訳なく思います」

「いやほんと、クロエ先生だけはまともで助かるッス」

　伊集院もありがたそうに言った。ちなみに『大佐』は仮設基地のボス。生きのこった士官のなかで最も階級が高かったのだ。

「あの、正直なところ〝外〟から救援が来る可能性、あるんですか？」

　ユウがずばりと質問したら、クロエ先生はきっぱり言った。

「個人的な見解だけど、ほぼゼロでしょうね。敵の侵入拠点──《ポータル》が近くにあるかぎり、無線のやりとりもできないし」

「やっぱり」

「そうッスよねえ。敵に東京をまっさきに狙われて、永なが田た町ちようとか市いちヶが谷やもあっさりつぶされましたもんねえ……。泥縄で立ちあげた臨時政府も九州方面に逃げたっきりで、何かやってる気配もないし。オレらの未来は暗いなあ」

　伊集院もぼそぼそ愚痴る。

　が、ここで先生は驚きの発言をした。

「それもあるけど、それだけじゃないわ。通信が封じられていても、救援要請の使者を直じかに派遣することはできるはずでしょう？　……もう機密も何もないと思うから、ふたりには教えておくけど。大佐はあえて外部と連絡を取ろうとしていないの」

「えっ。どうしてッスか!?」

「手元にある『最後の希望』を渡したくないのよ。救援部隊を送る余裕、まちがいなく臨時政府にはない。来るとしたら、たぶん日本国外から……。そのときは確実に、三号フレームは接収されてしまうでしょうね」

「着装者三号のスーツ──僕たちで覚醒実験をやってるあれですか!?」

　クロエ先生が語る未来予測に、ユウは愕がく然ぜんとした。




「遅い、です」

　仮設基地、第四研究棟の地下格納庫──。

　亜麻色の髪の少女が不安そうにつぶやいていた。一いち之の瀬せユウたちが着用する詰め襟、あれと対になる女子用の制服を着ている。

　白いセーラー服、ただし衿えりのところとリボンは青い。

　そこに黒のニーソックスと、白地にストライプのベレー帽を合わせていた。

「ママと凸でこ凹ぼこコンビ先輩、変なことになってないといいですけど……」

　東とう堂どうアリヤ、一三歳。

　亡命エルフのナノテクノロジー研究者・東堂クロエのひとり娘。地球人種よりも、明らかに耳が長めだった。
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　ぷりぷり怒るアリヤの前、格納庫の壁には強化スーツが掛かっていた。

　着装する人間の全身を特殊装甲でおおい、人工筋肉でパワーを増幅する──だけの強化外骨格エキソスケルトンでは断じてない。

　Exo-Frame type:Asura──ａ型エキソフレーム。

　通称、アスラフレーム。

　漆黒の《ＡＤＡＭＡＳアダマス装甲》は堅けん牢ろう無比な金属ながら、超弾性をも付与されて、ゴムのように曲がる性質を持つ。

　黒ベースの配色だが、装甲を縁取る金色のおかげで地味さはない。

　二一世紀の科学と、エルフ族のもたらした異界の叡えい智ち。双方を結集させた決戦兵器にして、人造の魔神アスラであった。
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　舞まい鶴づるの市街地、およそ五割がいまや海中に没していた。

　水難をまぬがれた残りの市街にも人影はない。野鳥が我がもの顔で住みつき、たまに野犬や山から来た猿、鹿などがうろついている。

　ほとんど廃はい墟きよとなった街のあちこちに、同じポスターが貼られていた。

　──『守り抜こう、ぼくらの未来』『国防官募集』。

　今となってはむなしいロゴが大きく書かれ、どれも色あせている。

　国防軍の人材募集だった。ポスターの『顔』となるモデルは芸能人でもアニメ風のイラストでもない。

　さわやかな顔つきの青年兵士を映した写真──生身の人だ。

　黒を金で縁取った強化スーツに身をつつみ、ヘルメットを脇にかかえる。国防官でもある彼は、本名より通称の方が有名だった。

　日本に暮らす者なら、その名を知らない方が稀まれですらあった。

　決戦兵器アスラフレームをまかされた戦士のひとり。『着装者三号』として、もう三年近くも最前線に立ちつづけてきた──救国の英雄なのだ。




　同市内、五ご老ろうヶが岳だけの仮設基地。

　いちばん広い倉庫を空にして、行き場のない市民を収容していた。

　臨時の避難所──つまりは難民キャンプである。

　だが一〇〇名を超す人間が暮らすには手狭で、夜はマットを敷いて雑魚寝する。仕切りを作る余裕もなく、プライバシーなど存在しない。

　もちろん、水没しなかった市街地の民家に間借りもできる。

　しかし、稼働している水再生プラントと自給型発電施設はこの基地にしかない。少量とはいえ備蓄した食糧も配給してくれる。

　何より、徘はい徊かいする野生動物と敵襲への恐怖があった。

　山ほどの不満を押し殺して、難民たちはここにいる。今も夜間だというのに電灯を使えない。ロウソクや油のランプで明かりを得ていた。

　節電のため、午後一八時以降は消灯となる決まりなのだ。

　そんな彼らのなかにも──〝黒と金の戦士〟がいた。

　ある男の子が抱きしめるフィギュア、全身にマットブラックの装甲をまとった着装者三号の姿そのものである。

　高齢男性はしわくちゃの新聞、一年以上も前の紙面を読んでいた。

『着装者三号、北海道戦線へ投入される』『敵クリーチャー殲せん滅めつ』『危険外来生物のすみやかな撃破が行われた』

　など過去の記事を読み、老人はそっとため息をこぼす。

　かつて国土防衛の切り札として、日本全国へ送りこまれた〝黒と金の戦士〟。アニメのスーパーロボ、アメコミ映画のヒーローがそのまま現実となった──平和の守護者。スペシャル・ワン。

　そう。彼はただ一騎しか存在しない〝特別な男〟であったのだ。




　同じ頃、基地内の国防官用宿舎。

　数少ない生き残りの将校は、この状況下でも個室を使っている。

　階級の低い兵卒、または難民から軍務動員された者も大部屋暮らしとはいえ、仮設ベッドの寝床があたえられていた。

　難民用の避難所とちがい、ずいぶん余裕があった。

　そこで〝戦友〟に囲まれて、武たけ田だ士長がバカ話で盛りあがっていた。

　主に『慰安』の相手としている数名の民間人女性について、ひどく卑ひ猥わいな、心ある人間なら眉をひそめるような話である。

　もとは北陸の田舎でヤンキーと呼ばれるような男なのだ。

　今は将来への不安をごまかすために誰かをなぶり、嘲あざ笑わらって、無意識のうちに現実から逃げている。

　タンクトップを着た武田──

　たくましい左肩には、タトゥーが彫られていた。

　それは着装者三号の頭部ヘルメットをデフォルメしたデザイン。

　ほとんど全ての国防官が『黒と金の戦士』にあこがれ、頼り、誇りに思い、至高の英雄として崇拝していた。武たけ田だのような男でさえ、例外ではなかった。




　そして同じく仮設基地内、旧展望タワーの最上階。

　すっかり日の暮れた夜、一九時〇〇分。今朝早くに一四歳男子ふたりが忍びこんだ場所では、高齢男性がつぶやいていた。

「着装者三号……アスラフレームを着用した国防の要──」

　五〇代後半、国防軍〝元大佐〟の肩書きを持つ。

　軍も国家も事実上崩壊したというのに、いまだ律儀に軍服を着ていた。

「三号の戦死は、もう八ヶ月も前になる」

「ええ。その事実はずっと……今となっても伏せられたままですね」

　皮肉の苦みを利かせて、東とう堂どうクロエは答えた。

　が、大佐はその棘とげに気づくこともなく、平然と言う。

「仕方のないことだった。本来なら適切な後継者を選抜したのち、大々的に前三号の戦死を広報して、国民の奮起をうながすはずだったが──」

「八〇〇名以上の候補者は、全て不適格の烙らく印いんを押されましたね」

　クロエ博士は指摘した。

「ほかならぬ三号フレームの意志によって」

「ああ。おかげで我が国は反攻に出るきっかけを得られないまま現在に至り、われわれもこうして雌伏している……。そもそも博士、なぜ兵器の管制ＡＩに意志などある!?　なぜ着装者を選より好ごのみするんだ!?」

「ＡＩではありません。意識体です」

　何度も繰りかえした説明なので、クロエはそっけなく告げた。

「アスラフレームはナノマシン《ＡＤＡＭＡＳアダマス》によって構築された特殊装甲と人工筋肉繊維を主材とする実体部分に、虚実領域とリンクする意識体がハイブリッドした──一箇の人工生命体。十分な条件さえそろえば、生体であるがゆえの可変性と増殖性を発現させて……」

「それはいい。また妙な講釈をされてはかなわん」

　大佐は不機嫌に言った。

　どれだけＰＣが普及しても、メールの開き方すら学ぼうとしない老人が世の中にはいるという。操作は部下や家族に押しつける。大佐もそれと同じで、いつまでも新しい知識、新しい概念を理解できない人物だった。

　無駄な解説はあきらめ、クロエは端的に伝えた。

「三号フレームは──前着装者に不満を抱いていたのかもしれません」

「不満だと!?」

「はい。好感度の高いルックスと忠誠心。そこを重視して選抜された前着装者はアスラフレームのスペックを十分に引き出すこともできず戦死。三号フレームも大破し、あやうく回収不可能となりかけて……」

　ちらりと脇の方を見やりながら、クロエは淡々と言った。

　保護睡眠ポッドがある。なかで眠る全裸のエルフ少女《クローンエルフ》は、前着装者を認めていなかった節があった。

「三号フレームはその再発を危惧しているのでは？　流転する状況に合わせて自己進化と自己増殖を果たす──それこそがアスラフレームの特質です。自らを進化させる障しよう碍がいとなりそうな要因は、事前に排除してもおかしくないかと」

「しかし、十分な戦果は出していたはずだ！」

「どうでしょうね？　われらエルフがあなたがた人類ヒユーマンと共に生み出し、世界中に送りこんだ一二体のアスラは……《選ばれしダルヴァの種族》、あの大魔術師たちにも対抗できる計算でした。なのに結果は──」

　ダルヴァの名を出すと、大佐も黙り込んだ。

　天空の魔城《ポータル》をまかされた大魔術師にして戦士。クリーチャーの軍団をしたがえ、人類の諸都市を灰かい燼じんに帰せしめる絶対的強者──。

「娘のアリヤが面白い発見をして、思わぬ成果も出ています。実験をはじめましょう。動かぬはずのアスラを覚醒させて、私たちの盾とするために」




　アスラフレーム三号、地下格納庫。

　東とう堂どうアリヤは腕時計を見て、不満そうに言った。

「凸でこ凹ぼこコンビ先輩が遅かったから、もうこんな時間です」

「しゃあないだろ。オレら、半日くらいつかまってたんだから」

　伊い集じゆう院いんが言い返す。

　物腰・言葉使い共に丁寧なアリヤ。が、歳とし上うえに妙なあだ名をつけたり、ぼそりと毒舌を吐いたりと、なかなか〝いい性格〟であった。

　そのアリヤが顔を真っ赤にして、訴える。

「だから！　定時が来たらアリヤが先輩たちを迎えにいくべきなんです！　むかつく連中にからまれていても、本来の任務があるってきちんと言ってあげますっ。なにも毎回、わざわざママに出てもらわなくても！」

「ダメだよ」

　下級生の要求に、ユウは取り合わなかった。

「女子はあいつらの前に出ちゃいけない。僕ら以上に不愉快な目に遭う」

「うーっ。ユウ先輩はちょっと過保護というか、アリヤのこと見くびっています！」

「とにかくダメ。いいんだ、僕と伊い集じゆう院いんはもう慣れたから」

　ここのナンバーツーであるクロエ先生にさえ、連中は好色な視線を向ける。

　しかもアリヤはハーフエルフ、美貌の種族の血を引いている。

　だからか骨こつ董とう人形めいた、非凡な可か憐れんさがある。

　母クロエ博士のとりくむ『実験』を助手として手伝うため、日常の雑務が免除されているのは、まちがいなく幸運だろう。

「ああ。この間アリヤ後輩はすげえ裏技を発見してくれたし、十分だ」

　伊集院がさらりと話題を変えた。

「先代が死んでから誰も起動できなかったフレームを──ばっちり覚醒させたもんな」

「候補者八〇〇人が着装しても、主動力さえオンにできなかったのにね」

「それはまあ……。ちょっと罰当たりすぎて、思いついたときは自分でも引きましたけど。まさかの大当たりでしたね……」

　あるテーブルの前に三人で移動した。

　遺影──今は亡き着装者三号の遺影と、外で摘んできた花が飾ってある。そして小さな壺つぼも。なかには遺灰が納まっていた。

　着装者三号、大衆へのアピールにんきとりのため、国防軍でも指折りの美男子が選ばれた。

　写真の〝彼〟はさわやかに笑っている。まずアリヤが謝罪した。

「生きてた頃に『あの人すごい調子に乗ってます！』と陰口言って、ごめんなさい！　実際すごく感じ悪かったですけど、今は本当に申し訳なく思っています！」

「えらい人にはへこへこして、オレらには超横柄だったけど！」

「それでもこんなあつかい、されていいわけないですよね？　でも、こうしないと三号は動かせないから──勘弁してください！」

　伊集院とユウもそろって謝罪する。

　アリヤはそっと壺に手を入れて、白いサテン地の小袋をつまみあげた。火葬後、灰となった故人の遺体を収めたものだ。

「ご遺灰、ちょっとの間、拝借します！」

　向かった先には、床に降ろしたアスラフレーム三号機がある。

　身長にして一九五センチ、重量は一九三キロ。

　アリヤは強化スーツのヘルメットを外して、内側に遺灰入りの小袋をさしこんだ。故・着装者三号の〝忘れ形見〟を粘着テープでヘルメット内に固定。

　すさまじく簡素で不謹慎なＤＩＹを施した。

　この頭部パーツを元の位置にもどして、作業は完了。

「──三号フレーム、覚醒！　超伝導タービン、回転はじまります！」

　三号機の前に、アリヤは右手をかざしていた。

　手のひらにリング状の光が浮いている。今朝早くに伊い集じゆう院いんが〝ハッキング〟を披露したときと同じだ。彼女もナノマシンの移植者なのだ。

　アリヤの送った起動命令、三号フレームがしっかり受諾した。

　腰部ベルトのバックルに取りつけられた──小さな車輪がゆっくり回り出す。これこそが人造のアスラをめざめさせる動力源だという。こんなサイズのくせに、発電所一基分よりも膨大な電力を発生させるのだとか。

「でも、すごい裏技だよな……」

　伊集院がぼそりとつぶやいた。

「着装者の代替わりができてないなら、残された体の一部──遺灰をＤＩＹでぶちこんで、フレームに『中の人がいる』と錯覚させるなんて。クロエ先生は『実体と意識の根底にある七つ目の何かがほにゃらら』みたいに言ってたか？」

「ご遺灰に魂とかが残ってた……って意味かな、たぶん？」

「アーラヤ識理論で言うマナ、自我のことです」

　ユウの当てずっぽうにコメントしたアリヤ、残念そうにつけたした。

「動力オンになってもパワーが十分に上がらないから、本っ当に動きは鈍いですけどね。これじゃ実戦はとても無理です」

　ここで──ユウは首をかしげた。おそろしく小さな音量ながら、女の子の声がどこからか耳元にとどいてくる。しかもアリヤ以外の。

　彼女はひどく美しい声で、歌うように詩を読みあげていた。




　往ゆきし者よ、往きし者よ、この世の彼方かなたまで往きし者よ

　完全なる到達者、その覚醒に幸いあれ──




　なぜか一瞬、保護睡眠ポッドで眠るエルフ少女をユウが思い出したとき。

　三号フレームの腰部でホイールが高速に回り出す！

「こ、これもアリヤがやったの!?」

「何もしてませんっ。でも、よくわかりませんけど実験には好都合です！」

　アリヤは驚嘆しながらもきびきび指示を出す。

「三号フレームを外に出しましょう。ユウ先輩は基本動作の遠隔アシスト、伊集院先輩は武器の管制をアシストしてください。索敵その他はこちらで！」

　ユウと伊集院はあわててＨＭＤゴーグルをかけた。

　サバイバルゲームでも使えそうな薄型。だが両耳をすっぽり隠すスピーカー付属。ゴーグル部分は全てヘッドマウントディスプレイHead Mounted Displayとなる。

　着用者の視界に、各種の情報を直じかに表示してくれるのだ。
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　標高三〇〇メートルの五ご老ろうヶが岳だけ山頂より、人影が飛び出した。

　夜空を駆ける飛ひ翔しよう体の名は、アスラフレーム三号機。

　空気抵抗など存在しないかのような高速飛行。加速・減速も異様なほどなめらか。急激な方向転換も思うがまま。

　海岸めざして飛べば、すぐさま水没した市街地の上空に到達した。

　その間、ほぼ無音。エンジン音の類たぐいはほとんどしない。ただ急加速のときだけ、全身のスラスターから空気流ジエツトストリームを『ぼうっ！』と噴出させる。

　天あま翔がける決戦兵器に『中の人』はいない。

　にもかかわらず、着装者がいるかのように活動している。

　遠隔操作するのは、三人の少年少女であった。所持する五〇口径対物ライフルは、格納庫から適当に持ち出した。




「反重力リフターで飛ぶの、こんな感じなのか。すげえ！」

　伊い集じゆう院いんが興奮気味につぶやいた。

「これさえあればＵＦＯ造るのも夢じゃないって、ＮＡＳＡの技術者が泣いたっていうもんな！　シャトルとかロケットの出る幕ないぞ！」

「亡命エルフの持ってきた財宝のなかでも、最高ランクの貴重品ですよ！」

　アリヤもうれしそうに言う。

「地上世界に定住すると、エルフは魔力を失ってしまいますけど。国宝級のマジックアイテムはべつなんです。なかでも重力操作の秘宝と極小サイズの超伝導タービン──《プレイホイール》は、まだ地球では再現できないってママも言ってました」

「うん。いつもより動きが軽い。ゲームみたいな操作に慣れたのもあるけど」

　これはユウの感想。伊集院がすぐに同意した。

「ガンシューティングに似てるというか、そのものだよな」

「むしろ積極的に真ま似ねした可能性も……。このアシストシステム、三人称視点ＴＰＳから一人称視点ＦＰＳへの切りかえもできますし」

　ユウのヘッドマウントディスプレイに映る画面。

　アスラフレームの視覚カメラが捉える、リアルタイムの映像であった。

　ただし、三号自身の背中も画面手前に映っている。おかげで自機の置かれた状況を把握しやすい。三人称視点というやつだ。

　そして──

　念じるだけで遠隔操作を実現させるコントローラーが三人の手にはあった。

　右手のひらに浮きあがったリング状の光。体内のナノマシンが操作者の意志をアスラフレームの動きに反映してくれる。

　一応、入力などをするためにタブレット端末も持っている。

　が、まず使わない。『何もないのは手がさびしい』という理由が大きい。

「半年前はさ。同じことするのに、でかい管制室が必要だったんだろ？」

「そんなに技術が進歩したんだ。すごいね」

　横でつぶやく伊い集じゆう院いんに、ユウは答えた。

　ＨＭＤゴーグル着用中の三人、たがいの姿は見えてない。

　タブレット端末を手にして格納庫の床にぺたんとすわり、車座になっている。さながら放課後のゲーム集会だ。

　アリヤが冷静にコメントする。

「機械じゃなくて、操作する側の進歩です。このシステム自体は前もありました。でもナノマシン適性の高いオペレーターがそろわなくて。凸でこ凹ぼこコンビ先輩の適合レベル、最近はかなり上がってますしね」

「おお！　オレら三人でフルメンバーの管制室と同じなのか！」

「うちのママ、ああいう管制室きらいでしたし。無駄に機械が多いって」

「伊集院はともかく、僕はたいしたことないと思うけど」

「いえいえ。三号フレームの基本動作、かなりいい感じです。そのままお願いします。アリヤと伊集院先輩より確実に上手ですよ」

　むしろ運動センスの差ではと思いつつ、ユウは操作に集中した。

　夜の舞まい鶴づる市上空──。

　昔とちがい、下界に人家の明かりはまったくない。光といえば、頼りない三日月の輝きと星明かりのみだった。

　が、フレームの暗視センサー類は良好に稼働中。

　夜よ闇やみはいかなる障害にもならない。ユウは背面や脚部など各所のスラスターから空気流ジエツトストリームを噴出させて、気の向くままに飛びまわっていた。

　が、だんだん飽きてきた。

　水没をまぬがれていた空き地を発見したので降下──

　ちょうど野犬の群れがいた。二〇頭以上。雑草が生え放題の元公園を住処すみかにしているのだろう。空からの乱入者に犬たちは色めき立った。

　ぅぅぅぅぅううううううわわわんっ、わんっ、わんっ、わんっ！

　一斉に吠ほえはじめ、身をかがめて攻撃体勢に移る──。

「う、撃つか、一いち之の瀬せ!?」

「いや、まずはこっちでいいよ」

　伊い集じゆう院いんの声がけに、ユウは淡々と応じた。

　昨夜、生身で遭遇したときは恐怖ですくみつつの対たい峙じであったが。ユウは三号フレームの各部スラスターから、勢いよく空気流ジエツトストリームを放出した。

　しゅぅぅ──────ぅぅぅっ！

　飛ぶためではない。半径一〇メートル以内にいる野犬を全て、あふれ出た空気流でふきとばすための噴出であった。

　空気流は強烈な衝撃波シヨツクウエーブとなって、犬たちの全身も揺さぶる。

　ふきとんだ野犬はぴくりとも動かぬまま、地面に横たわるのみ。今の衝撃で体中の骨を打ち砕かれたのである。

　無事だった連中もしっぽを丸めて、すばやく空き地から退散していく。

　ユウはため息をこぼした。

「なるべく犬にはやさしくしたいんだけどね……」

「あれだけ凶暴なんだから仕方ないぞ。みんなの安全確保にもつながる」

「今の野犬で思い出しました。東ひがし舞まい鶴づるのモールに行ってみませんか？　あの──サルの住処すみかになってるあたり」

　提案したアリヤが位置情報を送ってきた。

　ユウのヘッドマウントディスプレイに小さな地図が表示される。それを意識に入れ、『行こう』と念じる。

　すぐさま三号フレームは飛び立ち──わずか十数秒後。

　西にし舞まい鶴づるから一〇キロ弱を横断して、東舞鶴中心街にあるショッピングモールの駐車場に降り立っていた。

　音速移動さえも可能な機体には、容易たやすすぎるジャンプだった。

　近くにいた赤ら顔のニホンザルが数匹、そそくさと離れていく。人間を怖がらなくなった野生動物たちも、空からの来訪者には驚いたらしい。

「この辺、ニホンザルの群れが住みついてるもんなあ」

　伊集院がぼやいた。

「二〇〇匹以上いるから銃で駆除するのも進まないし、危なくて物資調達にも行けない。まあサルの手で開けられる食い物は全滅だろうけど、缶詰とか、食料品じゃない道具とかはまだいけるんじゃね？」

「食べ物がなくなって、山に帰るのを待つしかないところでしたが」

　やや勢い込んで、アリヤも言う。

「三号フレームの力があれば、余裕で動物王国から取り返せます！　この辺ではいちばんのモールですから、収穫も大きいはず──あれ？」

「どうしたのアリヤ？」

「ユウ先輩、要警戒です。サルにしてはやけに大きな熱源がモール内に一、二……」

　センサー類を担当するアリヤの困惑。ユウはすぐに指示した。

「──伊い集じゆう院いん。照明弾を撃ってみて。基本装備にあっただろう？」

「そ、そうなのか？　おお本当だ。どれ」

　三号フレームの左肩から、光の玉が打ち上げられた。

　武器管制をまかされた伊集院が操作したのだ。光の玉は空中ではじけ、大規模ショッピングモールの広大な駐車場が白い閃せん光こうで照らされる──。

「な、何、あいつら!?」

　昼間のような明かりのなか、ユウは驚きよう愕がくした。

　五階建てのモール。あちこちにある窓をがしゃんと突き破って、建物内より人影が飛び出てきたのである。しかも一〇体以上！

　連中のシルエットは人間に酷似し、ニホンザルより遥はるかに大きい。

　もはや人間と同じサイズ。体型もがっしりしており、ゴリラに酷似していた。しかも──四本腕、阿あ修しゆ羅らのごとき六本腕の個体までいる。

　伊集院があせって、叫んだ。

「日本にどうしてゴリラがいるんだよ!?」

「ちがいます先輩！　付呪エンチヤント反応あり。おそらく魔法をかけられたニホンザルです！」

　すかさずアリヤが指摘する。

　たしかに顔はニホンザルの赤ら顔だ。伊集院が唖あ然ぜんとした。

「魔法？　マジか!?」

「はいっ。姿形を変えて、自分のしもべにする──。そういう魔法を使えるクリーチャーが市内に入りこんだんですよ！」

「じゃあ、おサルがサイズアップしてゴリラ並になったのかよ!?」

　そうか。ユウは昨日の野犬を思い出した。

　八本足の犬。地球生物としてありえない形態。あれもたぶん、魔法によって強制的な外形変化をうながされたのだ！

　そして次の瞬間、三号フレームはぶん殴られていた。

　すさまじい勢いで飛びかかってきたゴリラ風ニホンザルに襲いかかられたのだ。フレームの脳天めがけて、拳こぶしが『ぶん！』と振りおろされた。

　さすがマジカルな強化生物、装甲板すら凹くぼませそうな打撃であった。

　おそらく本物のゴリラよりも筋力が強い。しかし──

「硬いな三号！　全然ダメージないぞ！」

「あのフィジカルで来られたのに、ぐらっともしないのはいいね。体幹とかボディバランスもすごいようだよ」

　はしゃぐ伊い集じゆう院いん。ユウも感心していた。

　小揺るぎもしなかった三号フレームに対して、苦しんでいるのは殴った側のゴリラ風ニホンザルであった。

　振りおろした拳こぶしが手首から直角に曲がり、悲鳴を上げていた。

　無事な方の手で折れた拳を押さえ、地面をのたうち回っている。

　──ぐぅぅぉぉぉおおっ！　おおっ！　おおっ！　おおっ！

　絶叫を繰りかえすゴリラ風ニホンザルに対して、ユウは『キック』をイメージ。三号フレームは足下で七転八倒する標的を──

　助走なしのインステップキックで蹴り飛ばした。

　全身をリラックスさせ、右足を鞭むちのようにしならせる。足の甲でインパクト。

　ユウがイメージしたとおりのキックを浴びて、大柄すぎるニホンザルは弾丸のように飛んでいった。

　時速一〇〇キロはあろう勢いで、ショッピングモールの壁に激突。

　ずるりと地面に落ちて、そのまま動かなくなる。壁にべったり血痕が残っていた。

「三号のパワーなら当然こうなるよね……」

「威嚇もなしに攻撃してくるなんて──縄張りを荒らす侵入者と見て、排除するつもりのようですね。伊集院先輩、一気にかたづけましょう」

「お、おお！」

　ユウはつぶやき、アリヤは指示し、伊集院があわてて応じる。

　もはや協力プレイでゲームを攻略するノリであった。

　三人のＨＭＤゴーグル上には〝ゴリラザル〟が七匹いた。思いのほか手て強ごわい三号フレームを警戒したらしく、今度はすぐに襲ってこない。

　また、ディスプレイの表示範囲外から接近中の九匹もセンサーは捉えていて──

　その全てが次の瞬間、『射撃対象』として認識された。

「照準設定、終わりました。やっちゃってください！」

「よっしゃ！」

　そう。三号フレームは五〇口径の対物ライフルも装備している。

　重量一五キロもの重火器を片手で持ったまま、今まで飛びまわっていたのだ。そのトリガーをあずかるのが伊集院──。

　だぁん！　だぁん！　だぁん！　だぁん！　だぁん！

　三号フレームはまわりのゴリラザルへ次々と銃口を向け、一二・七ミリ弾を容赦なく撃ち込んでいく。

　強烈な反動をともなう火器なのに、全て余裕の片手撃ちである。

　立てつづけにひびく銃声。そのたびにサルの巨体がはじけ飛び、ねじ切れる。針で風船をつつくようにして、銃弾一発で確実に一匹を射殺していく。

　──掃討はものの一分で終わった。

「おし！　これでモールをゆっくり歩き回れるぞ！」

「お米とかが無事だと助かるよね。最近、食糧の割り当てがさらに減ったし」

「米はネズミも狙うから、たぶん全滅だろ。でも炊きたての白飯、いいよなあ！」

「……え？　何か様子がおかしいです──」

　男ふたりでよろこんでいたら、アリヤが切迫した声で訴えてきた。

「魔力の発生を検知！　何者かが魔法をかけてきた……？　み、見てください！」

「うわああああああああっ！　な、何だよ、あれは!?」

　アリヤと伊い集じゆう院いんの声、ほとんど悲鳴であった。

　──むくり、むくりと唐突に起きあがったのである。

　射殺したはずのゴリラザルたちが、次々と。首から上がふきとんだサルも、腹部に大穴が空いているサルも、心臓ごと左腕を失ったサルまでも。

　そして、ゆっくり歩き出す。自分たちの仇かたき、三号フレームへ！

　甦よみがえったゴリラザルたち、自らの血と臓物にまみれながら、じりじり接近しつつある。下半身のないサルは、なんと上体だけで必死に這はい出だしていた。

　ユウは叫んだ。

「これじゃゾンビ映画だよ！」

「ずばりそれです！　使用された魔法を検出できましたっ。《屍者操作アニメイト・デツド》、手近な死体をゾンビ軍団に変える術です！」

「このっ！」

　ユウの意志に応えて、三号フレームが左腕を振った。

　対物ライフルを持っていない方の腕だ。ゴリラザルあらためゴリラゾンビの顔面に裏拳がめりこみ、首から頭部を刎はねとばしてしまう。だが。

　首なしのゴリラゾンビは、そのまま組みついてきた！

「ダメだ、こいつまだ動くよ！」

「し、しがみついてきたぞっ。うわ、もう一匹!?　かじられたあ！」

　ゴリラゾンビが次々と三号フレームに押しよせてきた。

　数匹がかりでしがみつき、殴り、装甲に噛かみつくゾンビまでいた。

　映画や海外ドラマなら肉と骨を食いちぎられ、こちらもゾンビウイルスに感染して一巻の終わりとなるところ。もちろん、三号フレームの装甲はゴリラザルの歯など、一ミリも通しはしなかったが──。

「さっきのをもう一回だ！」

　ユウは三号フレームに指示した。

　全身の各部スラスターから、空気流ジエツトストリームを噴出。

　すさまじい突風が三六〇度全方位へ放たれ、ゴリラゾンビ数匹を一気にふきとばす。もともと死体である怪物たち、衝撃で手足がもげるものもいた。

　しかし、その損傷もゾンビ集団は意に介さず──

　のっそりとした足取りで、三号フレームにわらわらと再接近してくる……。

「ゾンビだけあってしぶといな！　どうするよ一いち之の瀬せ!?」

「た、対亡者アンデツド用の武器を検索しますっ。ユウ先輩は時間を稼いでください！」

「……何だ、このメッセージ？」

　あわてる仲間たちをよそに、ユウは首をかしげていた。

　ヘッドマウントディスプレイの画面中央にテキストが表示されたのだ。




　──Can I help you?




「よくわからないけど、手伝ってくれるなら助かる！」

　そっけない『助けはいるか？』の一文。送信者も不明。

　しかし、ユウが反射的に応じた瞬間──ヘッドマウントディスプレイの最下部で、横書きの英文がすごい速さで右から左へ流れはじめる。




『Mantra Server Startup Complete.All PRAJNA Running』

『System Now Booting, Spellbook[image: ]PRAJNA HEART SUTRA[image: ]…』

『Set Forth This Spell──Gateガテー・Gateガテー・ParagateパーラガテーParasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー…』




「あ、アリヤは何も操作していませんよ!?」

　後輩の困惑をよそに、三号フレームに変化が起きた。

　装甲におおわれた右手──その手のひらから、きらきらした光の粒子が大量にあふれ出てきたのである。アリヤが驚く。

「可変ナノ粒子!?　どうしていきなり!?」

　三号フレームを構築するナノマシンと同じものなのか。

　謎の粒子はすぐに固体と化して、細長い黄色の布きれに変じた。それは長さといい、サイズといい、〝あるもの〟によく似ている。

　ユウは目をぱちくりさせた。

「黄色いマフラー？　何これ……って、もう来た！」

　体のあちこちを失ったゴリラゾンビらが再接近──。

　またも数にまかせて三号フレームをおさえつけ、のしかかろうとしてくる！　とっさにユウは『振りまわせ！』と念じた。

　ぶん！　右手の黄色いマフラーでゾンビの一体を打ち据える。

　細長い布きれは──濡ぬれた手ぬぐいのように『ばん！』と亡者の体へ激突した。とたんにゴリラゾンビが爆ぜた。

　死にぞこなっていた体が爆散したのである。

　細かな肉片や臓器のかけら、体液がまき散らされる！

「死体がばらばらになったぞ!?」

「た、対亡者アンデツド兵装なのかもです！　どうやって出したんですか、ユウ先輩!?」

　伊い集じゆう院いんとアリヤが騒いでいる。

　対してユウは、すこし落ち着きを取りもどしていた。

「このマフラーみたいな布が武器になるなら──！」

　三号フレームに指示。振りまわせ。振りまわせ。

　ばん！　ばん！　ばん！　近くにひしめくゴリラゾンビどもを手当たり次第、黄色の布きれで殴りつけ、爆散させていく。

　不思議なことに、肉片も体液も黄色い布には付着せず、きれいなままだった。

　結局、わずか二〇秒で三号フレームはゴリラゾンビ十数体を殲せん滅めつ──。しかし、一息つく間もなく見敵モードが発動した。

　ユウのディスプレイの右隅に、位置情報が小さく表示される。

「モールの屋上……？　そっちにまだ敵がいる？」

　三号フレームの腰部ベルト──

　ここのバックルには、小さな車輪が付随している。

　アスラフレームの主動力を司つかさどるという超伝導タービン。クロエ先生とアリヤは《プレイPrayerホイールWheel》と呼んでいる。

　その車輪が勢いよく回る。回る。回り出す。

　回転が最高潮に達したとき、ユウは三号フレームを一気に跳躍させた。

　五階建てのショッピングモール、その屋上を見下ろせる高みにまで到達。そしてユウは発見したのである。

　……『妖精』が一体、モール屋上の端に立ち、地上を眺めている。

　ずんぐりむっくりの体型で、両手が地面につくほど長いのに、足は極端に短い。顔にはめた石仮面は遥はるかな秘境を連想させるデザインであった。

　木の杖つえを持ち、毛皮の衣をまとい、紐ひも付つきの角笛を首から提げていて──

「クリーチャーだ！　あっちの世界の妖精だぞ、一いち之の瀬せ！」

「種族検索、出ました！　ゴブリン亜種バグベア、やっぱり魔法使いの種族です！」

　伊い集じゆう院いんとアリヤが叫ぶ。

　一方、ユウはディスプレイ上の新メッセージを凝視していた。




　──I Have an Idea.You Should Select Mode:EXCALIBUR…




「で、できれば日本語でおねがい！」

　あわてて口頭で答えた直後。

　ユウは日本語のささやきを聞いた。ひどく可か憐れんな、少女の声だった。ＨＭＤゴーグル付属のスピーカーから洩もれ出でてきたのだ。

『授けた《聖骸布》より抜剣せよ。女王の刃やいばがあなたのものとなる』

「け、剣を抜くってこと？　了解っ」

『そして、わたしは唱えよう。真なる叡えい智ちプラジュナに導かれ、この世の彼方かなたへ往ゆきし者たちへの讃さん歌かを──。Gateガテー・Gateガテー・Paragateパーラガテー、Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー…』

　まちがいない。

　覚醒実験の途中で聞いた声と同じだった。

　彼女は途中から、不思議な響きの歌を口ずさんでいた。ジャズの即興歌スキヤツトにも似た、歌詞の意味がよくわからない歌を。

　とても軽やかな歌い方なのに、どこか荘厳で神々しい──。

「福音ゴスペルコード!?　ママが送ってくれたんですか!?」

　アリヤが驚いていた。

　三号フレームの右手にある〝マフラー〟が今度は硬化した。

　やわらかな布きれだったのに、まっすぐのびて、金属のように硬くなり──なんと細長い刃物に変化したのである！

「これで剣なのか！」

　持ち手のところは筒状で丸みがある。握りやすそうだ。

　まさに〝剣の柄つか〟。先端もいつのまにか尖とがった切っ先に変化していた。

「わあああああああああっ！」

　ユウはなかばやけになって、攻撃の意志を発した。

　三号フレームの背部スラスターから、空気流ジエツトストリームが放出される。

　ごうっ！　疾風そのものの速さで三号は急降下していった。眼下で杖つえを振るい、何か術をかけていたバグベアへ。

　それは強烈な電撃を喰くらわす魔法であった。

　しかし、アスラフレームの装甲にとどくなり、かき消えてしまった。

「三号には魔法も効かないのかよ！　いけるぞ一いち之の瀬せ！」

「対魔術外殻アンチマジツクシエルが機能したんです！」

　声援を受けたときには、もう決着はついていた。

　刀剣モードとなった《聖骸布》とやらの切っ先、バグベアの胴体に突き刺さり──敵妖精は蒸発。じゅっと音を立てて、気化していった。




「遠隔操作でもいい動きをするじゃないか！　それにあの武装！」

　大佐が無邪気に喝采していた。

　旧展望タワーの最上階にて、三号フレームの擬似覚醒および遠隔操作の実験をひととおり見とどけた直後だった。

「前の着装者三号はあまり使っていなかったが──悪くない。実戦でも有効そうだ！」

「ええ。《聖骸布》は……女王の御名においてのみ、下賜される秘宝」

　クロエ博士は答えた。相手は理解できまいと確信しながら。

「ふさわしくない者には、滅めつ多たなことではあたえられません。前着装者が使用を許されたのはわずか二度だけだと記憶しています」

「ほう……？」

「いずれにしても──三号フレーム覚醒実験『プロジェクト・リバース』。これで第二段階に移行できます」

　専用の管制室からアスラフレームを見守れたのは、もう遠い昔話。

　今はデスクの上に３Ｄ映像を立体投影し、三号フレームが動きまわるさまを周囲の情景と共に再生させている。

　クロエはひそかに興奮を覚えていた。

　ちらりと背後を見やる。保護睡眠ポッドのなかで、青みがかった黒髪のエルフ少女が物言わぬまま眠っていた。まばたきひとつしない。

　だが、すこし前に少女の唇がわずかに動き、空気の泡を吐き出していた。

　新たに見み出いだした適格者へ、何かをささやきかけるように──。
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　サル軍団を駆逐した夜の翌日。

　よく晴れた午前中、一いち之の瀬せユウは芝生の草をほおばっていた。

「武たけ田だのやつ、結構しつこいよね……」

　ぺっと草を吐き出して、ぼんやりユウはつぶやいた。

　仮設基地の広い芝生には、いくつも建物がある。その物陰に、力ずくで連れ込まれたのは二〇分ほど前だ。

　ユウひとりで歩いていたら、武田士長につかまった。

　昨日、クロエ先生に邪魔された訓練の『続き』だと言って、ユウの頬ほおにさんざん平手打ちを喰くらわせた。腹にもかなり本気のパンチ。やりたい放題だった。

　最後は悶もん絶ぜつするユウの口に、芝生の草を詰めていった。

　ずっと起きあがれず、地面に横たわっていた。青臭さと土の味が口から消えない。武田の何も考えてなさそうな目つきが今でもおぞましい──。

「あいつ、だんだん露骨にやるようになってきたな」

　前はもっと陰湿ないやがらせが多かった。

　みんなで取り囲んで下着を脱げ、雑草を食えと強要する。ライターの火を押し当ててくる等。だが最近はすぐ手を出すようになった。

　あからさまな暴力が問題にならないほど、基地の規律が乱れているのだ。

　……痛みが引いてきた。ユウはようやく上体を起こした。

　すわったまま建物の壁に背中をあずけ、ため息をついていたら。

「オレよりひどい目に遭ったみたいだなー」

「伊い集じゆう院いんか。ま、昨日の続きとか言ってたしね……」

　肥満体型の友人がやってきた。

　どうやら軽めの『腹パン』で解放されたらしく、伊集院はでっぷりしたおなかを左手で押さえてはいたが、ここまで自力で歩いてきた様子だ。

　伊集院も隣に腰を下ろす。

　結局──ふたりで壁によりかかり、ぼーっと青空を眺め出した。

「ここ、ほんと最低だよね……」

「そうだ一之瀬。一昨日おとといのおじさん、さっき軍の連中につかまってたぞ」

「えっ、どうして!?」

「それがなあ。食糧を盗みに、基地へ忍びこんでたらしい」

「殴られるくらいで済めばいいけど……」

　全員が心をすさませている。凄惨なリンチがゆきすぎての死──。ユウはそこまで想像して、落ちこんだ。

「オレらの脱走計画も、慎重に、バレないように進めないとな」

「伊い集じゆう院いんのご家族は、九州に行った可能性が高いんだっけ？」

「ああ。最後に連絡が取れたとき、そう言ってた。オレらもちょうど関西にいるし、やっぱり最優先でめざすのは福岡だな」

「そうしよう。……でも本当は、軍人以外のみんなを連れて脱出したいよね」

「まあなー。せめてアリヤとクロエ先生くらいはいっしょに……」

　伊集院がぼんやりつぶやいたとき。

　誰かが近づいてくる。伊集院とユウはすぐに口を閉ざす。聞かれてはいないはず。そう思いつつもドキドキしてしまう。

　やってきたのは──迷子を捜したときのヤンママだった。

「……がんばってね。いつもありがとうね」

　とだけ言って、彼女はさっさと立ち去っていった。

　いまや貴重品となった缶コーヒーを二本、中学生ふたりの前に置いて。きっと武たけ田だにからまれるところを見ていたのだろう。

　缶を開け、一口。切れた口のなかにしみる。でも甘い。すこし涙が出てきた。

　ユウはぼそりと言った。

「できるものなら、何か正しいこと……みんなのためになることをしたいよ」

「その手伝いになるかはわからんが」

　いきなり伊集院が切り出してきた。

「例の眠ってたエルフの子──クローンエルフの情報を手に入れたぞ」




　一時間後。ユウは研究棟の廊下をひとり歩いていた。

　クロエ先生から呼び出されたのだ。話があるから昼前に来てくれと。歩きながら、聞いたばかりの情報を思い出す。

『昨日の夜、三号フレームの遠隔操作をしながら……研究棟のコンピューターにも入りこんでだな。機密っぽい情報をのぞいてた』

　伊集院はしれっとハッキング行為を報告した。

『《クローンエルフ》な、要は〝生きたアクセスポイント〟なんだよ』

『テレパシーみたいな能力を持ってたエルフのクローンで、その力でアスラフレームを特別なクラウドデータに交信させてくれるらしい。そうすると拡張機能──主に魔法関係のパワーを解放できるんだ』

『……説明がわかりにくい？　すまん。エルフの先生たちが使う専門用語ばかりで、理解不能なところが多くてな』

『でもな。クロエ先生とアリヤも味方にして、三号フレームとクローンエルフの子も連れて脱出できたら──めちゃくちゃ楽になるぞ。それこそ、避難民のみんなを守りながら旅することだって……』

　伊い集じゆう院いんのアイデアへの興奮を押し殺しながら、ユウは入室した。

「……失礼しまあす」

　研究棟の三階にある、クロエ先生の個室。

　ちなみにここは研究室。すぐ隣の大きい部屋を先生とアリヤは生活の場としている。クロエ先生、今はひとりで窓のそばに立っていた。

「僕にお話って何でしょう？」

「ユウ。あなた昨日、天空蔵書の衛星データアーカイブと交信したわね？」

「は？」

　先生はさっと右手を振った。

　研究室の広いデスク上に、立体映像が投影される。

　昨夜、三号フレームが《聖骸布》を刀剣状態に変えた──あのときの様子を小型ドローンで撮影したものだった。

「ログも残っているし……何より《聖骸布》の解放は天空蔵書へのアクセスなしには絶対に不可能なタスクなの」

「そうなんですか？」

「ええ。前着装者もたった二度しか発動できなかった機能よ」

「はあ」

「それを遠隔操作でやってのけた……どういうカラクリかしら？」

　先生にまっすぐ顔を見つめられて──

　困ったユウは、思わず視線をそらした。

　研究室という割に、クロエ先生の部屋は物がすくない。

　デスクの上に薄いモニターとキーボードがあるくらいで、マウスすらない。書類や資料、専門書などは一切置いていなかった。全てデータ化してあるからだ。必要なら２Ｄ・３Ｄの画像やホログラムとして空間投影される。

　この部屋、室内全体がモーション操作対応のコンピューターなのだ。

　おかげで洒落しやれた家具や物しかなく、どこかのショールームのよう。研究棟は電気も優先使用できるため、ごみごみした避難所とは別世界だった。

　そして、美しい部屋の美しい主あるじはつぶやいた。

「その様子だと、ユウは何もわかってないようね」

「すいません。なんでか勝手にああなって」

「女王……いえ、『姫』に認められたということかしら？」

　クロエ先生が思わずという感じでつぶやく。ユウはすかさず訊きいた。

「それ、昔の展望タワーに閉じ込められてる女の子ですか!?」

「……彼女のこと、どうしてあなたが知っているの？」

「あ、ええと。すいません」

　反射的にユウはあやまった。

　クロエ先生は肩をすくめて、さらりと言う。

「理由は想像つくし、説明はいいわ。最近のあなたたち、だいぶナノ適合が進んでいるから、そろそろこちらの管理も効かなくなるでしょうし」

「アリヤと伊い集じゆう院いんにくらべたら、僕はたいしたことないですよ」

「数値の上ではそうね。でも、もしかしたら……」

　先生はそこで口を閉ざし、白衣のポケットからカードキーを出した。

「あげる。よかったら姫──あの方のところに行ってさしあげて」

「いいんですか!?」

「ええ。……もしユウとあの方を引き合わせて、何かが起こるなら。こんなところであの方を守りつづける必要もなくなるし」

　クロエ先生はいたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「あなたたちと同じ計画、私が考えていないと思った？」




　クロエ先生も仮設基地からの脱出を検討していた。

　そうと知って、ユウの足取りは軽かった。先生とアリヤも計画に加わるなら、『基地脱走！』を躊ちゆう躇ちよする理由はなくなる。

　ほどなく旧展望タワーへ到着。正面エントランスの通用口だ。

　もらったカードキーをスリットに通すと──ドアが開いた。

「……やった」

　昨日も忍びこんだタワー内部、今日も人ひと気けがない。

　ユウはすぐエレベーターに乗り、最上階へ。迷いなく保護睡眠ポッドで眠るエルフ少女の前へ直進し──

「この子……クローンエルフって結局、何なんだろう？」

『人とエルフの造りしアスラに智ち慧えの鍵を授ける者だ。ついでに、迷えるあなたに道を示すくらいはしてやれるぞ』

　まちがいなく女の子の声。ユウは「うわっ!?」とのけぞった。

　ここ展望室には自分しかいないのに、誰かに耳元でささやかれた。

　右手を開くと、手のひらに光のリングが浮きあがっている。体内のナノマシンが起動していた。一いち之の瀬せユウの体に溶けこんだナノ細胞を介して、今の声はユウの聴覚にとどいたのだ。

　それを発信した者はたぶん──ユウは保護睡眠ポッドを見つめた。

「やっぱり……君がしゃべってるの？」

『いかにも。あなたをずっと待っていた。運命の相手を──』

　ポッドのなかで、ついに少女がまぶたを開けた。

　切れ長で、アーモンドの形をした目。エルフ族の特徴が色濃く出ている。瞳の色はあざやかな青。しかし、何よりユウを惹ひきつけたものは。

　少女の瞳に宿る覇気、強い目力であった。
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「運命の相手？　僕が、君の？」

『そのはずだ』

　エルフ少女の唇はわずかに動き、ポッド内の液体にあぶくが生じる。だが声はない。にもかかわらず、ユウの聴覚は涼やかな美声をしっかり認識していた。

『あなたこそ未来の我が夫。ようやく巡り会えた運命の恋人。われらは前世でも永と久わの愛を誓い合った同士──』

「そ、そうなの!?」

『……かは知らぬが、とにかくぴんと来た。あなたこそ運命の相手だと』

　少女がにやっと笑ったように、ユウは感じた。

　からかい半分の冗談だったらしい。だが、武たけ田だ士長のいやがらせとはちがい、彼女の悪びれない口ぶりは爽やかだった。

『わたしのことはアインと呼べ』

「うん。君は……クローンエルフとも呼ばれてるそうだけど」

『らしいな。実はわたしもまた、偉大な目的のために〝造られた命〟なんだ。が、それよりも今は──あなたの名前を教えてくれ』

　アインはずばり訊きいてきた。

『わたしと運命を共にする者の名を』

「一之瀬、ユウ。……君と何かをするつもりは、まだないけど」

『しかしだな。わたしの勘、当たるという点ではプラジュナの叡えい智ちにも等しいわたしの直感にぴんと来た。ユウ、あなたこそ我が盟友──嵐の王となるべき三体目のアスラを預けるに足る人物だと』

「盟友？　三号フレームのこと？」

　相手の勿もつ体たいぶった言いまわしにすこし慣れてきた。

　ユウが察しをつけると、クローンエルフのアインはすぐに肯定した。

『そうだ。だが、その前に訊きこう。──なぜわたしをまっすぐ見ない？』

「見たらまずいよ、いろいろ！」

　アインと名乗った少女、なにしろ全裸なのだ。

　保護睡眠ポッド内部には水のような透過性の高い液体が満ちて、彼女はそのなかに浮いている。のびやかな裸体を隠すものは皆無だ。

　実際の年齢はわからないが、見た目はユウとほぼ同年代。

　乳房は形よく盛りあがり、桜色の小さな乳首は可か憐れんでさえある。無駄な体毛はほとんどなく、下腹部のさらに下の方もあらわで──

　ぶしつけに見つめるなど、ユウにはとてもできなかった。

　かといって、首から上のみに視線を固定するのもむずかしい。アインの輝くような瞳を直視すると、どぎどきしてしまう。

　切れ長の瞳に──吸いこまれそうにも感じて。

『わたしを見ろ、ユウ。あなたに全てを捧ささげようと望む乙女の姿を』

「言い方！　誰かに聞かれたら、誤解されちゃうよ！」

『いいや。運命の相手ということは、身も心もあなたに捧げる可能性も十分ありうる。わたしの言葉はまったくおおげさではない』

　ぽんぽん言い合いながら、ユウは不思議に思った。

　人見知りする方でもないが、決して人なつっこい性格でもない。

　なのに今、出会ったばかりの少女と急速にうちとけつつある。相性か──いや。ユウは漠然と思った。

　むしろアインのおおらかさ、落ち着き、人徳のような何かが大きそうだと。

　彼女はたぶん、とても人間的魅力にあふれる存在で……。

　観念して、ユウが真正面から彼女の顔（だけ）を見つめようとしたとき。

『……誰か来る。隠れろ、ユウ。わたしも〝寝たふり〟をする』

「わ、わかった」

　この旧展望ルーム、ケーブルや木箱であふれかえっている。

　ユウは適当な物陰に身をひそめた。

　すぐに階段から、誰かが最上階まで上がってきた。五〇代男性ふたり。仮設基地のボスである大佐と、その副官だった。

　ふたりはまっすぐ保護睡眠ポッドの前まで来た。

　アイン──ふたたび両目を閉ざしたエルフ少女の美しい裸体、ふたりの軍人はじろじろと無遠慮に眺めていた。

「しかし、わかりませんな」

　頭の禿はげあがった副官がにやにや笑っていた。

「クローンエルフ、でしたか。アスラフレームを管制するＡＩに、どうしてこんな生体部品が必要なのだか……」

　五〇代なかばの副官は、ねちっこい視線をアインの体に向けている。

　形のよい乳房や最も隠すべき股間さえも、にやにやしながら鑑賞していた。紳士とは程遠い振るまいに、ユウはいらっときた。

　一方、上官である大佐はどうでもよさげに答えた。

「何でもかまわん。重要なことはひとつ。これを押さえておくかぎり、あのエルフ女はわれわれに協力せざるを得んという事実だ。クロエ博士は三号フレームだけでなく、このクローン体の状態をずいぶん気にかけているからな」

「クローン培養でいくらでも造れる生体部品ではないのですか？」

「量産の利くものではないようだぞ。世界にも数体しか存在しない、エルフの姿をした生体コンピューター……そういう代物らしい」

「残念です。まだ若い娘だ。部下たちにくれてやれば、士気も上がるでしょう」

　冗談半分なのか、副官はへらへら笑っていた。

　自分の醜悪さを自覚してない者の無邪気さが顔に出ている。対して大佐の方は厳格な顔つきだ。まあ、発言内容はどっちもどっちだったが。

「もちろん兵の慰安は重要課題だが、ほどほどにしておけよ。一八歳以下の女子までそういう対象にするのは、風紀が乱れるもと──いや待て。このクローン体は異常に長寿だというエルフの体だな。年齢も見た目どおりとはかぎらんか……」

「この娘もこんな顔で、クロエ博士に負けない大おお年どし増まかもしれません」

「博士はあれで三〇〇歳を超えているそうだ。やはりバケモノの仲間だな」

「ははは。とんだばあさまですな」

　聞くに堪えない会話だった。

　腹の底に熱い何かがたまっていくのを、ユウは自覚した。

　たぶん、これは怒りだ。性別や民族、種族がちがうというだけで、人に敬意を欠いても許されると思っている大人ふたりへの。

　ユウは考えた。今いちばん賢い行動は何だろう？

　大人たちが去るのを待つ。それから脱走計画を練りなおす。アインを保護睡眠ポッドから出して、連れていくために。しかし。

『できるものなら、何か正しいこと……みんなのためになることをしたいよ』

　自ら口にした言葉がユウを突き動かした。

　ここで怒りを表に出せない者に、この先も何かできるものかと。

　物陰から出て、ずんずん大人ふたりの前へ進み出る。彼らと、アインの眠る保護睡眠ポッドの間に割り込んで──

　大人たちの視線の前に、ユウは自らをさらした。

　自分自身の体を『壁』にしたのだ。裸のアインを隠すために。

「なんだ、おまえは!?　どうしてここにいる!?」

「勤労奉仕の学生か」

　副官が高圧的に怒鳴る横で、大佐がつぶやいていた。

　彼はこの期におよんでもユウたちが少年兵である事実を認めず、卑ひ怯きような言葉遊びでごまかそうとしている。

　もう、どんな厳罰を受けてもかまわない。

　ユウは心の裡うちを叫ぼうとした。あんたたちにはうんざりだよ！

『……何か来るぞ、ユウ！　あれを、聖骸布を使え！』

　叫ぶ直前にアインの警告を聞いた。

　すぐに激しい衝撃を感じた。旧展望タワー全体を揺るがし、鉄筋コンクリートの天井が崩れ落ちてくるほどの。

　高熱と炎が押しよせ、すさまじい大爆発が起こる。

　激動のさなか、ユウの右手のひらにリング状の光が浮きあがり──そこからナノ粒子の輝きが湧き出してきた。




　すこし失神していたようだ。

　はっと意識を取りもどしたとき、ユウはやわらかな着ぐるみの内側にいた。黄色くて、ふわふわした繊維をめいっぱい詰めこんだ──。

「な、何、これ？」

『聖骸布があなたをつつみこみ、守ってくれたのだ。さすがだぞ、ユウ』

「そんな指示、出してないんだけど……」

『だったら尚なおすばらしい。あなたを守るために聖骸布が自ら姿を現し、ふさわしい形をととのえたのだから。やはり、我が目にかなうだけある……』

　聴覚にとどくアインの賛辞。しかし姿は見えない。

　黄色いふわふわはユウに密着していて、外の様子はわからなかった。

「聖骸布って三号フレームの装備だろう？　どうして僕のところにあるんだよ!?」

『わたしがユウに〝授けた〟からだ。一時貸しあたえるだけでなく、あなたと共に生き、あなたが死する最期の日まで仕えよと』

「変なことになっちゃったな……」

　防護用の〝ふわふわ〟は、ひとりでにほどけていった。

　黄色のマフラーを基本型とする聖骸布、自らのサイズを伸張させながら、ユウの全身にぐるぐる巻きついていたのだ。

　ほどけながらマフラー状にもどり、そのまま消きえ失うせる。

　だが、聖骸布の便利さをよろこぶ余裕はなかった。

　一いち之の瀬せユウのまわりは〝地獄〟にさまがわりしていた。展望フロアの壁とガラスと屋根、ほとんど爆発でふきとんでいた。

　大小のガレキが転がり、散乱している。

　たぶん──爆撃を受けた。あちこちで火もくすぶっている。

　さらに異臭。人間の肉と骨が丸ごと焼ける臭い。ひさしぶりに嗅いだ。案の定、すぐ近くにふたつの焼死体が転がっていた。

「ああ……」

　ユウはぼんやりとつぶやいた。

　黒焦げの軍服を着た死体がふたつ。大佐と副官はやけにあっさり死んだらしい。死因となったのは砲弾、ミサイルのいずれでもなく──

「とうとう敵が……クリーチャーたちが来たんだ……」

　五ご老ろうヶが岳だけ山頂の展望フロア。

　ガラスと壁がきれいになくなり、見晴らしがいっそうよくなっていた。

　上空ではエメラルド色の輝くオーロラが揺れている。

　そして遠い蜃しん気き楼ろうとして近頃ちらちら見えていた《ポータル》──空に浮かぶ巨石上の魔城も、かなり近くに浮遊していた。

　ほんの七、八メートル向こうを、ドラゴンが通り抜けていった。

　赤いドラゴン。コウモリに似た翼で力強く羽ばたき、大空を我がもの顔で往ゆく。鼻面から長い尾の先端まで、体長およそ三〇メートルほどだろう。

　空中から地上に向けて、灼しやく熱ねつの炎を吐き出した。

　ゴゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！

　すさまじい噴出音。この『炎の息』で展望フロアもやられたのだ。地上から痛ましい悲鳴が聞こえてくる。

「ぎゃああああああああああああああああっ！」

　誰かが焼け死んだ。野太い男の声だった。

　伊い集じゆう院いんでないことをユウが祈ったとき、聴覚に声がとどいた。

『ナーガラージャの赤き一族か。だが若い。赤竜どものなかでは小物よな』

「アイン！」

　振りかえると、保護睡眠ポッドはどうにか形を保っていた。

　表面のガラスに似た強化素材はあちこちひび割れているものの、なかで眠るアインは傷ひとつない。しかし、ひびからは内側に満ちる液体が洩もれ出でていて……。

　ぱりん！

　ガラスのような素材は一気に砕け散り、四散する。

　謎の液体も四方にこぼれ出て、ただ全裸のアインだけが無事だった。

「外へ出る日が──こんな形で来ようとはな」

　アインはすっとジャンプして、保護睡眠ポッドの残骸から出てきた。

　積みかさなったガレキのひとつに、きれいな素足で降り立ったのである。





　　　　３






　展望フロアに山ほど積んでいた木箱。

　その内のひとつ、中身は半分焼け焦げていたが、軍靴をたくさん収めていた。ユウは一足をアインに履かせ、自分の上着も貸した。

　黒い詰め襟の制服のみを羽織り、どうにか素肌を隠してもらった。
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　胸のふくらみが大きいのでボタンを全部はめられず、まぶしい素足やふとももはむき出しのままだったが……。

「ユウ。まだわたしをしっかり見ないのだな？」

「着るものがまだまだ足りてないからだよ！」

　高さ三〇メートルだった展望タワーの元・最上階。

　ガレキや鉄骨、ガラス片を踏み越えて、ユウはフロアの端まで行く。もう一歩踏み出せば空中というぎりぎりの場所だ。

　見晴らしは最高。このタワーだけでなく、周囲も〝地獄〟だとすぐにわかった。

　──火を吐きながらレッドドラゴンが飛んでいく。

　──ついに到来した天空城《ポータル》、巨石上に建てられた砦とりではユウのいるタワーから一キロと離れていない空中に浮いていた。

　──地上でもトロウル兵が三、四〇体は暴れている。しかも。

「避難所が燃えてる!?」

　一〇〇名以上の難民が生活の場としていた元倉庫、盛大に炎上していた。ドラゴンの吐いた火にやられたのか。

　見れば、いくつもの『火の玉』が空を気ままに飛びまわっている。

　火の精霊が呼び出されたのだ。ドラゴンと共に、火付け役として活躍していた。

　逆に、やはり魔法よりも力まかせに暴れるのがトロウル族の本領。人間の背丈より長大な斧おのや剣を振りまわし、軍人・難民を問わず、切りたおし、薙なぎたおし、存分に殺さつ戮りくを繰りかえしていた。

「くそお！　今さら何で──何でこんなことするんだよ!?」

　ユウはたまらず叫んだ。自然と涙がこぼれてくる。

　とどくはずもないのに、声を限りに眼下の地上へ呼びかけた。

「伊い集じゆう院いん！　アリヤ！　先生！　みんなどこにいるんだ!?」

「あなたの友人たちだな、ユウ？　なら急ぐといい」

　アインがそばに来て、言った。

「下界へ降り、目の前の修羅から友を救え。この塔もいつまで保もつか、わからないぞ！」

「わかった！」

　救えと言われても、一いち之の瀬せユウはただの中学生。

　戦闘もレスキューもできるわけがない。が、ユウは衝動にまかせて、走り出した。階段を一段とばし、二段とばしで駆けおり、廊下を走り、エントランスへ。

　記録的な速さで、ユウは旧展望タワーの外へ出た。

　驚いたことに、本気で走った足自慢のユウに、アインは付いてきている。

　彼女のしなやかな走り、カモシカのようでもあった。

「ユウ。あなたの友人がいそうな場所はわかるか？」

「ええと──たぶんこっち！」

　ここからは敵もいる。あちこち燃えて、犠牲者の遺体も転がっている。

　まわりに気をつけながら、それでも十分な速さで駆け足。五ご老ろうヶが岳だけ山頂の建物は、ほとんど焔ほのおにつつまれていた。

　ドラゴンは人の集まるところを的確に選び、攻撃していったのだ。

　燃えあがる建物内では、おそらく多くの人が焼け死んでいる。ちょうど昼食時だから、避難所は食糧の配布を待つ人でごったがえしていたはずで──

「えっ!?」

「むごいな。子供まで容赦なく殺あやめるとは」

　驚きのあまりユウは足を止め、アインもそれにならった。トロウルの凶行だろう。死体がいくつも、折り重なるように倒れている。

　しかも──

　まだ火の洗礼を受けていない桜の木。枝の一本に男の子が引っかかっていた。太い枝の先に服の襟を引っかけてあるのだ。

　男の子は左足を付け根からちぎられて、死んでいた。

　傷口はでこぼこしていて、強引にむしり取ったようにも見える。

「どうしてこんなことに!?」

「あなた方の言う『トロウル』どもは悪食だからな……」

　忌まわしげにアインが言う。ユウは想像した。

　凶暴なうえに人食いの嗜し好こうすら持つトロウルがある少年を『美う味まそうだ』と思い、しかし戦闘中なのでおやつ代わりに足だけ食いちぎり、枝に吊つるした……などと。

　しかも見覚えがある。男の子はたしか六歳。

　一昨日おとといの夜、ユウと伊い集じゆう院いんが見つけた迷子の男児であった。

「そんな……」

　めまいを覚えて、ユウは視線を地面に落とした。

　もうふたり、そこに冷たく横たわっていた。さっき缶コーヒーをくれた若いママと、その胸に抱かれた二歳児の男の子。何かの魔法で殺害されたのか、外傷は見当たらない。しかし、ふたりともすさまじく苦しそうな死に顔だ。

　ユウはもう、あふれる涙を止められなかった。

「こんなのは──もうたくさんだよ。東京だってあんなことになったのに……」

　去年の六月。東京を直下型地震と大水害が襲った。

　やまない雨。あふれる河川。風も吹き荒れ、台風のよう。沿岸部は海からの高潮にも襲われ、特にひどい。しかも水には《水の精霊》までひそんでいて、たくさんの人を水中に引き込み、溺死させた。路上の水たまりすら危険だった。

　一ヶ月近くも雨はやまず、正確な犠牲者数は不明。都民だけでも最低五百万人、もしかすると一千万人以上とも言われ、ユウの家族も──

「ユウ。武器はあるか？　なければ聖骸布を用意すべきだ」

　アインに警告された。ハッと顔を上げる。

　戦せん斧ぷを持つトロウルが一体、こちらにやってくる。煤すすと血で汚れた甲かつ冑ちゆうを着て、いつかの野犬など比較にならないほどの凶相であった。

　ぎらついた目でにらまれた。ユウの全身がすくみあがる。

　恐怖。殺される恐怖。そしてちょっとの怒り。こんなやつらに殺されてやるものかという反骨心と怒り。

　わなわな震えて、足に力が入らない。それでもトロウルをにらみ返して──

　たあん！　銃声がとどろいた。

　てっきり死体だと思っていた兵士が八九式小銃を撃ったのだ。

　うつぶせに倒れた姿勢のまま、銃口だけをどうにか敵の背中に向けて。

　銃弾を浴びて、トロウルはどうと倒れた。『飛び道具』除よけの魔法、運よく効き目が切れていたようだ。

「あ、ありがとうございます──えっ!?」

「何だ、おまえかよ……。わざわざ助けたのにな……」

　それだけ言って、救い主は力尽きた。

　武たけ田だ士長。さんざんユウたちをいじめてきた男。『あいつ死ねばいいのに』とか『うしろから撃ってやろう』など、伊い集じゆう院いんとさんざん話してきた。彼の体から最後の力が抜け、今度こそ本当に物言わぬ骸むくろとなった。

　見れば武田も、それ以外の遺体も──だんだん肌が蒼あお黒ぐろく変色していく。

「毒だな。魔術で毒の風を吹かせたんだろう。ここを離れた方がいい」

　アインに勧められた。

　毒の成分が空気中に残っていることを危惧したようだ。

　ユウはうなずいて、また走り出した。まだ涙が止まらない。それでもひた走る。今度は脇目も振らず、全力疾走だった。

　そして、アインを連れて──ついにやってきた。

　激しく炎上する第四研究棟へ。倒壊するのは時間の問題だろう。

　だが、ユウの目当てはそこではない。地面の一角にハッチがある。急いで開ける。地下へ降りる金属のはしごがあった。

　アインともども大急ぎで降りて、通路を駆けて──

「みんな！　やっぱりここにいたんだ！」

「ユウ先輩!?」

「一いち之の瀬せ！　無事だったか、よかった！」

　ａ型エキソフレーム三号機、専用の地下格納庫。

　人造のアスラを保管し、時に駆動実験、専用兵器のテストまで行う区画。この仮設基地で最も堅けん牢ろうに造られてあると前に聞いた。しかも地下。

　ここなら、そうかんたんに焼け落ちるはずない──。

　そして期待どおり、伊い集じゆう院いんとアリヤも逃げ込んでいた。

　わっと寄ってきた仲間たちと抱き合い、ユウは無事をよろこび合った。だが。

「クロエ先生!?」

「ユウ……眠り姫をちゃんと起こしてくれたのね。感謝するわ……」

　作業スペースを広く取るため、物のすくない格納庫内。

　その壁にクロエ先生がもたれかかり、腰をおろして、両足を投げ出していた。先生の白衣は出血で真っ赤に染まっていて──。

　左肩から腰にかけて、袈け裟さ懸がけにばっさり切られている。

　出血多量。クロエ先生の顔は青ざめ、目の下にひどい隈くまが浮いていた。

　もはや死相と言ってもいい。涙ぐんだ伊集院がうつむき、アリヤは母親のそばに「ママ……」と不安げに寄りそう。

　そしてアインが先生の前に進み出て、腰を落とした。

「察するに、故郷では我が肉体の『母』に仕えていた者だな？　礼を言う。今までわたしによくしてくれたのだろう？」

「御身をお健やかに保てるよう、わずかばかりの働きをしただけで……」

　もう立つこともままならないであろうクロエ先生。

　自分の顔をのぞき込んでくれたアインに、力ない微笑ほほえみを向けた。

「……やはり、ユウをお選びになられたのですね？」

「うむ。シャリーラの聖骸もすでに託した。あの少年こそがわたしの選んだ聖骸所持者、になるだろう。彼が望みさえすれば」

「でしたら……ユウ」

「は、はいっ!?」

「世界の垣根といくつもの輪りん廻ねを越えて、あなたと姫は出会った。たぶん偶然ではなく、出会うべくして──」

　クロエ先生はいつでも、きびきびと聡そう明めいな物言いをする。

　だが今は、すこしずつしぼり出すようにして、ゆっくり言葉を口にしていた。そうしないともうしゃべれないのだ。

　一言も聞き逃すまいと、ユウは弱り切った先生を見つめた。

「僕らの出会いが偶然じゃないって……？」

「これが奇くしき縁の糸に導かれた結果の必然でなくて、何だと言うの……。忘れないで、あなたが苦難に満ちた、とてもとても長くて暗い旅路を往ゆくとしても、ユウのそばにはこの御お方かたがいる──。だから自分が正しいと信じる道を選んで……」

　クロエ先生もじっとユウを見つめてくれた。

　視線が合った瞬間にハッとした。すこし前、ユウ自身が言った。何か正しいこと、みんなのためになることをしたいと。

「先生、僕は……」

「よかったら、姫を『南』にお連れしてあげて。できればアリヤもいっしょに……。私たちエルフの水上都市……聞いたことある？　そこに兄がいるから、ふたりを──」

「ママぁ」

　涙声でアリヤがとりすがったとき、クロエ先生はもう両目を閉じていた。

　それでも手探りで娘の頬ほおを撫なで、ぼんやりとつぶやく。

「純血のヤクシアである私と人間ヒユーマン、両方の血を引くあなたはたぶん、私たちほど長寿ではないでしょう。実はあなたの死を看み取とる覚悟もしていたのだけど。急なお別れになってしまったわね……」

「アリヤはママといっしょがいい！　死ぬまでいっしょです！」
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「無理よ……。所詮、死ぬときは誰もがひとりきり。輪りん廻ねの彼方かなたでまた会いましょう、私の愛いとしいひとり娘。ヤクシアの遠い末まつ裔えいのアリヤ……」

　最期はひどくエルフの賢人らしい言いまわしで、別れを告げて。

　もう二度と、クロエ先生は口を開かなかった。

　アリヤがすすり泣いている。上──天井の上から爆発音が響き、震動が伝わってくる。地上ではまだドラゴンたちが暴れているようだった。

　伊い集じゆう院いんがうわずった声で言う。

「そろそろ〝時間切れ〟にならないかなっ!?」

「……き、期待しない方がいいです。三ヶ月以上も『越境』を控えて、魔力を溜ためていたはずだから──すぐには消えないだろうとマ、ママが言ってました！」

　アリヤが嗚咽おえつしながら訴える。

　ユウは唐突に怒りを覚えた。後輩は責任感の強い女の子なのだ。

　すでに父を亡くしている。今また母親を失ったばかり。だというのに『みんなの役に立とう』と懸命になっている。ふざけるな。

　家族を亡くした子は、悲しむ以外の何もしなくていい。

　ほかの誰が認めなくても、ユウだけは認めてやりたい。なのに、アリヤは悲しみもそこそこに現実と向き合おうとしていて──

　ああ。また何もしてやれないのか、僕は。

　激しい怒り。無力な自分自身への怒り。そして、アインと目が合った。エルフの少女はうなずきかけてきた。

（できるぞ、あなたなら）

　彼女の目が言っている。ユウにできることがあると。

　地下格納庫。アスラフレーム三号機の保管場所。壁には渋いマットブラックに金を差し色とした強化スーツが一式、掛けられている。

　それをユウは凝視した。伊集院が目を輝かす。

「おお！　遠隔操作だなっ、一いち之の瀬せ！　地上で暴れる連中を前みたいにオレらのアシストでぶっとばして──！」

「ちがうよ、伊集院」

　ユウはぼそりと言った。

「あの夜はアインが手伝ってくれたから、どうにか上う手まくできたけど。たぶん遠隔操作じゃ限界がある。やっぱり本物の『中の人』がいないと……」

「え？　ア、アインってその人のことかっ？」

　伊集院のとまどいをよそに、ユウは悟った。

　今までアインが語ってきた言葉の意味を──。うすうす察してはいたが、頭が否定していたのだ。いや、バカなと。八〇〇人以上いた候補者が全てはじかれているんだぞ。まさか自分のわけがないと。

　でも、本当に自分しかいないのだったら。

「僕が……そいつを着ればいいんだね？」

「そうではないぞ、ユウ。これは人とエルフの造りしアスラと命を、運命を共にするという選択なんだ」

　おごそかにアインから告げられて、ユウは決めた。

　どっちだっていい。できる限りのことを全力でやってやる！

　直後、壁に掛かっていたアスラフレームが──光の粒子と化した。可変ナノ粒子。その燦きらめく光がユウのもとに殺到し、そして。

　がちゃり！　金属音と共に、ユウの右手が漆黒の鋼でつつまれる。

　アスラフレームの右腕部パーツにほかならない。『着装』のはじまりだった。

「せ、先輩、それは……」

「一いち之の瀬せっ!?」

　アリヤと伊い集じゆう院いんが驚きよう愕がくしていた。

　その間も着装は進む。右上腕パーツ、左腕全体と次々にパーツが出現しては、装着音と共に体をおおう。さらに両足の足首からふともも、腰部、胸部と腹部、ラストに来たのは頭部のヘルメット部分──。

　がちゃりがちゃりと金属音がしばらく連続したあと。

　ユウの体、細く小柄な全身がついに漆黒の特殊装甲でおおわれた。

　しかも仕上げがあった。黄色い布がひとりでに現れたのだ。

　アインが《聖骸布》と呼ぶマフラーに似た布。あれがいまや首にぐるりと巻かれ、左右の肩から背中へと垂れさがっている。

　まさに本物のマフラーさながら。だが、そうでないことは一目瞭然だった。

　三号フレームの背後で左右に垂れた《聖骸布》、二本の触手のようにうねうね動き、決して布地が地面につくことはない。

　見ようによっては、細長い『二枚の羽』を広げた姿にも似ていた。
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　地下格納庫までは、まだ火はとどいていない。

　だが、地上部分はほとんど全焼中である。その燃えさかる爆炎を垂直方向に突き破り──ユウは空中へ踊り出た。

　三号フレームがミサイル同然に飛び出せる射出口を使ったのだ。

「《ポータル》が近い。本当に空を飛んでるんだ……」

　ユウは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　まさか飛行機に頼らず、身ひとつで空を飛ぶことになるとは。

　切りのいいところで上昇を止め、空中停止ホバリング。敵の侵攻拠点《ポータル》と同じ高さにまで到達していた。現在の高度は──四七二メートル。

　眼前にそびえる天空の城との相対距離は一・九キロ。

　城のステータス表示に『Materialized』。実在化中という意味だ。

　今、ユウの目に映るあれこれには、小さな数値とテキストが添えられて、多くの情報を伝えてくれている。

　三号フレームの頭部装甲とバイザー──ヘルメットなどないかのように、着装者の視界は三六〇度クリアに確保されている。しかも目に映る景色上へダイレクトに諸データを表示できる仕組みだった。

　高度、風向、機体速度、ユウの心拍数、体温など。

　素人の知識を超える項目もあちこちに散っている。本当なら悩ましいところ。だがナノマシンの作用か、なんとなくわかる。さらに──

『気にするな。アスラの意志はわたしが伝える。あなたは戦いに専念しろ』

「アイン！」

　体内のナノ因子を介して、エルフ少女から着信があった。

「君もやっぱり、ナノマシンの移植者なの？」

『いかにもそのとおり。わたしは戦士の女王であった者の才知で、あなたを助けるつもりだ。頼りにするといい』

『ア、アリヤもできるだけのことはします！』

『一応だけどオレもいるぞ！　役に立つ自信はないけどっ』

　涙まじりの声で後輩が、あわてた声で親友も申し出てくれた。

　ナノ因子による情報連結コムリンク。アインもさらに付け足す。

『いや十分だぞ、人間ヒユーマンの友よ。見守ってくれる者の想おもいを力に変えてこそ、ただの戦士を超える存在になれるのだから。わかるか、ユウ？』

「う、うん。とにかく──やってみる！」

　ひとりではない。ユウは自分を奮い立たせた。

　首に巻いた聖骸布を翼のごとく広げながら急降下。

　……落下の途中でユウは気づいた。

　三号フレームの装甲、マットブラックが基本色。だが午後の陽光を浴びると、黒いはずの鋼が黄金の燦きらめきを放って、ひどく荘厳な輝きを宿す。

　こんな輝き方、以前はしなかったはずなのに──。

　また以前より、明らかに華きや奢しやだった。先代とユウの体格差分だけ背丈が縮み、ボディの厚みも減って、ほっそりとした。それでいて、ひ弱さは一切感じさせない。鋭利な日本刀にも似た凄すごみを黒と金のスーツは宿していた。

　自分の体に適合した証あかしだと実感しながら、燃える大地へ降り立つ。

　すぐ近くに、三体のトロウル兵がいた。

　ユウは格納庫から持ち出した一二・七ミリ重機関銃を連射。連射。本来なら銃座に据えて運用する火器をサブマシンガン代わりに撃ちまくる。

　しかし、数百発の弾丸はトロウルたちにまったくとどかず──

『ユウ先輩！　魔法、《飛翔物からの加護プロテクシヨン・フロム・ミサイル》です！』

「こんな銃じゃダメなのか！」

　アリヤからの着信でユウは気づいた。そこにアインのメッセージ。

『手だ。手を使え』

　それだけのヒントで、イメージがユウの脳裏に浮かびあがる。

　伊い集じゆう院いんが前に言った『考えるな感じるんだの世界』。こういうことかと納得しながら重機関銃を放り捨てたとき。

　ぶんっ！　強烈な一撃がユウと三号フレームを襲った。

　身長三メートルを超すトロウル兵、ついに肉薄し、振りあげた戦闘用ハンマーを豪快に振りおろしたのだ。三号フレームの脳天へ。

　おそろしく重いうえに硬い、直方体の鉄塊──。

　……かわす必要ないとユウは感じた。頭で受けとめる。

　ぐぁぁぁあああんっ！

　異世界の鉄塊とナノマシン装甲の激突。重厚な金属音。三号フレームは小揺るぎもしなかった。『中の人』のユウもわずかな衝撃すら感じなかった。

　そして、ユウは手を使う。

　殴りかかってきたトロウル、その胴どう鎧よろいが目の前にある。それにさわった。

　右手のひらでタッチ。途端に『きぃぃぃぃぃぃぃぃん！』という甲高い異音が発生。トロウル兵はばたりと倒れる──。

　掌しようから近接兵装の超振動音撃をたたき込んだ。

　超音波による振動で生物体内の内臓、さらに脳を揺さぶり、揺さぶり、一瞬にしてぐずぐずになるまで組織を痛めつけ、葬り去る攻撃。

　異世界の剣をさんざん止めてきた胴鎧でも、振動波までは防げない。

『まだ来るぞ一いち之の瀬せ！　うしろだ！』

『聖骸布の加護を信じろ。あなたは守られている』

「……うん。大丈夫、わかってる」

　伊い集じゆう院いんの警告。アインの教え。背後から両手用の大剣で斬りかかるトロウル兵。そのなかで不思議なほどユウの心は静かだった。

　たぶん、首に巻いた布きれのおかげだ。

　黄色い聖骸布──背中の左右でうねうねする二本の擬似触手。

　その一本が背後からユウに迫る大剣を巻きとって、止めてくれた。もう一本が剣士であるトロウル兵の顔面を殴打し、みごとワンパンチで太い首をたたき折ってくれた。

『て……敵はあとひとりです、ユウ先輩！』

　母親を失った悲しみ、必死に押し殺しているのだろう。

　アリヤのかすれた声での警告。ほぼ同時にトロウル兵の戦せん斧ぷ。最後の一体が走りより、斬りつけてきたのだ。

　しかし三号フレームのセンサーは、その動きを早くから認識していた。

「この……！」

　ハーフエルフの後輩を早く戦闘から解放してやりたい。

　そう思った刹那、ユウと三号フレームは疾風の速さ、すなわち秒速二〇メートルの超機動で敵の背後へ回りこんでいた。

　無防備なトロウルの腰へ回し蹴り──否、ボレーキック。

　浮き球をゴールにたたきこむ要領でのキックと三号フレームの脚部装甲が、獰どう猛もうな妖精族の腰椎をみごとに粉砕した。

　不思議なほどに体が動き、感覚は冴さえわたっている。

　ダウンした敵を目の当たりにして、ユウは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「体が勝手に動いて、自然に戦える感じで……なんか変だよ、これ！」

『ユウ。たとえ、ひとつになったのが今日初めてでも。これまでもあなたの体はアスラの叡えい智ちを吸収していたんだ。戦士の作法、共に戦うための術を──』

『オレがナノ対応のメカから、いろいろ読み取るみたいにか！』

『覚醒実験を繰りかえすうちに、ユウ先輩のナノマシンはアスラフレームとの同調を進めていたんですね……』

　仲間たちからの着信が続々と届く。

　さらに追加の敵も。ユウの視界の端に、四角いウインドウが現れる。三号フレームめざして移動中の熱源を表示していた。

　その数、約七〇体。全てトロウル兵のようだ。

『《遠話マインド・トーク》の魔法を複数、検知！　ユウ先輩の位置と情報、共有されたようです！』

　ユウは直感した。この数が相手でも、たぶん接近戦で撃破できる。

　だが、あまり時間をかけない方がいい。上空をちらりと見た。視線の先に拡大表示のウインドウが現れる。空中城塞《ポータル》のアップ。

　さらに、空には〝もう一体〟強敵がいるはずで──

　危惧が伝わったのか、アインから着信があった。

『時をかけるのがいやなら、天空蔵書に《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》の福音ゴスペルを開示させて、あなたのアスラに送信するぞ』

「な、何それ？　初めての単語ばかりで意味不明だよ！」

『一いち之の瀬せ！　福音ゴスペルってのは、拡張機能を解放させるキーワードだ！』

『うむ。われらエルフは地球に定住したことで、魔力を失った。だが、魔法の知識までは失っていない。この地球上に古くより伝わる呪文・呪言を採取し、解析とアレンジを行い、アスラのための呪文書──《福音ゴスペルコード》を創りあげた』

　伊い集じゆう院いんとアインからの着信に、ユウは心底驚いた。

「ア、アスラフレーム用の呪文書？　こいつ、魔法を使えるの!?」

『そうだ。アスラの法輪が生み出すプラーナは機械仕掛けを動かすのみならず、神秘と奇跡の源にもなる。わたしが福音ゴスペルを読みあげれば──』

『つまり魔法すれすれの、擬似的な奇跡を発現させられるんです！』

　中学生男子にもわかりやすいよう、アリヤがまとめてくれた。

　三号フレーム腰部には車輪型の《プレイホイール》がある。膨大なエネルギーを生み出す超伝導発電システムそのもの。

　これが法輪なのだとユウは直感した。アリヤがさらに言う。

『もともと五ご老ろうヶが岳だけのタワーは、福音ゴスペルコードを発信する目的で造られました。ロシアの沿海州方面を侵入口とするクリーチャー迎撃のために──』

『そういえばあのタワー、アンテナあったもんな！』

　情報連結コムリンク越しに伊集院の興奮も伝わってくる。

　なんとかブックの使用が有効そうだと思えてきた。しかし。

　いきなりユウの頭に──使用後のイメージが浮かんだ。このあちこち炎上している戦場から命という命が消える。全てのトロウル兵は絶命し、なぜか焔ほのおも鎮火して……。

　武器の危険さに気づき、ユウはあわてた。

「ドゥームなんとかは却下！　僕ら以外に生存者がいたらまずいよ！」

『そうか。もう敵しかいないとは限らないもんな！』

『アインさんっ。ほかにおすすめ、ありますか!?』

『ならば《万魔殿パンデモニウム》の扉を開く以外にあるまい。はじめるぞ。ユウ──風のアスラがいるべきところ、空に駆けあがれ！』

「わかった！」

　全身のスラスターから空気流ジエツトストリームを噴出。

　ユウと三号フレームはふたたび空へ、勢いよく飛び出した。

　視界の一角に新たなウインドウ。前に見たような英文が横スクロールしていく。

『Mantra Server Startup Complete.All PRAJNA Running』『System Now Booting, Spellbook[image: ]VAJRA-SEKHARA SUTRA[image: ]…』

　アインが拡張機能とやらを解放中なのだ。




　この頃、アリヤたちも地下格納庫を出ていた。

　焔ほのおがいつ地下に迫るか、わからないからと。いくつかある出入り口のひとつを使い、火の手が来ていないあたりに位置取りした。

　天空の城到来のしるし・オーロラが上空に現れていた。

　エメラルド色の光がカーテン状に揺れ、この世ならぬ雰囲気を現出させている。

「一いち之の瀬せがどこにいるのか、肉眼じゃわかんねえな……」

「遠隔アシスト用のゴーグル、持ってきて正解でしたね……」

　アリヤは伊い集じゆう院いん先輩にうなずきかけた。

　身が裂かれる想おもいで母の遺体を置いてきた。代わりに持ち出したＨＭＤゴーグル、ふたりでかぶる。

　ナノマシン移植によって、アリヤは感覚系の能力が発達しつつある。

　目の前で魔法を使われれば、ナノマシンが魔法識別ツールを起動させて、術の詳細を報告してくれる。最近ではクリーチャー識別のツールも覚醒した。

　しかし、さすがに空を駆けまわる強化スーツの目視はできない。

　ヘッドマウントディスプレイに、飛行する三号フレームの後ろ姿が表示された。

　三人称視点。これでユウ先輩の状況を確認できる。しかし──アリヤはゴーグルのモニター機能をオフにして、もうひとりの同行者を見た。

　母と同じエルフ族の少女。アインが名前らしい。

　黒い詰め襟の上着に軍靴だけを身につけて、素足もあらわな格好で、アインは空の一点を凝視していた。

「……もしかして、ユウ先輩が見えてるんですか……？」

「さすがに見えはしない。だが心で観じている。おまえも慣れればできるはずだ」

　さらりと答えたアイン、今度は両目を閉ざし、軽やかに謡う。




　──五ご大だいに皆、響きあり。十じつ界かいに言語を具す。

　──六ろく塵じん、ことごとく文字なり。




　楽の音にも似た声でアインは『詩』を口ずさんだ。

　この詩、母をはじめエルフの賢人たちがしばしば口にする。宇宙を構成する地水火風空の五要素には音の響きがあり、そうであるから十の世界に言語が内包され、さらに六つの知覚可能領域が文字と化す──みたいな意味なのだとか。

　エルフの宇宙観・言語観をずばり表現した名文、らしい。

　生まれも育ちも日本のアリヤには、

「むずかしい哲学すぎて、ちょっと……」なのだが。

　パスワードだったのだろう。アインが唱えた瞬間に、交信ははじまった。

　ヘッドマウントディスプレイの最下部で、英文のスクロール。

『Mantra Server Startup Complete.All PRAJNA Running』『System Now Booting, Spellbook[image: ]VAJRA-SEKHARA SUTRA[image: ]…』

　天空蔵書──赤道上空の静止軌道に浮かぶ人工衛星。

　アインは体内のナノ因子を介して、そこにアクセスしているのだ。

　そうして遥はるかな天空より引き出した福音ゴスペルコード、つづけて彼女は読みあげた。
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　高度九八メートルでユウと三号フレームは空中停止ホバリングした。

　地上を俯ふ瞰かん。すでに認識済みのトロウル約七〇体。その全ての位置が赤い光点として、ユウの眼下の大地に表示される。

　そして、ユウの聴覚にアインの声がとどいた。




　──汝なんじ、自じ心しんの月がち輪りんに於おいて、金剛の形を思し惟ゆいせよ。

　──覚かく者しやは言う。我、月輪の中に金剛を見ると……




「来た！　これが福音ゴスペルってやつか!?」

　三号フレームの全身から、粉末状の光が放出される。

　可変ナノ粒子──。その一粒一粒が三号フレームを構築するナノマシン《ＡＤＡＭＡＳアダマス》なのだという。

　微生物サイズのマシンが集合して、さまざまな形態に変質する。

　ときに堅けん牢ろうな装甲となり、金属でありながらゴムのように曲がる材質となり、繊維にも布状にも可変する。マシンひとつひとつがコンピューターであり、動力源でもあり、またエネルギータンクの役割も果たす。

『いろんなメカを一瞬で造るナノマシン……魔法みたいだとは思ってたけどなあ』

『実は、エルフの叡えい智ちと科学の合わせ技で魔法すれすれの儀式をやって〝錬成〟──つまり瞬間生成してたんですよね……』

　伊い集じゆう院いんにつづいて、アリヤがしんみりとコメントした。

　さまざまな機器へ瞬時に変化する微小構造体──。

　今回、無数の光は〝金属製のリング〟を構築した。直径四〇センチほど。ただしリングの縁がのこぎり状の刃ブレードになっている。

　このリング型ドロイド、おびただしい数だった。

　現れたデータウインドウ、機体数の項目は『７０４２』。

　七〇〇〇体以上もの金属リングが、アスラフレームの反重力リフターによって飛ひ翔しよう力も付与されて、ユウのまわりを浮遊している──。

　機体名《ＭＵＶチャクラム》の表示もあった。

『ユウ先輩。三号フレーム直属の機能拡張ドロイドですよ！』

『おお！　五万体あるってやつだな！』

『だからコードネームが《万魔殿パンデモニウム》なんです。たくさんの悪魔が集まる宮殿という意味です！』

『ユウ。あなたのアスラに願え。汝なんじの名において解きはなてと』

　立てつづけの着信。ユウはアインに訊たずねた。

「名前って、三号フレームの!?」

『覚えておくがいい。われらの盟友が隠し持つ真名。嵐の王ルドラの名を』

「ルドラ！　よし、頼むよルドラ！」

　叫んだ瞬間、七〇〇〇以上の金属環が一斉に動き出す。

　シュ……ンッ！　風切り音を立てて、高速回転しながら急降下していった。認識済みだった攻撃目標──地上に散ったトロウルたちを切り裂くために。

　敵の総数は約七〇体であった。

　それら全てがほぼ同時に絶命していた。

　七〇〇〇[image: ]七〇＝一〇〇。トロウル一体につき約一〇〇個もの金属環型ドロイドが襲いかかり、ずたずたの細切れにしてみせたのだ。

　ナノマシン製の金属環は、異世界の甲かつ冑ちゆうを紙のように断ち切った。

　圧倒的物量にまかせたダメージは例の《飛翔物からの加護プロテクシヨン・フロム・ミサイル》で守護できる限界も凌りよう駕がして、まさに瞬殺。

　攻撃目標がほかにあれば、さらに自動追尾と殲せん滅めつを繰りかえすのだろう。

　今回、リング型ドロイドは次々とユウのもとに帰ってくる。ふたたびナノ粒子化して三号フレームと同化した。

　地上には、トロウルたちの死体が散乱している。

　皮膚と肉を切り裂かれ、頭蓋骨ごと眼球を断ち切られ、脳と体内深くまで抉えぐられ、内臓や血管も寸断されて──。

　別枠のウインドウに、その情景がアップで次々と映る。

　あまりにお手軽すぎる虐殺。そのイージーさに本能的な恐怖を覚えて、ユウの胃袋がきりきり痛み出した。

　胃のなかにずんと重い石を置かれた気分でもある。

　……吐き気を堪こらえたとき、ついに来た。空中の三号フレームに、すさまじい劫ごう火かが吹きつけられたのである。




『き、来たぞドラゴン！　一いち之の瀬せ、大丈夫か!?』

『対魔術外殻アンチマジツクシエルは問題なく稼働中です！　ユウ先輩、落ちついてくださいね！』

「そ、そう言われても、ものすごく熱いよ!?」

　飛来したレッドドラゴン、空中の三号フレームに火か焔えんを吐きつけている。

　ＡＤＡＭＡＳアダマス装甲の内部で、ユウは全身火傷やけどのような熱さと痛みを味わっていた。機体表面の温度三〇六℃、内部の温度も──七二℃ある！

『竜の火も魔法の一種で、本当なら空母の装甲も溶かす威力です。対魔術外殻で魔力を抑えているから、その程度で済んでるんですよ！』

『つまり魔法で下げ駄たをはかした分は、封じてるんだな！』

「うう……っ。でも、このままじゃ僕の方がダウンしそうだ！」

　アリヤと伊い集じゆう院いんからの着信。恐怖するユウ。その直後。

　ガ──ンッ！　三号フレームの胸部と背中に、強い衝撃を同時に受けた。そのままものすごい力が双方から加えられて──

　ぎしっ、ぎしっと軋きしみ出す。アスラフレームの特殊装甲が。

　ヘルメットに加えられた力のせいか、視界全体が真っ暗になっていた。

　状況不明。だが現在、顔面および後頭部、胸と背中などを同時かつ強烈に圧迫されていることはまちがいなかった。まるで巨大なプレス機に挟まれているような……。

　ひどく苦しい。これでは直じかに押しつぶされる！

「な……何が起きてるの!?」

『見てみろ。こういう具合だ』

　アインの応答と共に、真っ暗なユウの視界にウインドウが現れた。

　偵察ドロイド起動のメッセージと、三号フレームをくわえ込み、がりがり囓かじりついているレッドドラゴンの空撮映像を表示中──。

　例の《万魔殿パンデモニウム》から、撮影係を送り出してくれたようだ。

　……ティラノサウルスの骨格標本を見たことがある。あの口なら、大人ひとりを丸まる呑のみにもできるだろう。今日のレッドドラゴン、標本の二倍以上も巨大だった。その獰どう猛もうな顎と牙に、三号は挟み込まれている──。

「僕を消し炭にできないから、しびれを切らしたわけか。まずいね……」

『とんでもない。むしろ千載一遇の好機であろう』

　平然とアインに告げられて、ユウはハッとした。

　そのヒントでイメージできたのだ。災い転じて福となす。ユウの意志に応えてウインドウが現れ、いくつも近接兵装の名前をならべてくれた。

　超振動音撃、高周波斬撃、電磁接触など。

　そのひとつを注視。視線入力で兵装を選択する。あとは。

「うわあああああああああっ！」

　殺された人たち、クロエ先生のことを想おもって、気力と声を振りしぼる。

　せめて、仇かたきを討ってあげたいと──パワー全開。アスラフレームの持てる出力をかなうかぎり引き出し、全身のスラスターから空気流ジエツトストリームを吹き出させて──

　全身を独こ楽まのように高速回転させる。ドラゴンの口のなかで。

　さすがのドラゴンも『噛かみつく力』でユウを抑えていられなくなった。

　しかも首に巻かれた聖骸布が──二枚の羽よろしく左右に広がった。全身を回転させて独楽状態だから、羽も当然プロペラのごとく回転する。

　その擬似プロペラに超音波を流し、高周波ブレード化。

　聖骸布の先端、刃となって、レッドドラゴンの口内をずたずたに切り裂いた！




　──ぐぅぅぅああああああああっ！




　ドラゴンの咆ほう哮こう。ただし苦く悶もんの叫び。

　口から吐き出した三号フレームともども、竜の巨体も墜落していく。それでも双方、地上へ落下しながら、空中でバランスを立てなおした。

　ドラゴンの顎による圧迫から脱して、ユウの視界も回復する──。

　ずん！　たがいに相手を凝視しながら、みごとに着地。

　レッドドラゴンと三号フレーム、今度は大地の上で向き合った。

　頭から尾の先まで全長三〇メートル近い赤竜と、身長二メートル弱の装甲歩兵。サイズでは圧倒的にあちらが有利だ。

　敵が『山』にさえ見える。怖おじ気けづいて、ユウは訊たずねた。

「前の着装者って、たまにモビルスーツみたいな追加装備を使ってたよね!?」

『は、はい。拡張ドロイドを三号の手足にくっつけるモードですね。あの辺はみんな、《万魔殿パンデモニウム》のシリーズです』

『フルアーマー・バージョン！　フィギュアも結構人気だったやつだ！』

　アリヤと伊い集じゆう院いんの返答にかぶせて、ユウは言った。

「僕も何か使いたいんだけど。ドラゴンでかいし……」

『さて、どうであろうな？』

「アイン……」

『体格の差を超えるために、ただ武器を大きくするというのは、ひどく安直すぎるとわたしは思う。ああ、いや、戦場で果てた男の戦いぶりをおとしめるつもりはないのだが、あやつが傑出した戦士であったかはまたべつの話で──』

「…………」

『あなたはすでに、竜殺しの作法を体得している。それを貫くのも手だぞ』

　アインの言葉から、ユウは彼女の期待を感じとった。

　新たなパートナーの器量を見たい、その潜在能力を賞賛したい、というような。




　──ぐるるぅぅぅぅぅぅぅぅっ。




　ドラゴンが低くうなる。その牙の間から火が洩もれている。

　火か焔えん放射の準備はととのったようだ。さらに前まえ肢あしの鋭い爪、噛かみつきなど、脅威となる攻撃はたくさんある。そもそも巨体や足で踏みつけてくるだけでも厄介なのだ。あの長い尾を振りまわされたら、アスラフレームなどふっとばされる。

「そうか。さっきもそうだった」

　敵が圧倒的に巨大なら、むしろ小ささを活いかして、懐に飛びこむ方が──

　卒然と悟ったユウ、首から垂れた聖骸布の端をつかんだ。

　黄色い布地をちぎり取る。ひとつかみ分の布はたちまち面積を増やして、棒状にふくれあがった。聖剣抜刀モード・エクスカリバー。

　最初の夜と同じだ。ユウの手のなかで聖骸布が刀剣状態となった。

「わああああああああっ！」

　空気流ジエツトストリームを放出しながらの全速突撃、開始。

　ちょうどドラゴンが火焔を吐いた。まっすぐ突き出した聖骸剣の切っ先で竜の火を切りひらき、ユウと三号フレームは飛びこんだ。

　怒れるレッドドラゴンの喉元へ。そこに聖骸剣を突き立てる！




　──ぐぅぅぅぁあああああああああああっ!!




　ユウの背骨が震えそうなほどに激しく、ドラゴンは咆ほう哮こうを発した。

　だが、これは悲鳴だった。喉元を抉えぐられた激痛による。

　ユウは出力全開のまま三号フレームの全身をドラゴンに押しつけた。聖骸剣はさらに深く刺さり、その柄つかを握る両手がドラゴンの体皮にふれそうなほどだ。

　それでもユウは出力を弱めない。

　このまま三号フレームごとドラゴンの喉を突き破り、貫通させる──！

　腰部ベルトの《プレイホイール》、ぎゅんぎゅんと高速で回転中。すると全開だと思っていたパワーがさらに上がっていく。

「え──っ？」

　ユウは驚いた。

　ホイールの回転音、歌声のようになってきたからだ。

　Gateガテー・Gateガテー・Paragateパーラガテー──。Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー──。Gateガテー・Gateガテー・Paragateパーラガテー──。Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー…。

　女声・男声のいりまじる合唱コーラスにも聞こえる。

　前にアインが口ずさんだ即興歌スキヤツトと同じ歌であった。

『いいぞユウ。アスラもあなたの意気に応え、プラーナを高めている！』

　エルフ少女からの新たな着信。

　直後、三号フレームの全身が青白い光につつまれた。

　それはバチバチ火花を散らす電光で、密着するドラゴンの喉元とその周辺を絶えず灼やき、苛さいなみながら、黒と金色の特殊装甲を輝かせつづける！




　──ぐあああっ！　ぐあああっ！　ぐあああっ！




　ドラゴンは苦く悶もんの悲鳴をあげながら、どうと大地に横転した。

　急所を抉えぐられ、力尽きた──否。苦しみながらもレッドドラゴンは地面を転げまわり、七転八倒しつづける。それほどの苦痛なのだ。また暴れまわることで、ユウと三号フレームを振りはらおうというつもりなのだ。

　ユウは負けじと剣を突き刺したまま密着し、いっしょに転げつづけて──

　ついにそのときが来た。

　この世ならざる巨大爬は虫ちゆう類るい、唐突に動きを止めた。

　ぐったり、だらしなく大地に横たわるのみ。竜殺しを果たした瞬間だった。三号フレームもようやく出力を落とし、全身の放電状態も終わった。

「……や、やっと終わってくれた」

　勝利の高揚感もなく、ユウは深く息を吐き出した。

　しとめたドラゴンのすぐそばで、大の字になって寝ころんでいる。汗だく。疲ひ労ろう困こん憊ぱい。興奮は去り、実戦を経た恐怖でぶるぶる体は震えっぱなし。

　火か焔えん放射にさらされた熱さとヘルメットの密閉感もあって、ひどく息苦しい──

　と思った瞬間、ユウの顔が外気にさらされた。

「ほんとすごいな、このスーツ……」

　ユウの状態を察知して、アスラフレームが着装を解いてくれたのだ。

　黒と金色のスーツはきらめく可変ナノ粒子にもどり、全てユウの体に吸収された。全身に密着する装甲が消えて、解放感がすごい。

　ふぅぅぅっ。すぐに深呼吸する。

　すこし楽になり、ユウはゆっくり立ちあがった。だが、ふらふらする。立ちくらみを起こしかけたとき、誰かに抱きとめてもらった。

「……アイン？」

「よく戦った。それ以上によく生きのびた。初陣でよくもここまでやり抜いたものだ。あなたを誇りに思うぞ、ユウ」

　クローンエルフの少女に抱かれながら、ユウはつぶやいた。

「でも君、僕にここまでやらせるつもりだったんじゃ……？」

「いや。この半分もできれば上出来だと思って、けしかけていた。実は」

　白状したアインのふくよかな胸元に──

　ユウの顔面は埋うずもれていた。やわらかなぬくもり。心地よく、癒やされる実感。だが状況に気づいて、「!?」と跳びのこうとした。

　だが、がっちりアインの両腕に頭をホールドされていたので無理だった。

「ち、ちょっと放して！」

「受け入れろ。あなたを抱擁したい気分なんだ、わたしは」

「おおっ。初陣なのにたいしたもんだ！　すげえぞ一いち之の瀬せ！」

「はい。ひとりでドラゴンまで倒す大殊勲です。ママも……ママもきっと、誉ほめてくれたはずだと思います！」

　伊い集じゆう院いんは興奮し、母のことを口にしたアリヤは涙目だった。

　いつのまにかそばに来ていたのだ。心身共にくたびれ果てたユウ、みんなへ弱々しく微笑ほほえみかけて、返事の代わりとする。

　しかし──これで試合終了ではない。

　アインのやわらかな体から離れて、空を見あげた。

　空中高くに浮いた転移城塞《ポータル》はいまだ健在。エメラルド色のオーロラもゆらゆら妖しい美しさを誇示している。

　あれだ。試合は〇対〇のままロスタイムに突入したところなのだ。

　攻めるにせよ守るにせよ、まだ休める局面ではない──

「やるしかないなら、もうすこし走るしかない……か」

　ユウの全身、ふたたびナノ装甲でつつみこまれた。

　アスラフレーム三号の着装者として、天空に浮かぶ魔城を凝視する。

　するとウインドウが出た。空中城《ポータル》の拡大映像だ。城壁の上に青年がひとり立っていて──

　妖精族、なのだろうか。男らしい、精せい悍かんな美貌であった。

　いかにも魔術師らしい、ゆったりとした青のローブ。頭にはターバンを巻いて、木の杖つえを手にしていた。この彼と目が合った。

　天空の城壁から、地上のユウを観察中、なのだろうか？

　事実、魔術師風の青年は映像のなかでいきなり微笑ほほえみ、ユウの目をまっすぐのぞきこみながら唇をぱくぱく動かした。まさか。

「呪文を唱えてる？　魔法を使ったのか!?」

「ユウ先輩……すごい魔力反応です！　《死の呪文デススペル》の発動を感知しましたっ。このままじゃアリヤたち、全滅しちゃいます！」

　アリヤの報告。ユウはすぐに動いた。

　マフラーに酷似した擬似触手──聖骸布をつかみ、首から引きはがしたのだ。途端に黄色い布地が毛布のような長方形にふくれあがった。

「みんな、この下に隠れて！」

　スーツ未着用の仲間三名、一箇所に集まって、しゃがみ込む。

　身を低くしたアイン、伊い集じゆう院いん、アリヤ。みんなの上に、ユウは聖骸布のシートをかぶせた。全員がすっぽり隠れている。

「敵の魔法から、みんなを守ってくれ……！」

　ユウの願いを受けて、聖骸布が淡い輝きを放つ。

　直後、《死の呪文》が降ってきた。五ご老ろうヶが岳だけの山頂一帯に、雪の結晶めいた輝きがきらきらと降りつもっていく──。

　この輝きのひとつひとつが即死の呪じゆ詛そなのだ。

　ユウや広げた聖骸布の上にも、いくつもいくつも落ちてきた。

「うわあああっ!?　すげえ気持ち悪い！　乗り物酔いより百倍強烈だぞ！」

「な……内臓が口から出てきそうです！」

「おまえたち、安心するといい！　この術をまともに受けたら、そんな気分も味わえないまま永久の眠りに落ちる。ユウ、われらは十分に守られているぞ！」

　絶叫する伊集院とアリヤに比べて、さすがアインは冷静だった。

　そしてナノ装甲の対魔術外殻アンチマジツクシエルに守られて、ユウの方は何も異常はない。

「もう──やられるばかりじゃないぞ……」

　今までは蹂じゆう躙りんされるばかりだった。だが今は反撃の手段がある。

　鉄筋入りのコンクリート塊が地面に転がっていた。ユウは左手のひらを向けて、ある遠隔兵装をオンにした。

　発生した磁力によって、コンクリート塊が手のひらに吸いよせられる。

「効くかどうかわからないけど、こいつで──！」

　三号フレームの遠隔兵装・電磁レールガン。

　大電流によって生み出した磁力で、任意の弾丸を射出する。

　今回、三号の左手から撃ち出されたコンクリート塊はマッハ八を超す速度で空へと駆けあがっていった。

　弾丸は瞬時に高度一二六メートルまで到達。

　空中の《ポータル》城壁に立つ『魔法使い』へ命中──する寸前で爆散した。

　青年魔術師はにやっと笑い、杖つえを一振りしていた。この身振りだけで防御魔法を使ったのだろう。しかも。

　ユウの視界に現れた映像ウインドウ内で、美青年の唇が動く。

　音声はない。しかし、ユウはどきっとした。

『地上の戦士どの、君の健闘と美しさに心から敬意を表する──』

　と、字幕が出たのだ。

　アスラフレームは読唇術と翻訳までこなせるらしい。

　そして、舞まい鶴づるの空いっぱいに広がっていたオーロラが唐突に消えた。

　幻影城《ポータル》、今まで『Materialized』だったステータスも『Aerial』に変わる。実在化が終わったという意味だ。

　城壁に立つ青年魔術師ともども、蜃しん気き楼ろうのごとく消きえ失うせた。

　ようやく戦闘が終わったようだ。

　だがユウはハッとして、着装したまま走り出した。

　身近な仲間たちはどうにか守れた。しかしドラゴンとトロウルの軍団が大暴れし、死の魔法まで広範囲に降りそそいだ。

「せっかくここまで逃げてきたのに──そんな……」

　火傷やけども切り傷のひとつもない老齢男性の死体を見つけた。

　亡なき骸がらには雪の結晶に似た《死の呪文デススペル》がいくつもまとわりついていた。老人はきっと、焔ほのおと武器による殺さつ戮りくを生きのびて、逃げる途中だったのだ。

　あちこちで肉と皮膚が焼けているらしく、異臭も立ちこめている。

　飛び散った血の痕と、斬殺・殴殺された遺体はかんたんに見つけられた。

　アスラフレームのなかですすり泣きながら、ユウは惨劇の爪痕も生々しい戦闘現場を歩きまわった。友人たちが探しにくるまで、片時も足を止めずに。
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　舞まい鶴づる市の仮設基地が崩壊して、三日目の朝。

　ユウは早朝から、アインを連れて市街地にいた。衣類の量販店で、女物をあれこれ物色するためだった。

「旅支度の調達、今日こそ手伝ってもらうぞ、ユウ！」

「今の格好も結構似合ってて、いいと思うけど」

「何を言う。そもそもこの作業服とやら、名前からしてときめかない。上下とも緑っぽい色でメリハリもないであろう？　わたしの目にかなう衣、一式そろえなくては」

「意外。そういう女子っぽいこと、アインは気にしないと思ってた」

　食料品とちがい、衣類は豊富に残っている。

　店内を真剣な目つきでチェックするアインのうしろで、ユウは言った。

「武士っぽいというか、いつも凜り々りしい感じだし」

「ユウ。これでもわたしは着物の華やかさにこだわる方なんだ」

「わかった。覚えとく」

「あと、武器の良よし悪あしにもな。服屋の次は武器屋か鍛冶場だ。弓と剣を都合したい」

「そっちは無理。せいぜい銃とナイフくらい」




　当座の着衣として、カーキ色の作業服上下セットを渡されたアイン。

　こんな格好でも素材がちがう。青みがかった黒髪に美貌を誇るクローンエルフの少女は常に光っていた。……が、当人は「野や暮ぼったい」と納得せず、ようやく念願かなって調達できたワンセット、満足そうに身につけている。

　白いニットワンピースに、濃灰色のレギンス。がっしりした軍靴。そして、つば付きの黒いベースボールキャップ──。

　帽子をかぶってもアリヤ以上に耳が長い。すぐにエルフだとわかる。

　まあ、図抜けた美しさとスタイル、何より異様な目力のせいで、只ただ者ものでないことはそもそも一目瞭然なのだが……。

　そんな美少女とふたりきりで、ユウは舞まい鶴づるの市街地を歩いている。

　──五ご老ろうヶが岳だけの仮設基地はほとんど燃え落ちた。

　生存者は一いち之の瀬せユウと三人の仲間たちのみ。

　あの襲撃から昨日まで、ずっといそがしかった。かろうじて焼失をまぬがれたところや焼け跡から、使えそうな道具と食糧を回収する必要があったのだ。

　そして、犠牲者の弔い。

　遺体の多くは猛火に呑のまれて、骨しか焼け残らなかった。

　その骨や焼失をまぬがれた亡なき骸がら、できるかぎり略式の土葬を行った。伊い集じゆう院いんとアリヤ、アインとも力を合わせて。

　ただ数が多すぎた。全員を弔うには圧倒的に人手不足。

　おまけに、焼け跡にはドラゴンの屍しかばねまであった。自身が放った焔ほのおに焼かれても、死体の大部分が燃えのこったのだ。放置すれば虫が湧き、病原菌も繁殖する。

　三号フレームの武装で消滅させるかと、みんなで相談していたら──

　服屋からの帰り道、ユウはつぶやいた。

「もう何度も見てるけど、今度も遺体がすぐに消えちゃったよ。《ポータル》が出現したときに亡くなった人や怪物って、すぐに風化するよね……」

　昨日の朝、ユウはため息をこぼした。

　膨大な数の亡骸を前にして、できれば丁寧に弔いたいのに手が足りないと。

　だが夕方になる頃には、悩みの種は文字どおり風化していた。

　焼け残っていた死者の骨は灰となって崩れ落ち、風に散じていった。腐りはじめていた亡なき骸がらはわずか半日で白骨化し、そのまま崩れ去り、大地に還かえっていった。

　そして今朝、ようやく服を探しにいけた──。

　衣類を一新したアイン、とぼとぼ歩くユウの隣で語る。

「幻影の城が到来した一帯は──力に貪欲になる。死した者たちの亡骸を分解し、吸収することで、精気と魔力を高めようとするんだ。大地も、水も、風さえも」

「あ。それ、クロエ先生からも聞いたかも」

「あやつも今頃は塵ちりとなり、空か海へ還っているであろう」

　東とう堂どうクロエの亡骸は土葬せず、ボートに乗せて海へ流した。

　水葬がエルフ族にとっては古来の慣ならわしだからと、アリヤに教えられて。それを思い出しながら、ユウたちは木造旅館の前にもどってきた。

　基地の焼け跡を離れて、ここに寝泊まりしているのだ。

「おっ。一いち之の瀬せとアインさまがもどってきたぞ！」

「そろそろ目的地を決めちゃいましょうっ。会議スタートです！」

　旅館の前で、伊い集じゆう院いんとアリヤが待っていた。

　そのまま路上にすわりこみ、屋外での道端会議がはじまった。

「オレは舞まい鶴づるから日本海沿いに九州、福岡へ行くに一票！　オレの家族、最後に連絡が取れたとき、臨時政府のできる福岡へ向かうって言ってたし」

「アリヤは山越えで大阪方面をめざすに一票です」

　伊集院の意見に、ハーフエルフの後輩は真っ向から反対した。

「ママの言ってたエルフの水上都市、和歌山湾にあるんです。まず大阪方面に出て、大阪湾から和歌山湾に向かう船とかを捜しましょう。なくても《ポータル》の電波障害エリアを抜けられれば、三号の衛星通信で連絡も取れるでしょうし」

　母を失ったばかりのアリヤは、そこそこ元気に振る舞っている。

　たぶん、すこし無理をして。ふだんより硬い表情から、ユウは察していた。

　しかし過酷な現実を乗り切るのに、明るさが効果的なのも事実。だから、あえて必要以上に気を遣いはしなかった。

　まあ、惨劇のわずか三日後なのに、自分と伊集院も結構元気になっている。

　約一〇ヶ月前の『大撤退』以来、多くの死と戦闘を目の当たりにしてきた。よくも悪くも精神的なタフさが身についたのかもしれない。

　おもむろにユウも発言する。

「クロエ先生のお兄さんがそっちにはいるんだよね？」

「はい。亡命エルフの水上租界『那な由ゆ多た』。伯父のナダルは創設者のひとりです。頭がいいだけじゃなくて、とびきり性格が悪くて、悪だくみも得意な人だから──生きのびている可能性、大だと思いますよ！」

「もしや、ナダル・ラフタル・タァシュサハリントンか？」

　ぼそりとアインが言う。

　母の同族へ、アリヤは興奮気味に答えた。

「おじさんをご存じなんですか!?　ナダル・ラフタルほにゃらら。フルネーム、たしかにその言いにくいやつでした！」

「わたしのオリジナル……我が肉体の『母』は知っていたようだな」

　アインは目をつぶり、考えこみながら、つぶやいた。

「わたしはずっと眠りながら、夢見るようにこの世界や迫りくる災厄、戦いのことなどを認識してきた。前世の記憶もひどく曖昧なものだ。旧知の顔もよく思い出せない。……なのに今、その名とある想おもいがわきあがってきた。『あやつめ、こちらの世界でもあいかわらずか──』」

「うわ。おじさんを直じかに知る人でないと、出てこないセリフです」

「きっと、前世でかかわりがあった男なのだろう。よくも悪くも印象が強いから、遥はるかな記憶の一部が呼び起こされた……」

「アインさまがそこまで言う人って、すげえ興味あるな……」

　いつのまにか『さま』付けでアインを呼んでいる伊い集じゆう院いん。

　しかし、好奇心を振り切るように言う。

「でも、やっぱり福岡をめざそうぜー。日本政府がどうなってるかも気になるし、オレの家族のことも心配だし……。そのあとで水上租界へ行けば、な？」

　伊集院には家族と再会できるチャンスがある。

　自分にはたぶん、ない。そうと気づいて、ユウは〝親友〟を応援したくなった。そう、べつに『エルフの街』へ最優先で向かう理由はないのだから──

　だが、アインが言った。

「わたしはユウに付いていくだけだから、どちらでもいいんだが。ひとつ気になることがあるので……伊集院に調べて欲しい」

「オレに？　何を？」

「ユウの体とアスラの状態を。たぶん、伊集院がいちばん得意な分野だ」

「あー。ナノ対応のメカにさわって、いろいろチェックするやつな！」

　伊集院のナノマシンに発現した能力『デバイス管理』。

　アリヤは感覚系の能力『魔法識別』『クリーチャー識別』にめざめている。ユウもまさかの『三号着装』という力を身につけた。

　頼まれた伊集院、「ほい」と右手をのばしてきた。

　ユウも右手をのばして、ハイタッチ。手のひらのナノインターフェイスを介して、情報のやりとりがはじまる。

「んー……三号フレームの装甲、戦闘であちこち傷ついたのがすっかり修復している。新品同然。アスラフレームにはほんとに、生き物みたいな自己修復能力があるんだな」

　伊い集じゆう院いんは目をつぶり、ぶつぶつとつぶやき出した。

「クロエ先生も『機械と生体のハイブリッド』とか言ってたっけ。この感じだと、ある程度はメンテフリーで運用できそうだし……ほんと、とんでもない代物だよ。小さくても決戦兵器なんだよな、やっぱし」

「アスラはそうだろう。ユウの方はどんな案配だ？」

　アインにうながされた伊集院、目を閉じたまま、眉をひそめた。

　しばらく無言。考えこんでいる。ユウが心配になったとき、〝親友〟はおもむろに両目と口を開いた。

「前言撤回。みんなでまず『水上租界』へ行こうぜ」

「えっ？　いいの、伊集院!?」

　ユウに問われても友人の意見は変わらなかった。

「ああ。その方がたぶんいい。二代目着装者になった一いち之の瀬せの体にどんな変化が起きるか、ちょっとわからないからな。ちゃんと対応できる研究者──エルフの先生がいるところへ、最優先で行くのがいいと思う」

「め、めっちゃ不安になること言わないでよ！」

　あわてたユウに、伊集院はなだめるように続ける。

「んー、まあ、一応念のためにな。あとおまえ、三号の長時間着装はやめとけよ。三号と一之瀬をチェックしてると、漠然と浮かんでくるんだよ」

「何が!?」

「どこかの『歯車が合ってない』、微妙にいやなイメージ。この前みたいに一〇分、二〇分なら大丈夫そうだけど、何時間も着装しっぱなしはたぶん……ヤバイ。その辺、きっちり先生たちに診てもらおうぜ！」

　具体性に欠けるくせに、ひどく危機感をあおられる警告だった。




　ともかく目的地は決まった。

　炎上をまぬがれた軍用ジープに荷物も積んで、出発準備も完了。

　なけなしのガソリンもかき集めて、満タンにしてある。ただし予備はないので、必要があれば道中で調達しなければいけない。

　ちなみに、ユウと伊集院も着替えを済ませていた。

　窮屈な制服は脱ぎすて、伊集院はピンク色のパーカー、ユウは白い長袖Ｔシャツにカーキ色のミリタリージャケットを着ていた。

　後輩のアリヤは、あいかわらずの制服にベレー帽姿であった。

「うるさい軍の連中もいなくなったのに、まだそれでいいんだ？」

「なんだかんだで品質がよくて、丈夫なんですよ。通気性もいいですし。今はファッションより使い勝手のよさを優先です」

　後輩に訊きいてから、ユウは年長の少女にも質問した。

「アインの方は……銃、使えるの？」

「一応な。弓の方が得意だが、ないのだから仕方ない。さっき試し撃ちも済ませた。なかなかの出来で気に入ったぞ」

　クローンエルフの少女は、八九式小銃を手に勇ましく微笑ほほえんだ。

　ナイロンの紐ひもで肩から提げている。念願の『武器』を手に入れて、鼻歌でも口ずさみそうなほどご機嫌だった。

　護身用として、ユウたちの分も銃器は用意した。

　しかし、いちばんの武装は三号フレームとクローンエルフの少女──。

「でもアイン。本当にいいの？」

　武器を得てご満悦のアインへ、ユウは真剣に訊たずねた。

「僕たちに付いてきちゃって。せっかく変なカプセルから出て自由になったんだから、君の好きなところへ行くのでも……」

「残念ながら、行きたい場所も、行くべき場所もわからない」

　人造生命と言うべき存在、アインはあっさり答えた。

「わたしにあるものと言えば、ひどくあやふやな前世の記憶。この地上と故郷、ふたつの世界の不完全な知識。そしてアスラの使い手を助けなければという想おもいだけ。今のわたしは子供のようなものなんだ」

　自らの胸に手を当てて、アインは言った。

「迷惑でなければユウ、あなたに面倒を見てもらいたい」

「もちろんいいけど──子供どころか、むしろアインが僕らの面倒を見てるような。すごく頼りになるし」

「甘いな。わたしはこれで子供っぽいところがある」

「そういや服のことで結構拗すねてたっけ……。とにかくアインは記憶不鮮明で、エルフの女王様のクローン体。そういう認識でいいわけだ」

「えっ？　ユウ先輩。それ、いつ聞いたんですか？」

　アリヤがきょとんとした。

「アインさんのオリジナルが『エルフの女王』だって。そういう重大情報、仲間はずれにしないでアリヤにも教えてくださいよ、アインさん！」

「いいや。わたしは何も教えてないぞ」

　歳とし下したに詰め寄られても、アインは余裕だった。

「ユウは聡さといからな。おまえの母やわたし自身が口にした言葉から、ひとりで察したのだろう。あなたの聡そう明めいさが誇らしいぞ」

「大げさに誉ほめないでよ。ちょっと考えれば、誰でも気づくことだろ」

　もしかして、アインは『誉めてのばす』人なのだろうか？

　ユウを賞賛する機会、決して見逃そうとしない。今も満足そうな微笑ほほえみを向けてくれて、なんとも照れくさい。

「ま、でも、水上租界へ行くことになって一安心です」

　アリヤがしみじみと言った。

「三号フレームの保有権はちょっと複雑なので、亡命エルフの『財団』に一度返却しておく方が無難ですからね」

「えっ？　三号って日本の国防軍所属じゃないの!?」

　驚くユウ。ハーフエルフの後輩はあっさり否定した。

「着装者三号はそうです。でも三号フレームはちがいます」

「そういやアスラフレームって日本以外にも配備されてたもんな。中国、ロシア、韓国とかにも。日本の固有財産のわけないぞ、たしかに」

　伊い集じゆう院いんがうなっている。

　ユウはテレビでよく見た戦意高揚のＣＭを思い出した。

　国防軍への入隊と戦時国債の購入を訴えるもので、三号フレームの映像がばんばん使われていた。あの辺がたぶん、先入観の源泉だ。

　とまどいながらも、ユウはつぶやいた。

「レンタル移籍……期限付きで選手を貸し出すような契約だとか？」

「近いかもです。アスラフレームって要は『エルフ王国の国宝』あつかいなので。ルノワールやダヴィンチの絵を一定期間貸し出す感じであちこちに──」

　三号フレーム関係の諸事情、なかなかに複雑らしい。

　その製造者たちと会うための旅、いよいよはじまりであった。





　　　　２






　ユウは助手席、運転手は伊集院。

　女子ふたりは後部シートに乗って、車の旅がスタート。京都府の北端、日本海沿岸の舞まい鶴づる市から南下するルートである。

　国道沿いなので、はじめは人家や商店も多かった。

　が、無人の街となって、早くも数ヶ月。もちろん通行人などは見かけず、放置された自動車ばかりが目についた。あとはニホンザルや鹿を見る程度だ。

　走るにつれて、建物もすくなくなっていく。

　進行方向に見えていた山々がだんだん近づいてきて、やがて山の斜面沿いの道を走るようになり──本格的な峠道のはじまり。しかし。

「さっそく土砂崩れで足踏みかよ！」

「まだ二〇分も走ってないのにね……」

　伊い集じゆう院いんが毒づき、ユウも愚痴った。

　山の斜面が崩れていて、路面全体をふさいでいる。それを停止した車内から眺めて、後部シートのアインはにやりと笑った。

「いよいよあなたの出番だな、ユウ。期待しているぞ」

「三号のスペックなら、車ごと持ちあげたって、マッハで飛べますよ！」

　アリヤもけしかけるように言う。

　ユウは肩をすくめて、ジープから出た。三号を使おうと念じた瞬間、ナノ粒子が全身から湧き出て、あっさり着装が完了する。

　漆黒をベースに、金でふちどられた着装者三号の出現──。

　一方、ジープから変身を見とどけた仲間たち、三者三様の反応だった。

「みごとだ。気性の荒いアスラをよく手なずけている」

「いや、でも、もうちょっと外け連れん味みが欲しくねえか？」

「今のそっけない変身、逆にカッコつけてる感があって、鼻につきます。かけ声やポーズはやりすぎですけど──」

「力仕事するだけなんだから、これでいいの！」

　思わず叫んだユウ、その声がスピーカーで増幅された。

　土砂崩れを起こした峠道に、ユウのすさまじい大声がいんいんとひびきわたる。車中の仲間はもちろん、ユウ自身もびっくりした。

　その驚きに反応してか、三号フレームの視界内に操作ウインドウが出た。

「ここでスピーカーの音量調節できるんだ。ボイスチェンジャーまであるのか。使う機会なさそうだけど……」

「ユウ先輩。試しに拡張ドロイドを飛ばしましょう。カメラ付きのを」

　アリヤが提案してきた。

「この先の路面状況をしばらく空撮させるんです」

「おお、いいアイデアだぞアリヤ後輩。情報連結コムリンクがつながる範囲内なら余裕で遠隔操作できるもんな」

　伊集院も賛成する。が、当のユウは首をかしげていた。

「僕が自分で飛んで、見てきても……」

「いや。アスラの機能を自ら確かめるのもいい経験になるぞ、ユウ」

　アインに言われて、ユウはなるほどと思い直した。

　背中で射出音。空撮ドロイド《ＭＵＶバンブルビー》を撃ち出したのだ。サイズと形状は黒いクマバチそのもの。ただし羽は動かず、無音で飛んでいく。

　極小サイズの偵察役。ナノ粒子抜きでも使える通常装備だった。

「うん。映像、来たよ」

　高度五〇メートルからの空撮映像。ユウの視界にウインドウとして出た。

　舞まい鶴づるの山間部を超えていく国道二七号──。ところどころが土砂崩れ、大量の倒木などでふさがれている。不安的中だった。

　ユウは反重力リフターを始動させた。三〇センチだけ宙に浮く。

「とりあえず目の前の土砂崩れをどう越えるかだけど。……いっそ、みんなが乗った車を三号のパワーで持ちあげて、大阪まで飛んでいこうか？」

「それはやめておきましょう、危険すぎます」

　即答でアリヤに止められた。

「先代の着装者が災害出動したとき──調子に乗って、そのアイデアどおりに要救助者の乗ったバスを丸ごと空中輸送していたら、手をすべらせるアクシデントが……。結局、三号は関与していない事故として隠蔽されました」

「軍用機が整備不良で墜落するレベルの不祥事だな！」

「了解。地道に車とみんなをピストン輸送する」

　ユウは宣言どおり、まずジープを運んだ。

　車体の下にもぐりこみ、三号フレームの両腕で高々と差しあげて飛行。道路に流れこんだ土砂をあっさり飛び越した。あとは人間を抱っこして運ぶ。

「か、体むき出しで空飛ぶなんて、ありえねえ！　命綱なしだぞ!?」

「ぜっったいに落とさないでくださいね、落としたら絶交ですよ、ユウ先輩！」

「おお！　やっぱり空はいい。竜に乗ったときを思い出す」

　最後に運んだアインだけが笑っていた。

　ユウ＝三号フレームの首に両手をかけて、お姫さま抱っこの体勢で、みごとに余よ裕ゆう綽しやく々しやくだった。まさに女傑、並の度胸ではない。

「アインには怖いものとかなさそうだよね？」

「いいや。先に告白しておくが、酒は苦手だ。恐怖でさえある。ユウ、わたしに飲酒を無理強いするなよ？　そんなことされたら泣き出すぞ」

「逆に見てみたいよ、それ！」

　立ちふさがる障害物は土砂、たくさんの倒木や電柱、倒壊した建物など。

　迂う回かいの必要が生じるたび、車を止めては『ジャンプ』で輸送した。何度も繰りかえすので移動速度は当然落ちる。

　ジープがどうにか舞まい鶴づる市を出て、綾あや部べ市内を進んでいた頃──

　すでに午後二時過ぎ。そして、異変の兆しを発見した。

　あいかわらず無人のロード沿いに、コンビニと信用金庫がならんでいる。その前で十数台もの車が立ち往生していた。

「な、何だよ、あれ!?」

　伊い集じゆう院いんが驚いて、ブレーキを踏む。

　ほとんどの車が事故を起こしていた。店に突っ込んでいる乗用車、道路標識と激突した軽自動車。それらの事故車に追突した軽トラックなど……。

「ちょっと見てくるよ。みんなは車に残ってて！」

「お、おう。危険そうなのが出てきたら、安全なところまで退避するわ──」

「いいや。わたしたちも降りた方がいいな。自動車がああもまとめて駄目になった理由、何かあるはずだ」

　ユウと伊集院の相談に、アインが意見した。

「や、やっぱりクリーチャーの仕業ですか、アインさん!?」

「さて。近くで検分しないことには何とも言えないな……」

　おびえるアリヤに答えながら、アインは後部座席のドアを開けた。

　ほかの三人もそれにならい、あわてて車を降りる。クローンエルフの少女は、八九式小銃を慣れた手つきでかまえていた。

「オレらよりもよっぽど達者ッスね、アインさま……」

「すぐれた戦士でもあることは、わたしの自慢のひとつなんだ。武器は変わっても、戦いには慣れている」

　女王のクローンだというアインは威風堂々としており、だからか伊集院が今まで以上に敬語を使いはじめていた。

　四人そろって、事故車ばかりの一角へ近づいていく。

　ユウは「うっ」とうめいた。アスファルトの路上に大量の人骨が散乱している。ここで何十名もの人々が死んだのだ。

「きっと避難の途中だったんですよ。ご冥福をお祈りします……あれ？」

　痛ましげに手を合わせ、瞑めい目もくしたアリヤ。急に首をかしげた。

「すこし変ですよ。自然に白骨化したのなら──骨、もっと人っぽい形にならんでいるんじゃないでしょうか？」

「たしかに、バラバラに散らかりすぎてるよね……」

「うお。あの頭蓋骨、でかい穴が開いてるぞ。結構バキバキ折れた骨も多いよな。誰かが白骨死体を壊したのか？」

「もしくは、死体喰らいがいるかだな」

　伊い集じゆう院いんの推測に、アインが言葉をかぶせた。

　確信に満ちた物言い。よく見れば、外装や車内が血痕で赤く汚れた事故車も多い。このときユウはすでに着装を終えていた。

　三号フレームの索敵センサーを起動。接近中の熱源がふたつ！

　さっそく情報連結コムリンクで、敵の位置をすぐさま仲間たちに伝える。

「みんな、距離をたっぷり取って！」

　ユウの声でみんなが散っていく。

　伊集院はドスドス、アリヤはバタバタ、運動神経がいいアインだけは颯さつ爽そうとした走りでこの一角から離れていく。

　敵はすぐに──空から降ってきた。

「な、何あれ!?　ニワトリ？　トカゲ!?」

『クリーチャー名、識別！　コカトリスですよ、ユウ先輩！』

　アリヤから着信が来た。

　京都の田舎道に、バタバタ不器用そうに羽ばたきながら、魔獣が降り立った。体長は五メートル弱だろう。全体像はドラゴンに近い。

　ただし、首から上と翼、胸部はニワトリ。腹部と下半身はトカゲの体──。

　鳥と爬は虫ちゆう類るいの合成魔獣キマイラであった。しかも二羽いる！




　クケェェェェエエッ！　クケェェェェエエッ！




　立てつづけに怪鳥の叫びを放つコカトリス二羽。

　異様に殺気立ったニワトリの瞳に凝視されて、ユウは身がまえた。大丈夫。三号フレームはドラゴンにも打ち勝ったのだ──

　たあん！

　心を奮い立たせていたら、いきなり銃声が鳴りひびいた。

　すばらしく美しいフォームで八九式小銃をかまえたアイン、コカトリスＡの喉にみごと命中させた。血しぶきが舞う。

　だが、体長五メートルの巨体は小揺るぎしただけ。標的が大きすぎる。

「だったら！」

　ユウは高速飛行でコカトリスＡに急接近した。

　右の手のひらで羽毛につつまれたニワトリの胸をさわり、超振動音撃。体内組織をぐずぐずに崩壊させる超音波で先制攻撃した。




　クェェェェェェェェエエエエエエエエッ!?




　ニワトリの嘴くちばしから出たのは、今度は断末魔の咆ほう哮こうだった。

　鳥であり爬は虫ちゆう類るいでもある巨体が『どうっ！』と倒れていく。敵はあと一羽だけ。これなら余裕で勝てるかもとユウが楽観しかけたとき。

「え──っ!?」

　三号フレームの視界内に、ウインドウが三つ表示された。

　仲間たちの映像とアラート警告。伊い集じゆう院いんが苦しそうに咳せき込こんでいた。華きや奢しやなアリヤはうずくまってしまい、やはりケホケホと苦しそう。アインは口元を手で押さえながら、険しい表情で最年少のハーフエルフへ駆けよっていく。

　そして、もう一羽だけとなったコカトリスＢ──。

　相方を失った合成魔獣キマイラ。なぜかユウたちを襲うでもなく、大きく嘴を開けて、左右の羽を広げて威嚇のポーズを取っていた。

　……天啓のように記憶がフラッシュバックした。数日前の情景だ。

「そうか！」

　ユウは全身のスラスターから、空気流ジエツトストリームを噴出させた。

　ごうぅっ！　三号フレームを発生源とする突風が吹き荒れる。吹き荒れる。ユウはすぐには止めず、空気流を放射させつづけた。

　ここで新しい警告ウインドウが出現。

　センサーが空気中から『毒素ポイズン』を検知したという報告だった。

「大丈夫。毒はもう──全部ふきとばせた頃だと思う」

『ユウ！　アスラよりも先に、よく気づいた！』

　アインから賞賛のメッセージがとどいた。

「初めて会った日、君が教えてくれたじゃないか。風に毒を混ぜる方法。だから、もっと強い風を起こしてみたよ」

　ユウは淡々とつぶやいた。

「僕は三号に守られているけど、みんなが危ないものね」

『たしかにあのときと同じだが……こうもすばやく手を打つとは』

　ユウの視界内にいくつも浮かんだウインドウ。

　そのひとつでアインが賛嘆の表情を浮かべていた。伊集院、アリヤはまだむせているが命に別状はなさそうだ。

『いや。そうか。おそらく、その聡さとさも理由のひとつなのだな。だからこそ、わたしの直感とアスラの意志はあなたを認めた……』

「とにかく、あと一匹！　がんばってみるよ！」

　ユウはあらためてコカトリスＢを見つめた。

　まだ嘴くちばしを大きく開けている。こうやって、異形の体内で作った毒素ポイズンを大気中に吐き出していたのだろう。

　事故を起こした自動車は、この毒にやられたはずだ。

　走行中の獲物を見つけたら毒素を放出。乗員は悶もん死しし、車は事故でストップ。車内から死体を引きずり出して、食い散らかす──。そういう狩猟者なのだ。




　ケケェェェェェエエエエエエッ！




　やにわにコカトリスＢが叫んだ。

　ニワトリの両目が妖しく光り、爆発が起きる。ユウの体──三号フレームの上半身がいきなり『ドォン！』と爆はぜたのだ。

　黒と金色のＡＤＡＭＡＳアダマス装甲には、傷ひとつない。

　だが同じ爆発が、ユウと三号フレームの上半身を何度も襲う。

『コ、コカトリスは目から見えない光線を出すんですっ。当たったところが爆発して……けほっ、けほっ』

「ありがとう、アリヤ。なんとかしてみる」

　見つめた対象を爆発させる魔眼。厄介だが対魔術外殻アンチマジツクシエルのおかげで衝撃もダメージもない。とはいえユウ以外はかなり危険。だから──

「行こう、三号」

　ユウは静かにつぶやいて、加速した。

　秒速三〇メートルの超スピードで、コカトリスＢの顔面に飛びこむ。

　背後で『ドォン！』『ドォン！』と立てつづけに爆発音が起きるのを聞きながら、ニワトリの額に飛び膝蹴りをたたきつけた。

　右膝が羽毛と肉を抉えぐり、頭蓋骨を軋きしませ、超振動音撃を注入する。

　脳髄をダイレクトに打ち抜く死神の膝。二羽目のコカトリスは脳内をぐずぐずにかきまわされて、大地に倒れ伏す──。

「やっぱり、そうそう楽には勝てないんだな……」

　痛感しながらユウは地面に降り立って、ちらりと背後を見た。

　疲労感が押しよせてきた。魔獣コカトリスの起こした爆発、なんとユウたちのジープを襲っていた。

　標的であるユウが高速突撃したせいで、流れ弾に当たる形で。

　車体の半分以上がふきとんで、かつての愛車は無惨な有様であった。
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　京都府、綾あや部べ市の路上でユウたちは移動手段を失った。

　もっとも、代車はすぐに見つかった。乗員をコカトリスに殺された自動車、事故車だけではない。ユウたちと同様、自ら停車したとおぼしきライトバンはキーも差しっぱなしで、すぐに乗り換えられた。

　幸いバッテリーも無事で、問題なくエンジンもかかる。

　そこら中の車からガソリンも抜き取って、ライトバンに移しかえた。たまたま発見したポリタンクにも詰めて、補給分まで調達。

　だが『災い転じて福となす』とは言いがたい。

「手荷物以外は、ほとんど車といっしょにふきとんじゃいましたね……」

「とっておきの乾パンとかカップ麺、缶詰までな……」

　アリヤと伊い集じゆう院いんの声が暗い。

　ＨＭＤゴーグルや護身用の装備などは持って出たのだが、食糧・雑貨類の多くは爆発でふきとんだ。ユウも肩を落として言う。

「ごめん。僕がもっと気をつけていれば……」

「いえ。勝つのが最優先で大正解です。むしろ二度目の戦闘で危険度Ｂ＋のクリーチャーを瞬殺するユウ先輩に大喝采ですよ」

「だな。そして、食い物はまた見つければいい！」

　アリヤといっしょにフォローしてくれた伊集院、体格どおり大食漢である。

　ここ数ヶ月、ずっと欠食状態だった男は熱く叫んだ。

「大阪行きは一時中断！　ここで腰を据えて、キャンプと晩飯の準備をするぞ！」




　綾部市は奥京都とも呼ばれ、山ばかりの地方都市だ。

　市内を流れる由ゆ良ら川がわではアユも釣れる。景色の美しいところだが、人口は舞まい鶴づるの半分以下だろう。人家や商店もその分すくない。

　しかし、ユウたちには砂漠のオアシスも同然の場所となった。

　乗り換えたばかりのライトバンであちこち回ると、予想以上の収穫だった。

「やった！　手つかずの食い物、たくさんあるぞ！」

「缶詰にレトルト食品もばっちりじゃないですか!?　ジュースにインスタントコーヒー、ミネラルウォーターもたくさんあります！」

「うわあ。ネズミに囓かじられてない袋麺とか、超ひさしぶりだよ」

「うおお──!?　米！　パスタの乾麺！　小麦粉まで！」

　すっかり避難が終わっているようで、どこに行っても人間はいない。

　だが、目についたコンビニやスーパーのガラスを破り、廃屋になりはじめた店内をチェックするたびにみんなで興奮した。

　アインだけはひとり落ちついていたが。

「みんな、おなかをすかせていたんだな。わたしには何が何やら、さっぱりわからない品物ばかりだが──」

「アインは欲しい物ないの？　お酒がダメなら、お菓子とか？」

「ユウ。甘あま味みがあるなら、いいものを見つくろっておいてくれ。これは心からのおねがいだから……よろしく頼むぞ」

　重々しく依頼したエルフ少女、ひどく真剣な顔つきだった。

　……電気、水、ガス等、ライフラインが全て停止した廃はい墟きよの街。そこは舞まい鶴づると変わらないのに、ここには食料品が豊富に残されている。

　難民がいないという理由に加えて、もうひとつ大きな要因が──

「ネズミどころか、野犬もサルも見かけませんね」

　外を見ながらアリヤが言った。

　田舎街を走るライトバンの車内にいる。

　建物と建物の間にかなり空間があり、見晴らしがいい。都会特有の窮屈さ、建物ばかりでぎゅうぎゅう詰めの息苦しさとは無縁の街並みだった。

「この様子だと、たぶん熊もいませんよ。おかげで常温保存できる食料が荒らされずに済んで、とても助かりましたけど……何ででしょう？」

「ユウが倒した魔獣、おまえたちの言うコカトリスがいたからだ」

　さらりとアインが答えた。

「あいつが住みついた巣の近くからは、獣が徐々に消えていく。熊でも狼おおかみでも容赦なく襲ううえに毒まで流すからな」

「そっか。死にたくないから逃げ出しちゃうんですね！」

「ま、コカトリスは飛ぶのが苦手だ。だから空に興味が薄いのか、逆にあんななりでも仲間意識があるのか、羽を持つものは狙わない」

　たしかにムクドリやカラス、ヒヨドリなどはふつうに見かけた。

　そして、夕ゆう陽ひが傾きだした頃──。

　ユウたちは車を降りて、食べられる野草を探していた。三月下旬の今、狙い目はそこら中に生え出したタンポポだ。葉も花も加熱すると、意外に癖がない。からし菜やヨモギも地道に探せば、思わぬところで見つけられる。

「舞鶴で山菜が採れたときはうれしかったな」

　歳としの割にジャンクフードがきらいなユウ、ぼそりと言った。

　生鮮食品、とりわけ生野菜が無性に恋しい。アリヤも同意する。

「タラの芽とかフキノトウを天ぷらにしたりして、美お味いしかったですよね」

「でも量がなあ。人数多いから割り当てもすこしでなあ。あとナズナは苦かった……」

　伊い集じゆう院いんも加わって、雑談しながらの草むしり。

　そのさなか、ユウたちは目撃した。すこし先にある──人の背丈よりも高くのびた草むらから、何かが飛び立つところを。

　……アインが静かに動いた。

　肩に掛けていた八九式小銃をかまえ、天に向けて一発だけ撃つ。

　たあん！　どさっ！　銃声のあと、鳥が落ちてきた。頭部から腹にかけての羽毛があざやかなグリーン。目のまわりは赤い。雄のキジだった。

　下町育ちには珍しい野鳥。ユウはギョッとしたのだが。

「わたしも食糧調達に貢献しておこうと思ってな」

　アインは事も無げに言った。




　もうすっかり暗くなっている。

　山陰本線の綾あや部べ駅にも近い、市街地のホームセンター。

　ここならバーベキュー用品や調理道具、ペットボトルの水もすぐに調達できるぞと、伊集院が目を付けた。店舗だけでなく駐車場も広い。

　木のテーブルと適当なイス、ＬＥＤランタンも店内から外に出した。

「ゾンビもののドラマでショッピングモールに立てこもる気持ちがわかるぞ！　いろいろそろってるところはやっぱりいい！」

「街もあんな感じで無人になってますしね！」

　アリヤもうれしそうだ。ユウたちは調理中なのだ。

　煮炊きに欠かせない水も、ミネラルウォーターがホームセンターには大量にある。それを景気よく使い、伊集院はガスバーナーと鍋で米を炊いている。

　電気が途絶えてから長いので、この手の炊飯もすっかり手慣れたものだ。

　ガス缶や炭もたっぷり確保できた。火力は十分。

　アリヤはバーベキューグリルでぶあついベーコンを焼いていた。

　真空パックで保存されていたのを発見して、『賞味期限過ぎてるけど全然いけそう、きっといける！』となったのだ。

　そして──アインは一仕事終えたところだった。

　しとめたばかりの雄キジ。その首をかき切って血抜き。羽をむしり、腸ちようを抜き取って、ナイフ一本で解体。あざやかに『肉』にしてみせたのだ。

「すごい。舞まい鶴づるの仮設基地にいた猟師さんみたいだよ！」

　ユウは感動して、誉ほめそやした。

　舞まい鶴づるに閉じ込められた直後、仮設基地にはハンター兼農家のおじさんもいた。彼が山で獲とってくるイノシシや鹿の解体、ユウたちも手伝っていたのだ。しかし、狩りの最中に野犬の群れと遭遇し、帰らぬ人になった……。

　日本の中学生男子に絶賛されて、アインは不思議そうだった。

「この程度、狩人かりうどなら誰でもできることだぞ？」

「そうなの!?　……あれ？　でも亡命エルフの人たちってたしか、みんなベジタリアンだったよね？　クロエ先生もそうだったし」

「それは賢人たちの慣ならわしだ。王族は戦士であり狩人。掟おきてもちがう」

「エルフにもいろいろあるんだねえ」

　感心しながら、ユウはキジ肉と向き合った。

　胸肉。左足と右足のもも肉。せせり。ささみ。ぼんじり。手羽。砂肝やハツといった内臓も食したいところだが、野外で摘出した内臓は危ないという話もある。泣く泣くあきらめて、今回は肉だけ──。

　ユウはステンレスのダッチオーブンを見つめた。

「キジ鍋が名物のところ、田舎の方だと多いらしいんだよね……」

　先に取りわけてもらった骨を放り込み、雉きじガラスープを煮込んでいた。

　沸騰させた湯に料理酒、チューブの生姜しようがを投入したものだ。味付けのベースは塩。黄金色のスープが今まさに誕生しつつある。

　ユウはメインディッシュ担当だった。

　野鳥の肉を煮込むだけでは、やはりさびしい。

　もどした乾燥シイタケ、春雨、収穫したばかりの葉物あれこれ、いかにも高級そうな昆布も放り込んである。野鳥肉ジビエなので癖が強いかもと、それに対抗できそうなクレソンも入れた。河原に生えていたのを見つけたのだ。

　その作業をアインが面白そうに見守っている。

「ユウは手際がいいな。わたしは肉を焼く程度しかできない。尊敬するぞ」

　アインほどの美少女にまじまじと注目されている。

　エキゾチックな美貌と強い目力が間近にある。落ち着かない。胸のどきどきを悟られまいと、ユウはつぶやいた。

「近い将来、実家を出ると思ってたし、栄養にも気を遣いたいからさ。自分でいろいろ作るようにしてたんだ。うちは母さんも父さんも食べるのが好きで、料理のこともいろいろ教えてくれたよ」

　今はひょろひょろの一いち之の瀬せユウ。筋トレの類たぐいはしていない。

　体が育ちきる前に筋肉が発達しすぎると、成長が阻害されるからだ。フィジカルは身長がのびきってから鍛えはじめるもの。それまではしっかり寝て、バランスよく栄養を摂とることが最良のトレーニング──。

　一方、アインは不思議そうだった。

「日本国ではたしか、成人するまで親元にいる習慣ではなかったか？」

「僕はサッカーでプロになるつもりだったんだ。試験に合格して、浦うら和わのユースに所属してたし。東京以外のチーム──それこそ海外にだって行くかもしれないだろ？」

「さっかあ？」

「うん。どこかにボールがあったら、実際にやってみせるよ」

　きょとんとしたアインへ、ユウは言った。

　東京を出るまでは愛用のボールもいっしょだった。が、『転進』という名目のあわただしい撤退中に行方不明となった。ずいぶん長い間、ボールを蹴ってない──。

「ひさしぶりだよ、この匂い！　飯が炊けてきたぞ！」

　伊い集じゆう院いんが心底うれしそうに叫ぶ。

　白米の香り、炊きあがる直前のなんとも言えない芳香がただよってきた。




「やべえ！　炊きたての白飯、ひさしぶりすぎてやばいぞ！」

「夢にまで見ましたっ。次は絶対、海の苔りを巻いておにぎりにしましょう！」

「ううっ。ご飯だけなのに何でか泣けてきちゃうよ……！」

　日本の主食をほおばって、アインをのぞく全員が感激していた。

　アリヤも生まれと育ちは日本なので、味の好みはユウたちとそう変わらない。紙皿に盛ったご飯を割り箸でぱくぱく口に運んでいる。

「ベーコンのジャンクな美お味いしさがまずいです！　贅ぜい肉にく製造器みたいな脂にやみつきになりそうで、たまりません！」

「ソーセージとかハムがなつかしいよねえ、ほんと」

「キジ鍋の出だ汁し、うめえ！　肉もちょっと硬いけどイケる！　て言うか、まともな肉がひさびさすぎて、何か脳内物質がバキバキ分泌されてる！」

「ユウ先輩、何気に肉のつみれまで作っててナイスです！」

「調味料もたくさんあったから、胸肉を包丁で叩たたいて、味み噌そとか生姜しようがで味付けしてみた。鍋の出汁にうどんを入れる準備もしてるけど……みんな、まだ食べられる？」

「食べますよ！　それ絶対に美味しいやつじゃないですか！」

「うどんのあとは雑炊だ！　大丈夫、オレの胃袋にはまだまだ余裕がある！」

　長らく欠食児童であった中学生三人──。

　大騒ぎしながら、本当によく食べた。ペットボトルの麦茶とウーロン茶もよく飲んだ。昔はどこにでもあった飲料がひどく美味しい。

　はしゃぐ三人に対して、アインはずっと落ちついていた。

　大いに食べるユウたちを慈愛深いまなざしで見守りながら、なかなか器用に箸も操り、ゆっくりと食事していたのだが。

　〆の雑炊のあと、ユウが差し出した一品で豹ひよう変へんした。

「こ、これは──!?」

「甘いの欲しいって言ってただろ？　どう？」

　桃缶を開けて、シロップといっしょに器へ移した。

　目を輝かせたアイン、果肉をかじり、透明な液体も一口飲んで──急に顔をうつむかせてしまった。どうしたのかとユウは不安になったのだが。

　アインは肩をふるわせながら興奮し、口元をにやけさせていた。

「ふ──ふふふふ。何だ、この天上の甘露もかくやという果実は……？　もしかすると前世で口にした全ての食べ物より美味かもしれないぞ、ユウ！」

「って、缶詰開けただけだよ!?」

「言っただろう、わたしは甘いものが大好物なんだ！」

　アインは満面の笑みで、高らかに宣言する。

　またしてもユウは『どきっ』とした。歓喜の想おもいをはじけさせたアインがまぶしくて、つい目をそらしてしまう。

　するとアイン、ずいっとユウの顔をのぞき込んで、花のように微笑する。

「未来の妻をよろこばせようとする心遣い……たしかに受け取ったぞ」

「待った！　僕たちの関係性、いつのまにか変わってない!?」

「いいじゃないか。あなたとわたしの間に『運命的な何か』があると、ここ数日で一層強く感じるようになったんだ」

「アリヤと伊い集じゆう院いんも何か言ってやってよ、このお姫さまに！」

「ま、アインさまがそうしたいなら、いいんじゃね。一いち之の瀬せもヤじゃないだろ？」

「たしかにユウ先輩の方が見劣りしますけど、そんなカップルよくいますし。何ならバージンロードの介添人、やってあげてもいいですよ」

「ふたりとも、もうちょっと真剣に！」

　大騒ぎしながら、夜は更けていった。

　ホームセンターのなかで商品の布団を拝借して、就寝。ぐっすり眠ったあとはのんびり朝寝坊して、遅い朝食──。

「ユウ先輩！　これ、おにぎりじゃないですか!?」

「昨日の夜、アリヤ後輩が言ってたからか！」

「うん。具はツナマヨ、あと缶詰の焼き鳥とかスパムとか。そっちは味み噌そを塗って焼きおにぎりにしたやつ」

「昨日の夜の言葉、撤回します！　アリヤのお婿さんにしてあげます！」

「クロエの娘よ。言っていいことと悪いことの区別はつけておくべきだぞ？」

　昼は贅ぜい沢たくにミネラルウォーターをたっぷり使い、素そう麺めんをゆでた。

　サバの水煮缶を麺にぶちまけて、チューブの生姜しようが、白ゴマ、味み噌そも加えて混ぜる。ずるずるとみんなでかっこんだ。

　食後は豆からコーヒーを淹いれて、まったりモードで一服。

「もう何ヶ月もきつかったからなあ。ここでちょっとのんびりするか……」

「いっぱいの食糧も全部は持ってけないですしね……」

「じゃあ、せっかくだから時間をかけて何か作ろう。小麦粉に薄力粉もあるし──餃子ギヨーザの皮とかもいけるな……」

「先輩、たしかホットプレートもお店にありましたよ！」

「ソーラー充電のポータブル電源もある！　焼きまくるぞ！」

　夕食はなつかしの中華。醤しよう油ゆラーメンと餃子。

　インスタントの乾麺をゆでて、彩りにフリーズドライの野菜を載せた。

　アインがまたキジを獲とってくれたのでチャーシューもある。胸肉を糸で丸め、料理用のジッパー付き袋にいれて沸騰したお湯に沈める。ちょっと加熱したら一時間放置。低温調理の真ま似ね事ごとだった。ゆっくり熱を通すことで肉がぱさつかず、ジューシーな食感になるのだ。

　残りのキジ肉はふたたび包丁で叩たたいて、挽ひき肉にくに。

　チューブのニンニクと生姜も加えて、お手製の皮でつつんで焼いた。

「ひさしぶりに自分でご飯を作れて、すごい満足感があるよ……」

「レトルトやインスタントにいつも文句言ってたからなあ、一いち之の瀬せは」

「伊い集じゆう院いんはおなか空すいたとき、サラダ油とか小袋のマーガリンを直じかに舐なめていたよね。あれにはちょっと引いた」

「おいおい。油の満足感はバカにならないんだぞ？」

「あっ。肉以外にも、スイーツ風餃子まで用意してあります」

「く──っ。何だ、このたくさんの甘味の数々は!?　どれもこれもちがう味わいで、まるで宝石箱のような……！」

「チョコを入れたやつにドライフルーツとジャム……こっちはミルクチョコレート、缶詰のパインやピーチまで……。あるもので細かく工夫する気遣いに、正直、胃袋をわしづかみにされそうです」

「ねえアリヤ。アインが怖い目つきになるから、変な冗談はやめてくれる？」

　その翌日もユウたちはのんびり、まったりと過ごしていた。

　今までの反動だろう。なんとなく腰が重くなって、居心地のいいオアシスを離れる気になれなかったのだ。

　だが、アリヤの見つけた京都ガイドブックで空気が一変した。

「見てください、これ！　もうちょっと車で行ったあたりに、源泉かけ流しの天然温泉があるらしいですよ。ちゃんとしたお風呂に入れるかも！」

「ほう？　朗報だな。実はわたしも沐もく浴よくを欠かしたくない質たちなんだ」

「でも、ああいうのってポンプで汲くみあげてるんでしょう？」

「自然湧出の湯なら大丈夫かもな……。あと電動のポンプのところでも、発電機つなげて、どうにか工夫できればチャンスあるぞ！」

「その意気やよしだ、伊い集じゆう院いん。わたしもできるかぎりのことをしよう！」

　お湯とタオルで体を拭うなどして、なるべく清潔にはしていた。

　しかし、水は飲食に欠かせないので、ドラム缶風呂を自作するのもためらわれ、本格的な入浴はずっとおあずけだった。

　というわけで──

　積めるだけの食糧をライトバンに載せて、ユウたちは出発したのである。

　無人の温泉街へ到着したのは、その数時間後。人っ子ひとり見かけない田舎街での天然温泉探しがはじまった。




「ふわあ……お湯のなかで一生こうしていたい気分です……」

「うん。たしかに湯殿はいいものだからな。アリヤの気持ち、わかるぞ」

　アリヤとアインがくつろいでいる。

　京都中部の奥まったあたりにひっそりたたずむ温泉施設。

　源泉かけ流しの露天風呂につかり、ゆったりと湯を満喫中だった。ここまでこぎつけるのに苦労もしたが、今となってはささいなことだろう。

　もっとも、さすがにみんな裸ではない。水着を着ていた。

　アインはチェック柄のフリル付きビキニ。

　十分以上に発育し、ＢＷＨの出るべきところは出て、ひっこむべき部位は肉付きのうすいクローンエルフ。目のやり場に困るほどスタイル抜群であった。

　そしてアリヤ。黒いワンピースの水着、と思いきや。

　背後から見ると、背中側の生地はすくなく、ビキニのよう。レースの下着めいたデザインでもあった。それを最年少のアリヤが着ている。

　どこか背徳的にも思えて、ユウは女子たちから視線を外した。

　ユウと伊集院も水着着用でいっしょにつかっているのだ。

「うわあ。すっかり体がふやけちゃったよ……」

「風呂上がりに今度はコーラ飲もうぜ。この間見つけたミニ冷蔵庫を充電して、ばっちり冷やしてある……」

　男ふたり、全身を湯にひたす快楽でぼーっと夢見心地であった。
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　最初は男女交代で入浴していたものの、みんなが何度も入りたがるので、混浴制に切りかえたのだ。

　ここは岩盤浴や、温水プールもそなえた施設なのである。

　販売コーナーから水着を拝借して、今は男女四人でまったり同じ湯につかっている。不意にアインが声をかけてきた。

「ところでユウ、わたしの体をついにじっくり観みた感想はどうだ？」

「ノーコメントっ。答えに困ることを訊きくのはやめて！」

「オレだったら正直に言っちゃうけどな。いい機会だし」

「でもユウ先輩、アインさんよりアリヤの水着をよく観ていませんか？　実は成熟した女性の体に恐怖を感じる性癖とか……？　やっぱりアリヤのお婿さんになる方が、幸せになれるんじゃありませんか？」

「そ、そういう変な冗談も本当にやめてね！」

「そうだアリヤよ。王族の持ち物を狙った盗賊は、手を切り落とす決まりだぞ？」

　凜り々りしくも凄すごみのあるアインの視線を向けられて──

　アリヤは小悪魔っぽく微笑ほほえんで、すこしだけ舌を出した。それから肩まで湯につかり直して、ぼんやりとつぶやく。

「案外、アリヤたちだけでずっとこうしている方が幸せかもしれませんね。人が大勢いるところに着いたら、まためんどうに巻きこまれそうですし……」

　ユウたちは知る由もなかった。

　今の言葉がまさか、予言になるなどとは──。





　　　　４






「とっくにわかってたことではあるけど。実際に見ると衝撃だよね……」

　三号フレームのなかで、ユウは暗くささやいた。

　五月さつき山やまや箕みの面お山やまは、大阪府内でもだいぶ北に位置する里山だ。その上空、高度四〇〇メートルから南西の方角を眺めている。

　半年前なら、一大都市圏を一望できたはずなのだ。

　大阪市を中心に、平野部にめいっぱい道路と建物が増殖しつづけたメガシティ。だが現在、そのほとんどが水没していた。

　海──大阪湾に浸食されて、大阪平野はほぼ海中に沈んでいるのだ。

　高空からだと、神こう戸べや姫ひめ路じ市の沿岸部まで海水に呑のまれたことが一目瞭然。やはり関西の都市圏も崩壊していた。東京の首都圏と同じように……。

　呆ぼう然ぜんとするユウにメッセージがとどいた。

『ママが言ってました。去年の九月──東京と日本政府が崩壊した三ヶ月後に〝水と風の呪い〟が関西にもかけられたって』

『台風みたいな大雨と海水の浸食が何十日もつづいたアレか……』

　アリヤと伊い集じゆう院いんだ。ＨＭＤゴーグルをかけ、三号フレームの視覚情報を共有している。ふたりとも唖あ然ぜんとしており、声に力がない。

　ユウは視線を北東方面にも向けてみた。

「京都の方も水でいっぱいだ」

『淀よど川がわ水系が大増水して、京都盆地もため池状態になったんだ。うわあ。大阪平野から京都市の方まで、完全に海とつながってるよ……』

『新大阪湾……いえ。もう新関西湾とか呼んだ方がいいかもですね……』

　三号の望遠カメラも起動させて、みんなでため息をつく。

　前から考えていたアイデア、ユウはつぶやいた。

「いっそさ。僕ひとりで飛んでいって、九州とか北海道の様子も見てこようか？　三号のスピードなら半日もあれば──」

『やめとけ。前も言ったけど、長時間の稼働はちっと不安だ』

『そうですね……。今までの最長記録は初戦闘での一五分四二秒。いきなりのロングフライトで人体実験するのはアリヤも反対です』

　仕方なくユウは降下をはじめた。

　反重力リフター特有のなめらかな飛行で、東京のスカイツリー展望台にも等しい高度からあっさり低空にもどってきた。

　大阪府豊とよ中なか市──。新興のベッドタウン。

　丹たん波ば高地の山々も近く、緑も多い。この市の半分以上が水没していた。

　以前は大阪国際空港も擁して、空の玄関口でもあった。その『跡地』、かつての滑走路にユウは降りてみた。

　浅瀬である。三号の膝下まで海水につかっている。

　小魚がユウの足下を通り抜けていった。もう一キロほど北──北緯三〇度あたりまで行けば水はなくなる。

　京都府・大阪府・兵庫県をまたぐ北緯三四・四七度の線。

　このラインこそが『新関西湾』と陸地を隔てる海岸線なのだ。

　……ユウはふたたび飛び立った。

　三号フレームの光学迷彩もオン。黒と金色の装甲をまわりの景色に同化させ、視認性を極小にする機能だ。

　急加速用の空気流ジエツトストリームは使わず、慎重に飛行中。

　おかげでほぼ無音。ほんの五キロだけ北北東へ移動し、一軒家とアパートばかりの住宅地にこっそりと着陸した。

　そこに仲間たちのライトバンが待っていた。

　また──決して多くはないが、道ゆく通行人もちらほらといる。

　そう。このあたりは『無人の街』とはちがう。ユウは光学迷彩オンのままライトバン車内に入り、ようやく着装を解いた。

　面倒を避けるため、三号フレームは人目にさらさない方針なのだ。




　舞まい鶴づるを旅立ってから、一週間が経たつ。

　寄り道・休養しながら山岳エリアを越え、今朝早くに兵庫県の川かわ西にし市までやってきた。丹波高地の出入り口とも言える地域だ。

　このあたりから、すこしずつ人間を見かけるようになった。

　だが、ユウたちのライトバンを胡う散さん臭くさげににらんだり、あからさまに警戒したりで友好的とは言いがたい。

　見回り中の小グループもいた。何人かは猟銃を所持。

　あちこちの建物で窓ガラスが破られ、ドアも壊されていた。まるでスラムだ。

　……やけに物騒な雰囲気。そこでユウたちはまず水際まで進み、空から情報収集したのである。集音マイクで『下界』の音も録音した。

　停車したライトバン内部では、その成果が再生されていた。

『聞いたか？　今朝、見かけない車が走ってたんやて』

『まさか救助隊!?　……なわけねえか。どこからか逃げてきた余よ所そ者ものだろ、どうせ』

『ま、俺たちもほとんどそうだけどな。あ、あんたは地元民か』

『とにかくな。外からの助けなんか当てにせんと、街の人間だけで生活を立てなおさんといかん。よそから来たのがおとなしい連中ならええけど……』

『盗みをするようなやつなら、また痛い目に遭わせないとダメかもな……』

　男性数名による会話の端々に交じる剣けん呑のんさ。

　運転席の伊い集じゆう院いんはひととおり聞いて、ため息をついた。

「この辺って宝たから塚づかとか箕みの面おの高級住宅街も近いはずだろ？　なのにそういう雰囲気じゃないと思ったら、外から来た人間ばかりなんだな」

「悪さする人、多かったんでしょうね。街の平和は自分で守る自警団のノリですよ」

　感心した面持ちで、アリヤもつぶやいた。

　その横でアインが八九式小銃を手に取り、きっぱりと言う。

「いずれにせよ、直じかに情報を聞き出したいところだな。人の多いところへ行こう。今度はわたしたち全員で」

「ってアイン、銃を持っていくの!?」

「こういう空気の街で武器を手放すのは、賢い選択ではないぞ？」

「ううっ。二一世紀の日本なのに、西部劇みたいです……」

　経験豊富な戦士らしい言葉にユウは驚き、アリヤがぼやく。

　人目のつかないところにライトバンを隠し、四人は徒歩で、人通りの多いあたりへ進んでいった。

　モノレールの線路と高架線が並行して、東西にのびている。

　その下道がちょっとした繁華街になっていた。車両が入れないように道を封鎖し、屋台や露店をたくさん出している。

　道路沿いには、大学の広いキャンパスまであった。

　そして、ユウたちはひさしぶりに一〇〇名以上の人間を見た──。

　何かを売り買いしたり、ぶらぶら歩いていたり、立ち話をしたり、飲み食いをしていたりとさまざまな人がいる。

　雰囲気が悪いせいか、女性と子供はあまりいない。男ばかりだった。

　そのなかに四人で入りこみ、きょろきょろと目配りする。

「ちょっとした街だな、こりゃ！」

「もっと難民キャンプみたいな感じかと思ってました！」

「あっ。あそこで野菜を売ってるよ。って、キャベツ一個で五千円!?」

　ユウはある店にすぐ目をとめた。

　とある露店で、野菜を詰めたダンボール箱をならべていたのだ。が、箱にでかでかと貼られた値札代わりの紙には、法外な価格が書かれていた。

　伊い集じゆう院いんとアリヤもあきれていた。

「あっちじゃポテトチップスが一袋七千円、板チョコ一万円だぞ」

「刃物をずらっとならべた屋台で、出刃包丁が五万三千円です。値付けがもうメチャクチャな感じですね」

「いくさで物がすくなくなると、値が上がる。乱世の慣らいだな」

　アインは納得顔でうなずいている。

　がやがやとうるさい場所でもあった。関西弁以外にも標準語も耳に入ってくる。だからユウたちがちょっと騒いだ程度で目立つはずないのに。

　いつのまにか喧けん噪そうはしんと静まり、人々の注目がこちらに注がれていた。

　特にアインとアリヤ、あからさまに耳の長い女子ふたりへ。

「……エルフの女だ。かわいい顔してるわ」

「……バカ。外側だけや。向こうのバケモンの同類だぞ」

「……全部あいつらのせいで無む茶ちや苦く茶ちやになったのにな……」

「……ちょっと話を聞かせてもらわんといかんなあ。銃まで持っとる。この間の連中みたいに、悪さをしでかすんじゃないか？」

「……いや。あそこから偵察しに来たんじゃねえか？」

「……!?　怪物どもをここに呼ぶかもしれないぞ！」

　舞まい鶴づるにも武たけ田だ士長のような連中がいた。

　しかし今、ユウはあれとも別種の危うさを感じていた。

　ほのかな敵意と警戒心に満ちたひそひそ話。アリヤとアインを見つめる視線は、どれもねっとりと粘性のものだ。

　アリヤがおびえて、アインのうしろに隠れる。

　クローンエルフの少女はアーモンドの形の瞳を大きく開いて、まっすぐ堂々と群衆を見まわしていた。

「あんたら、ちょっとこっちに来てくれよ」

　人のよさそうなおじさんが話しかけてきた。

「いくつか質問に答えて欲しいんだ。ここじゃみんなの邪魔になるから、あっちの奥で。その物騒なやつはここに置いて、な？」

　アインが肩にさげている八九式小銃。指さしながら、おじさんは笑う。

「何か言ってよ、お姉ちゃん。それとも、日本語話せないのかい……？」

　作り笑顔だった。おじさんの目は笑っていない。

　うわべだけはにこにこ。その実、必要以上の警戒心が見て取れる。アインは鷹おう揚ようにおじさんと対たい峙じしていたが、あくまで気は抜かない──

「きゃあっ!?」

　アリヤの悲鳴。肩をつかまれたのだ。

　集まった男たちの数名がハーフエルフを横から引っぱり、強引に突きとばして、どこかへ連れ出そうとしはじめた。

　不安と恐怖でアリヤは顔を引きつらせ、抵抗もできない──。

『ユウ。事を荒立てたくはないが、むずかしいかもしれない。万一のときは……』

『わかった。どうにかしてみる！』

　アインとの情報連結コムリンク。ユウはもう三号フレームを使ってもいいという気持ちで仲間のそばへ行こうとした。

　……だが、それよりも早く。

「わああっ!?」

　集まった男たちの一部が急に散っていく。

　彼らの頭上に、人間ひとりが空から墜おちてきたのだ。

　どこから飛び降りたのかは不明だが、十代後半の女子だった。

　着ていたコートらしき衣服の裾をばさりと羽のように広げ、なんとも目立つ姿で地面に降り立った。あざやかな着地である。

　みんなが注目するなか、彼女は足を痛めた様子もなく立ちあがり──

「はいはい。バカなことはやめて解散しなー」

　緊張感のない、明るい声で呼びかけた。

　女物の和服を着ている。はじめユウはそう思った。

　だが微妙にちがう。タンクトップにデニムのショートパンツを身につけ、その上に振袖をコートのように羽織っていた。

　白地に牡ぼ丹たんの花柄をめいっぱい描いて、すばらしく華やかな振袖であった。

　しかも髪の毛を真っ赤に染めて、ポニーテールにまとめている。

「それともおっちゃんたち、なつきさんの〝おねがい〟が聞けないのかな？　怪物退治、もうやったげないよお」

　目立つどころか悪目立ちする格好の彼女、むしろ顔立ちは可愛かわいらしい。

　そして、これ見よがしに武器を所持していた。刀──日本刀を収めた鞘さやにベルトを取りつけて、背負っていたのである。





　　　　５






　一五分後。ユウたちはさっきと真逆の場所にいた。

　例の大通りに面した大学のキャンパス内。とある校舎の三階。コートよろしく振袖を羽織った少女が案内してくれたのだ。

「波は多た野のなつき、一七歳、元女子高生。よろしくねえ」

　愛あい嬌きようあふれる笑顔で、なつきは名乗った。

　三人掛けのソファを独り占めして、行儀悪くあぐらをかいている。素足がむき出しなので、まぶしい脚線美があらわである。

　かつては大学の教室だったはずの部屋、かなり広かった。

　ただし、授業用の机やイスはなく、テーブルやソファ、座椅子などを置き、大きな絨じゆう毯たんも敷いて、何人もくつろいでいる。どこで調達したのか拳銃や自動小銃、金属バットに鍬くわなどが置いてあるのは時節柄というところか。

　みんな女性なので、ユウは訊たずねてみた。

「ここ、外とちがって女の人が多いですよね？」

「そうそう。最近は物騒だからねー。身を守る必要のある人たちで集まって、みんなで助け合ってるのさ！　なつきさんは用心棒ってわけだ」
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　このキャンパスで見かけた人の半分以上が女性だった。

　さらに言えば外国人も多かった。褐色や黒など肌の色もさまざま、髪の色もさまざまで無国籍な印象すらある。

　なつきは皮肉っぽく肩をすくめて、窓の外へ視線を投げた。

　彼女の占有するソファは窓際にあり、ちょっと横やうしろを向くだけで外の様子を確認できる。三階なので見晴らしもいい。

「外のおっちゃんたち、街を守るつもりなのはいいんだけどさ。ちょっと目立つ人や女の子へのおいたがすぎるときもあってねー。悪さしないか、ここでよく見張ってんの。そしたら君たち──なんとエルフさんが来ちゃったんでね。絶対何かあると思ったら案の定」

「ありがとうございます！　おかげで助かりました！」

　アリヤが勢いよく礼を言う。それだけ怖かったのだろう。

　対してユウは、ひそかに首をかしげた。ここから見張っていた。まさか、そのまま飛び降りたのだろうか？　校舎三階の窓から……。

　得体の知れない元女子高生。伊い集じゆう院いんは無邪気に〝よいしょ〟していた。

「いやほんと、ちょっと声をかけただけで外の連中、解散しちゃって……。なつき先輩はすごい人なんスねえ」

「いやいやいやいや。それほどでもないけどね！」

　誉ほめそやされて、なつきは謙遜した。

　ただうれしいのか、顔が思いっ切りにやついている。感情がすぐ表に出る人らしい。にやけながら彼女は、アリヤとアインにウインクした。

「ま、ちょーっとだけ下心もあったし」

「よければ聞かせてもらおう。恩義にはできるかぎり報いたい」

　すかさずアインが言う。クローンエルフの『姫』はソファに立てかけられた日本刀をちらりと見た。なつきが背負っていた武器だ。

「さっきの一幕を見るに、あなたはこの集落でも傑出した戦士のようだしな。そういう英傑とは是非、持ちつ持たれつでいきたい」

「ははは。ありがと。たしかになつきさん、結構強いんだけどねえ」

　自画自賛してから、なつきは悲しげに言う。

「そうじゃない人……特に病人とかお年寄り、子供は何かあるとあっけないくらいにすぐ亡くなっちゃうんだよね。この街、慣れない畑仕事や漁とか狩りで食べ物はどうにかして、浄水プラントで最低限の水は確保できてるけど。薬や医療品の備蓄がねえ……。九州の臨時政府は本土のうちらを見捨ててるし。最近じゃ無線もつながらなくなった」

　なつきは『お手上げ』とばかりに万歳した。

「腕っぷしじゃどうにもできないことだらけ。困ったにゃーと途方に暮れてたら、うわさを聞いたんだよね。大阪湾かどこかにエルフさんばかりの島があるって。……もしかして君たち、そこから来た人？」

「もしそうなら、どうする？」

　アインに問われて、人なつっこい元女子高生は即答した。

「なつきさんとそのお仲間も、帰るときいっしょに連れてって♪」

「よし、承知した」

「へえ！　まさかの二つ返事。本当にいいのー？」

「そうですよアインさん!?　アリヤたちの一存で決められることじゃ──！」

「いいではないか。エルフの都で受け入れてもらえないのなら、ほかに安住の地を捜してやればいい。われらの才覚のおよぶかぎり、全力を尽くして」

　軽やかに、そして颯さつ爽そうとアインは言い切った。

「これでも、かつては王道を歩んだ者の複製体だ。困窮する民を見捨てたとあっては『母』に顔向けできん。……無論、全ての人々を救えるはずもないが。せめて道すがらに縁のあった者だけでも、何とかしてやりたいではないか」

　気負いも力みもなく、アインはこともなげに笑う。

　それがユウにはひどく痛快で、うらやましいほどだった。こんなにも善行を為なすことに躊ちゆう躇ちよしない人がいるなんてと。

　しかし、それはそれとして。ユウは訊たずねた。

「あの、すいません。今なつきさん、無線がつながらないって言いました？」

「そうそう。この辺はクリーチャーもすくなくて、割と安全だったのにさ。近くに出るようになったの──あの蜃しん気き楼ろうのお城。おかげで電波障害が起きて、無線のやりとりもできなくなっちゃった！」

　あっけらかんと、なつきは語った。

「怪物たちとの遭遇率も上がって、最近は街中でも安心できないのさ！　それでおっちゃんたちもピリピリしてんの！」

　カンカン！　カンカン！　鐘を叩たたく音が聞こえてきた。

　まさに警報のようで──なつきが表情を引き締め、日本刀を手に取った。




「うわあ。海から触手がうにゃうにゃと。何本あるんだよ!?」

「空撮中のドロイドがカウントしています。すでに数えただけでも一五二本。げんなりする数ですね……」

　校舎の屋上で、伊い集じゆう院いんとアリヤが口々に言う。

　ＨＭＤゴーグルをかけ、拡張ドロイド《ＭＵＶバンブルビー》の空撮映像をチェック中だった。対してアインは屋上から街の様子に見入っていた。肉眼である。

　だが、十分すぎるほどに状況は確認できた。

　──海から白い触手が、数え切れないほど這はい出でているのだ。

　びっしり吸盤がついており、うねうね蠢うごめいている。蛸たこやイカなど軟体動物の腕に酷似していた。

　この触手が海辺の建物や居合わせた人間を──無差別に巻き取っていく！

　木造家屋はぐしゃりとかんたんに握りつぶされた。コンクリート製の建造物も、電柱くらいなら『バキッ』と折られてしまう。

　そして人間は、なぜかカラカラに干ひ涸からびていた。

「精気を吸う怪物……クンバンダの一族が海にひそんでいるな」

　アインはつぶやいた。

　迎え撃つ『街』側は苦戦していた。

　アリヤをつかまえた荒っぽい男たち、ライフルや散弾銃、軍でも使っていた八九式小銃などまで持ち出して、あちこちで触手を銃撃している。

　──触手は丸太のように太かった。

　銃弾を浴びせれば、白い肉が豪快にふきとぶ。大きな穴も開く。だが穴だらけになっても触手はかまわず動きつづけるのだ。

　すさまじい生命力を見せつけながら、近くにいる射手を巻き取ってしまう。

　男たちはあっというまにカラカラの干物になっていった。

　それでも戦うしかない迎撃サイド。接近戦を仕掛ける猛者もいた。

「おお。連中が着てるのｎ型、通常型ノーマルのエキソフレームだ！」

　伊い集じゆう院いんが気づいた。

　ａ型──アスラフレームよりもずんぐりむっくり体型、樽たるに手足をつけたような強化戦闘スーツの戦士が数名いる。

　飛行はできないがパワーアシスト、内蔵武装などの機能を有する。

「あんなの持ってるってことは……国防軍の生き残り、元特殊部隊か!?」

　彼らは鉈なたのようにぶあつい戦闘用ナイフで触手に斬りかかる。

　明らかに訓練を受けた者の動き。すばやく、無慈悲な一撃で触手を断ち切っていく。三号と同じ機能で高周波ブレード化しているようだ。

　しかし──断ち切られても尚なお。触手は動きを止めなかった。

　生きた大蛇のようにうねうねとした動きを止めず、ナイフの使い手に巻きつき、無数の吸盤を押しつけてくる！

　とはいえ、超弾性チタンの装甲に守られて、精気を吸われた様子はない。

　触手に巻き取られながらも、必死にナイフを振るって応戦中。だが逆に、あざやかに敵をいなす剣客もひとりだけいた。

　彼女の活躍に気づき、伊い集じゆう院いんは叫んだ。

「うおおっ！　すばやすぎて気持ち悪いぞ、なつき先輩！」

　白地に牡ぼ丹たんの花をあしらった振袖がコート代わり。

　日本刀を手に、蝶ちようのように飛びまわるサムライ女子──波は多た野のなつき。威勢のいいかけ声と共に、右に左にと跳躍を繰りかえす。

「たっ！　よっ！　ほら遅い！」

　明朗快活、修羅場にあっても笑顔のなつき。

　ぴょんぴょんイナゴのようにジャンプして、常に自分の居場所を変える。触手が襲ってきたときにはもう、数メートル先に跳んでいる。

　動きが速すぎて、ときどきワープしているようにも見える。無数の触手をすり抜けて、いまだ無傷。それだけすばやいのだ。

　しかも、いつも完璧な操刀で烈はげしい斬撃を繰り出す。

「ははっ！　斬っても斬っても切りがないなー。なつきさん、目立つのも傾かぶくのも大好きだから、よろこんでお相手しちゃうけど！」

　彼女の刀が縦横ななめに走るたび、触手は両断される。

　切りつけるだけでは動きを止めないクリーチャーの肉体。だが、波多野なつきは同じ触手に斬撃を浴びせつづけ、長さ一メートル以下の肉片に変えてしまう。

　触手は地面に落ちて、びちびち跳ねまわる。

　だが、このサイズでは人間相手に巻きつくこともできない。

　こんな荒技を可能にするのが、なつきの剣さばき。鋭く、速く、動きまわる触手へ的確に刃筋を立てて、打ち込んでみせる。

　ぬらぬらした体液で、ひどく剣がすべりやすいにもかかわらず。

　もちろん──そんな彼女には、あらゆる方位から無数の触手が迫ってくる。

「なつきさんはこっちだよ？　追いつけたら甘酒でもあげようか！」

　自分の命が賭け金だというのに、はじけるように笑う。

　命がけの遊びを楽しみ、赤毛と振袖と日本刀で派手派手しく装う傾奇かぶき者もの──。剛胆きわまりない波多野なつき。

　アリヤは彼女のある点に注目していた。

「あのお姉さまの刀、軍用の単分子ブレードですよ！　切れ味いいはずです！　動きもすごいですけど、一体どういう人なんですか!?」

　そしてもうひとり、尋常ならざる戦士がいた。

　陽光を浴びれば黄金に輝く──漆黒の鋼。三号フレームをまとう一いち之の瀬せユウ。東に西にと飛びまわり、奮戦していた。

　高周波をまとわせた手刀で、超音波を放つ掌打で、全てを薙なぎ倒たおす空気流ジエツトストリームで。

　触手どもを切り裂き、打ち砕き、ふきとばす。

　だが、こんな各個撃破ではあまりに時間がかかりすぎる──。

「先輩！　空撮ドロイドが全ての索敵と目標設定、完了させました！」

『わかった！　福音ゴスペルを頼むよ、アイン！』

　情報連結コムリンク。ユウからの要望に、アインは即答した。

「よし。やり方はもうあなたにまかす。好きなようにやれ！」




　満を持して、ついにユウは空へ駆けあがった。

　空撮ドロイドからの情報で、すでに照準設定も完了している。目標は海中から這はい出でてきた触手、なんと一〇六二本──。ただし。

「伊い集じゆう院いん。なつき先輩の近くにいるやつらだけ、照準を外せる？」

『ど、どうしてだよ？』

「ドロイドをたくさん送りこむと、むしろ邪魔になると思う。あの人には広いスペースを自由に使わせてあげた方がいい」

『たしかにそうかもな！　オレやってみる！』

　波は多た野のなつき周辺の照準設定だけ、すぐに解除された。

　早い。伊集院はやはり、拡張ドロイドもふくむ機体の管理に秀でているようだ。さらに最も頼もしい仲間が待望のものをくれる──。




　──汝なんじ、自じ心しんの月がち輪りんに於おいて、金剛の形を思し惟ゆいせよ

　──覚かく者しやは言う。我、月輪の中に金剛を見ると……




　アインの美しい詠唱によって、腰のプレイホイールが回転を速める。

　可変ナノ粒子も三号フレームの全身から放出された。あのときと同じだった。トロウル兵たちを全滅させたときと。

「頼むよ三号……」

『先輩！　拡張ドロイド《ＭＵＶチャクラム》、起動しました！』

　アリヤの報告。計五〇〇〇体の金環型ドロイドが実体化。

　散り散りになって、地上へ急降下していく。

　金環の縁はブレード。高速回転しながら、難民の街のあちらこちらで白い触手を断ち切り、細切れにしていった。

　生命力すさまじい触手たちも肉片となれば、ついに活動を止める。

「わあああああっ!?　……あれ？　何で俺、助かってんだ？」

「何だ、今のは？　小さいのが飛んできたぞ……？」

「三号？　上を見ろよ。あれ、三号じゃないか!?」

「着装者三号！　おい、まちがいないぞ！」

　死を間近にしていた街の男たち──命拾いして、呆ぼう然ぜんとしていたが。

　いつのまにか空の一点、すなわち空中に陣取った三号フレーム＝一いち之の瀬せユウを指さし、凝視していた。

「あれ？　どうして見えてるの!?」

『当たり前ですよ。光学迷彩をかけても、戦闘機動するとオフになるんです！』

『いい、いい！　顔バレしなけりゃ大事にはならないだろ！』

『ユウ。なつきにすこし助太刀してやれ。もう刀が駄目なようだ』

　仲間たちと情報連結コムリンクしながら、ユウは加速した。

　旧大阪国際空港──。

　今や海水が押しよせ、浅瀬となった滑走路で波は多た野のなつきが孤軍奮闘していた。

　ひらりひらりと跳びまわりながら日本刀型の単分子ブレードを振るい、白い触手をひとりで八つ裂きにしていた。

　しかし、粘液のせいで斬れ味はだいぶ劣化している……！

　ユウは首の黄色いマフラー《聖骸布》をひとつかみ分ちぎり取った。神秘の布地はたちまち霊剣状態モード・エクスカリバーに変化する。

　その剣を振るい、ユウはなつきの背後に迫る触手を一刀両断した。

「おろ？　まさかの助すけっ人とさんかい？」

「差し入れです。よかったら、こっちを使ってください」

「……んー？　んんん……スーツの中の人、もしかしてうちの知り合い？」

　差し出された聖骸剣を迷わず受け取ったなつき。

　だが、不審そうに『着装者三号』を見つめている。しまった。声だとユウは気づいた。ボイスチェンジャーはこのための装備なのだ！

　ユウはあたふたと飛び立った。

　今度は沖合の方へ。海面をにらみ、ナノ粒子を放出しながら。

「アイン！　あれを使わせてよ。敵の本体を引っぱり出す！」

『よし。今こそ巨人の剛腕をあなたのものにしろ。存分に使いこなせ！』

　新たな拡張ドロイドの構築がはじまった。

　三号フレームと並行して飛ぶ『巨大な腕』だ。

　それはユウたちがアニメなどで見た架空の人型戦闘機械──巨大スーパーロボットなどの腕と同様のサイズ、外観であった。

　拡張ドロイド《ＭＵＶパペットアーム》。

　ナノマシンで形成された多機能無人機械Multi-Function Unmanned Vehicle。

　巨人の肘から拳こぶしまでを切り取り、魔法をかけたようなものだ。着装者三号の命じるままに飛びまわり、手助けしろと。

　戦闘機と同じほどに大きく、全長一五メートル前後のサイズだろう。

　ユウは自らの拳を突き出しながら念じた。『パンチだ！』と。




　──巨大な鉄拳が超音速で急降下し、海面を強打する。




　水みず飛沫しぶきが盛大に上がった。

　だが標的は海水ではない。空撮ドロイドが上空から発見した敵本体。ずっと海底にひそみながら、一〇〇〇本もの触手を地上に送りこんでいた……。

　手応えあり。ロケットパンチは海底の巨大クリーチャーに痛打を浴びせた。

　そのままアーム型ドロイドに敵の胴体をわしづかみさせて、海上──ユウの待つ空中まで引っぱりあげさせる。

　海を割って出てきたのは、体長二〇メートルはあろう巨大イカだった。

『クリーチャー識別！　危険度Ａ、クラーケンです！』

　アリヤの報告を受けながら、ユウはとどめを放っていた。

　イカの胴体、そこには巨大かつ不気味な眼球がある。その目玉めがけて一直線に飛びながらの直じか蹴げり。さらに近接兵装・電磁接触。

　飛ひ翔しようの勢いを乗せた蹴撃と、超高圧電流による電撃。

　絶命して、ぐったりとしたクラーケン。アーム型ドロイドに放り出させる。今回もどうにか乗り切れた……。

　ユウは一息つきながら、南西方向の海と空を眺めた。

　望遠カメラも起動。現在位置から三三キロ離れた海上に敵拠点を確認。現れたウインドウには幻影の城《ポータル》が映っていた。

　水晶宮という趣の巨大建造物で、蓮れん華げの台座に載って、海に浮かんでいる。

　ステータスは『Aerial』。蜃しん気き楼ろう状態──。

「エルフの水上租界って、あの先にあるんだよね？」

『空撮ドロイドを飛ばして、位置を確認させようぜ！』

『ならば伝令の役目もまかせるといい。新たなアスラの担い手がまもなく往ゆくぞと、報しらせを持たせて、な』

『アリヤが文面を入力しておきます！』

　だが目的地の前に、ただならぬ脅威が立ちふさがっている。

　敵拠点《ポータル》の拡大映像を見て、ユウはため息をついた。




　差し入れの奇妙な剣を振るい、奮戦していた波は多た野のなつき。

　アクロバットか体操競技のごとき激しさでぴょんぴょん跳ねまわりながら、触手を寸断しつづけて、ついに無傷のまま生きのびていた。

「ふうぅぅ。今回はちっとだけやばかった」

　秘蔵の単分子軍刀がまさか粘液でやられるとは。

　尚なお、強化スーツの戦士《着装者三号》が貸してくれた長剣、すでになつきの手から消きえ失うせていた。謎すぎる品だ。実は愛剣以上に切れ味もよかった。

　だが、もっと驚いたのはさっきの声。

「あの頼りなさそうな子が仮面のヒーローなんて、人は見かけによらないねえ。なつきさん、ついにお仲間を見つけちゃったかも」

　目を凝らすなつき。数キロ先の沖合上空で《三号》が空中停止ホバリングしている。並の視力では点としても視認できないだろう。

　だが、なつきはしっかり目視していた。

「さっきの感じだと、向こうもまちがいなくナノマシン移植者……」
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　大阪湾とちがい、和歌山湾は『大撤退』前とさほど形を変えていない。

　その海上、かつて紀き伊い水道とも呼ばれた航路付近──

　北緯三四・〇度、東経一三四・五度。

　それが水上租界『那な由ゆ多た』の位置であった。四国と紀伊半島に挟まれた海の、どちらかと言えば四国寄りのポイントだ。

　海に浮かぶ浮体部分は、直径一〇キロもの円形。

　ここには雑木林、穀物の田畑が広がり、中心には高さ三〇〇メートルを超すタワーがそびえ立つ。内部は工場であり居住区だ。

　全て『水すい上じよう円えん浮ぶ提ていプロジェクト』の産物である。

　亡命エルフの賢人らによって運営される『賢人財団』が中心となり、日本の建築会社、海洋研究開発機構などとも提携して創設された。

　そして四月一日。月初めの早朝四時半。

　旧式の貨物船が人工島の埠ふ頭とうを離れ、出港していった。

「できれば、船出を見送る側でいたかったですねえ……」

　志し波ば十じゆう郎ろう太たはしみじみとぼやいた。

　三二歳。中肉中背。細面の顔にメガネをかけ、長くのびた黒髪をうなじのあたりで束ねている。ちなみに髪型は散髪を億おつ劫くうがった結果で、ファッションへのこだわりではない。どこにでもいそうな、地味な青年だった。

　服装もベージュの作業用ブルゾンにカーキ色のカーゴパンツ。野や暮ぼったい。

　船ふな縁べりの手すりパイプに張りついて、びくびく海を眺めている。

「敵の《ポータル》が陣取った大阪湾に乗りこんで、本土をめざすなんて……。途中でクリーチャーに襲われたらと、今から胃がきりきりしますよ」

「隊長が何を言ってやがる。しゃきっとしてくれなきゃ困るぜ」

　アレクセイ・ボロノフがあきれ顔でコメントした。

　クリーチャーに占拠されたカムチャッカ半島から逃れてきた。避難先の日本でまた同じ憂き目に遭い、今は縁あって水上租界『那な由ゆ多た』に身を寄せている。

　日露貿易の仕事をしていた関係で、日本語にも堪能。

　だが、彼のいかめしい顔つきと逆三角形の肉体、やけに手慣れた銃さばきを見て、『元傭よう兵へい？　それともマフィア？』と首をかしげる人間も多かった。

　実際、今も上半身は半袖のＴシャツのみで、胸板の厚みがよくわかる。

　古ふる強つわ者ものめいたボロノフへ、志波は精いっぱい訴えた。

「いやあ。ぼくは大阪湾──いや、もう新関西湾かな？　とにかく旧大阪エリアを突っ切るようなチャレンジ、すべきじゃないと思ってまして……」

「安心しろ。海上の《ポータル》を大きく迂う回かいするコースだ」

　ロシア出身の中年男は、地元民のように言い切った。

「何度も『新関西湾』を行き来した俺の経験を信じろ。このコース取りなら、まずクリーチャーは出てこねえ」

「そうですか。当てにさせていただきます」

「ま、いざとなったら、あんたの分も銃はある。期待してるぜ、元軍人」

「だから！　ぼくがいちばん当てにならないんですよっ」

　この船には、約二〇名もの人員が搭乗している。

　いずれも狩猟・操船・軍務などの経験者で、銃器や海に慣れていた。

　武器も全員分ある。ロシア製自動小銃ＡＫ47を水上租界の工房でコピーしたりと、『自衛』のために都合した品々だ。

　そして、志波十郎太は元・国防陸軍准尉──。

「腕に覚えなし！　ぼく、軍人と言っても事務方でしたからっ」

「その割にナダル理事……エルフのおえらいさんはあんたを買ってるよな。できたばかりの市民軍でも、部隊をひとつまかせるつもりなんだろう？」

「いやあ。うわさですよ、うわさ」

　ボロノフに言われて、志し波ばはあわてて否定した。

「大体、あの部隊に必要な人材がそもそもいないんです。だから、絵に描いた餅で終わる……はずだったんですけどねえ」

　志波はポケットから『クマバチ』を取り出した。

　本物ではない。ハチの姿を模した機械細工だった。精巧な金属製。電力と動力を主機から供給されれば、すぐにぶぅんと空を駆けまわる──。

「何だい、そりゃ？」

「《万魔殿パンデモニウム》シリーズの拡張ドロイドです。一二体いるアスラさまには陸の王と海の王、そして空の王がいましてね。空担当の王様に直属する機種です。こいつの持ち主と、正体不明のＶＩＰから便りがとどきまして……」

　彼女らを必ず迎え入れよ。

　そう厳命されて、志波は送り出された。




　地上人ヒユーマンの船が行き来する地上世界の海。

　その海上に『蜃しん気き楼ろうの城』がある。海に浮かぶ台座部分は直径一キロもの巨大さで、蓮れん華げの形をしていた。

　そして、台座に載るのは透きとおった青水晶の宮殿。

　壁も柱も天井もことごとく水晶製。もちろん建材に使える鉱物ではない。が、その程度の問題は、傑出した魔術師であれば容易に解決できること──。

「ひさしいな、獅し子し座ざの門主どの」

「ごきげんよう、クアルダルド。旋風の門主をお迎えできて光栄だわ」

　水晶宮の奥まったあたりに位置する広間。

　城をあずかる《門主》の部屋にふたりの男女がいた。逞たくましい美貌の青年と、風にも折れそうな細身の美少女。

　地上人であれば一二歳前後だろう。少女はくすくすと笑った。

「獅子座のスカールシャンスは盟友クアルダルドを歓迎してあげます。あなたとわたくし、どちらも《選ばれしダルヴァの種族》。もちろん、先ぶれもなしの来訪をぶしつけだとは思うけど。同格のよしみで追いかえしはしないわ！」

　腰かけていたスカールシャンス、優雅に足を組む。

　華きや奢しやな肢体に巻きつけた着物の生地は、白に花の刺し繍しゆうをあしらい、華やかだ。

　ただし、彼女は椅子に座しているのではない。黄金のたてがみを持つ獅し子し──その背中に腰を下ろしている。

　獅子はもちろん生きており、静かにうなり声を発して威嚇する。

　広間に現れた侵入者、旋風のクアルダルドに向かって。

「これは失礼した。だが、許して欲しい！」

　クアルダルドは男らしく笑い、悪びれずに言う。

「ご存じのとおり、私はつむじ風の申し子。風は何人にも縛られず、どこまでも飛んでいくもの。旋風の戯れとして、どうか大目に見ておくれ」

　言うやいなや、クアルダルドの姿がかき消えた。

　一陣のつむじ風が『ごうっ』と広間を吹き荒れる。が、それも一瞬。旋風は青年クアルダルドの姿にもどり、ふたたび実体化──。

　ゆったりした青の外がい套とうを身につけ、木の杖つえを持っている。

　一いち之の瀬せユウが〝彼〟を見れば驚きよう愕がくすることだろう。舞まい鶴づるの空に現れた《ポータル》城壁からユウの初陣を見とどけ、《死の呪文デススペル》を放った人物なのだ。

「いいわ。二度目は許さないけど、今回だけ不問にしてあげる」

　スカールシャンスはつんと澄ました顔で言った。

「で、本日はどのような御用かしら？」

「……実は、君に報しらせたいことがあって参上した。黒と黄金の戦士について」

「何、それは？」

「すでに君の城の近くまで到達している。以前もどこかの戦場で見かけたのだが、あのときとはほぼ別人だ。今の彼は──《金剛をまとう者》の域に達している」

「サルも同然の地上人ヒユーマンが、祈りの輪を覚醒させたというの!?」

　思いがけない情報に、スカールシャンスは驚嘆した。

　地上へ逃れた《湖と森の賢人》どもが未開の民に知恵を貸し、金剛の扉を開こうとしたとは聞いていた。だが、まさか成功しようとは。

「ふふふふ。では機会があれば、存分にもてなしてあげましょう」

　儚はかない美貌の少女スカールシャンス。

　しかし今、口元に浮かぶ笑みは獰どう猛もうな狩猟者のそれだった。彼女を背にすわらせていた獅子も、ぐるぅぅっと低くうなった。
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　一年前は、大阪府豊とよ中なか市と呼ばれていた。

　今は『新関西湾』と面した海辺の土地──。行き場をなくした難民たちは、ここにささやかながら街を築いた。

　屋台、露店の集まった高架下がいわばメインストリートだ。

　そこに面した大学のキャンパス。敷地はかなり広く、教育施設のみならず野鳥の住む森、ため池なども擁している。

　壁に囲まれた大学構内、外の街とは別種のコミュニティが生まれていた。

「外の男どもはすっかりやさぐれてるからねー」

　やれやれという感じで、波は多た野のなつきは言った。

「女の子は出歩くだけでも物騒なんだ。身寄りをなくした女の人とか子連れの家族──おっさんどもに目を付けられそうな人たちがここで共同生活してんの。もともと大学に通ってた生徒さんと先生方もいるよ」

　元教室に生活用品を持ちこみ、改装した大部屋にいる。

　クラーケン襲来の翌日。ユウたちは波多野なつきと遅い朝食を共にしていた。

　テーブルのホットプレートはソーラー充電したポータブル電源につないである。小麦粉の生地がじゅうじゅう音を立てている。お好み焼きだった。

「たしかに女性の方、ほとんど外にいませんでした」

　アリヤがうなずいた。

　男くさい外側に対して、キャンパス内で暮らす人々は半分以上が女性だ。

　子供もいれば父親らしき雰囲気の男性もいる。肌と髪の色から一見して外国にルーツを持つとわかる人たちも。ユウは納得した。

「だからかな？　アインたちを変な目で見る人がすくないよね」

「たしかに、外より居心地がいいのはたしかだ」

　アインもはっきりと認めた。

　コテで生地をひっくり返したなつき、感慨深げに言う。

「ここにこぎつけるまで、ちょ～う苦労したんだよー。ゾンビものの海外ドラマ、シーズン三つ分くらいの波は瀾らん万ばん丈じようは経験したかも。でも、この学校には運よく、クリーン発電や水再生プラントの実験設備があったからねえ」

「そうッスよねえ。珍しいなと思ってたんですよ」

　伊い集じゆう院いんが口を挟んだ。

「エルフの先生たちが関係する研究施設みたいに、でっかい風車やソーラーパネルがいくつもあって。あれ、超伝導モーターとか使うやつッスよね？」

「そうそう。エルフさんの研究所と、大学が提携してたんだって」

　環境に負荷をかけないクリーンエネルギーの開発。

　水資源のリサイクル、二酸化炭素の排出ゼロ、完全自給自足など。

　亡命エルフの賢人らが注力していた研究分野らしい。おかげで、ここ数十年の間に劇的な進歩を遂げたのだとか。

　ここや舞まい鶴づるの自給設備、アスラフレームの動力源はその産物である。

　なつきはなつかしそうに語った。

「最初は大学構内のため池から水を引いて、再生プラントで浄化してねー。電気も自家発電できるようにして。そうしたら外のおっちゃんらが『ここを俺たちによこせ！』と押しかけてきて、揉もめた揉めた。最後は海のそばに水のプラントをもう一基置いて、地域の共同財産にすることで話をつけたり──」

「そうなるまでに、なつきの出番も多かったようだな」

　アインに決めつけられて、当人はてへっと照れ笑いを浮かべた。

「そこはいろいろそれなりにね！　悪さをした不届き者には相応のお返しを。悪さじゃ済まない悪事をやらかしたやつには、手加減なしの制裁を──なんて」

「なつき先輩のところもたいへんだったんですね……」

　しんみりとユウはつぶやいた。

　ちなみに、調理中のお好み焼き。材料の小麦粉はユウたちが持ちこんだもの。世話になるからと手持ちの食糧は全て渡した。

　生地にたっぷり入れたキャベツともやし、卵などは向こうの提供品。

　キャンパス内に畑を造り、ニワトリも飼育しているのだ。マヨネーズはないが幸いにもソースと青のり、レトルトの紅ショウガはあった。

　焼けたばかりのお好み焼き、みんなでふうふう言いながら食べはじめる。

　ただし、アインだけはユウが焼いた一品を口に運ぶ──。

「く──っ。ふわふわの生地にざらざらした甘い砂糖が入りまじって……！　ユウ、いつもそうだが、わたしをどこまでよろこばせる!?」

「大げさだなー。お好み焼きの生地にザラメをかけて、くるくる巻いたただけだよ」

「砂糖焼きとは渋い食べ方知ってるねー、ユウくん」

　くん付けでユウを呼んだなつき、すっと顔を寄せてきた。

　ホットプレートを挟んで、向かい合っていたふたり。ユウの顔の真正面に、なつきの可愛かわいらしい顔がやってくる。鼻と鼻がくっつきそうだ。

　くんくん。くんくん。赤毛のサムライ少女はなぜか匂いをかいでいた。

　顔が近いと、ユウはどぎまぎしながら──奇妙に思った。

　首筋の裏がなぜかくすぐったい。なつきとの距離が縮まったせいで、ユウの体が何かを感じとっている。何だろう？

　そんなユウたちを見て、アインがむっと眉をひそめる。

「波は多た野のなつき。断っておくがユウの所有権はわたしにあるんだぞ？」

「そんなこと言わないで、もうちょっとだけ。──うん。やっぱりそうだ。ユウくん、君がずばり『中の人』だねっ!?」

「ど、どういう意味ですか、それ？」

　内心どきりとしつつ、ユウは即答した。だが、なつきはずばり言う。

「うわさの着装者三号、復活したヒーローさんの中の人」

「い、いやあ！　何言ってるんスか、なつき先輩！」

「そうですっ。ユウ先輩のわけありません。中学生ですよ!?」

　伊い集じゆう院いんとアリヤがあわててフォローに入ってくれた。

　しかし、なつきは確信に満ちた顔で『にやーっ』と微笑ほほえんだ。

「それがわかるんだなー。……あらためて自己紹介するね？　波は多た野のなつき、一七歳。元女子高生、腕に覚えあり。剣道十段、のおじいちゃん先生に勝ったことがある。古流剣術の免許皆伝もたいしたことなかったな。柔道六段と総合格闘技のチャンピオンも退屈だった。そして、これ」

　なつきがパッと開いた右手。掌てのひらにリング状の光が浮きあがっている。

　ナノマシン移植者が因子を起動したときの輝き。それを見せつけて、波多野なつきはにこやかに申し出た。

「とりあえず情報連結コムリンクの認証しておこっか。便利だもんね、あれ！」




「すごいと思ってたら、なつきさんも移植者だったなんて……」

　朝食後、ユウは校舎を出て散歩をはじめた。

　とりあえず正門の方へ向かっていた。同行者はアインひとりだけ──。

「プラジュナの智ち慧えの鍵……ナノマシンはわたしの体にも溶けこんでいる。この肉体が創造されたとき、そのように処置された。おかげで地上から天空蔵書にアクセスし、福音ゴスペルを引き出すことができる」

　ならんで歩くアインの言葉に、ユウはうなずいた。

　戦闘中に何度も見た『Mantra Server──』ではじまるメッセージ。あのとき、アインは体内のナノマシンを総動員しているのだという。

「だが、それはわたしの知覚と精神に根ざした能力だ。波多野なつきのように、肉体の能力として現れることもあるんだな」

　アインはユウの痩せた体をちらりと見た。

「ユウの体でも同じことができるかもしれないぞ？　アスラをまとったあなたは、まるで歴戦の勇士だ。惚ほれ惚ぼれするほどあざやかに戦っている」

「あれ、フレームのアシスト機能とかじゃないの!?」

「そんな機能はない。たぶん、ユウ自身の肉体が戦いにめざめたんだろう」

「うーん……たしかに、三号でいるときはずいぶんスムーズに体が動いて、いろいろできるけど。なんかうれしくないな」

　いろいろ。戦闘時の身のこなし。格闘術。

　サッカーボールばかり蹴ってきた一いち之の瀬せユウが知るはずのない技術。しかし、フレーム着装中は驚くほど自然に体が動く。

　ナノマシンの効用だとしたら、たしかに生身でも行使できるはず。

　指摘されて、ユウは気分が重くなった。なぜだろう──？

「おお。こっちはずいぶんにぎやかだぞ、ユウ」

「ほんとだ。って酒盛りしてるじゃない!?」

　校門の外には、露店と男ばかりの繁華街が広がっている。

　アスファルトの道路にイスやテーブルを持ち出し、レジャーシートを敷いて、お花見よろしく宴会が開催中だった。

　ほとんどが男で、何十人もの若者、中年、老人が集まっている。

　近くにいるだけで酒くさい。徳用サイズの焼酎や缶ビール、酎ハイにウイスキー、自家製とおぼしき梅酒やどぶろくの容器まであった。

　嗜し好こう品ひんが貴重な今、きっと秘蔵のお宝を持ちよっての酒盛りなのだろう。

　みんな、ある話題で浮かれ騒いでいる。

「まさか──俺たちの三号がもどってくるなんてな！」

「誰や、あいつは死んだとか言ってたやつ！」

「あははは！　これでクリーチャーに殺される心配をしなくて済む！」

「着装者三号の復活に乾杯だ！」

「おお。日本はまだまだ大丈夫に決まってるよ！」

　誰かが音頭を取ると、すぐさま男たちはコップや缶をかかげて、中身をあおる。

　浮かれ方がふつうではない。よろこばしいニュースがほとんどない状況下、救国のヒーロー復活はそれだけ衝撃だったのだろう。

　アインは興味深げに、ユウは気まずい思いで眺めていた。

　ちなみにキャンパスから出て、宴会する大人たちの近くまで来ている。

　昨日とちがい、危険はないからだ。というのも──酒盛りに興じる男性数名がアインに目をとめて、笑いかけてきた。

「お、あんたの口利きで避難先を用意してもらえるんだって!?」

「ありがたいよ、ほんとに！　よかったら、こっちでいっしょに呑のまない!?」

「食い物もいろいろあるんや！　遠慮せんで寄ってき！」

　昨日のうちに、事実を微妙に歪わい曲きよくしたうわさが広まっていた。

　おかげでこの歓迎ぶり。銃を置いてきたのに、まったく不安がない。アインは鷹おう揚ようにうなずいて受けながし、ユウは愛想笑いで酔っ払いどもに応えた。

　これ以上からまれないうちにと、その場を離れていく。

「みんな勝手だよ。昨日はあんなことしてきたくせに……」

「仕方ない。人間ヒユーマンであれエルフであれ、人の性さがとはああいうものだからな」

　愚痴るユウに対して、アインは達観していた。

「おだやかに暮らす善人が何も悪行を為なさぬかと言えば、そんなことはない。嘘うそに盗み、他人を傷つけ、ときに殺人すら犯す。逆に、数え切れない罪を犯してきた罪人がたまの気まぐれで善行を為なすこともある。善悪はどこまでも表裏一体だと思うぞ？」

「うーん。気にしない方がいいのかな……」

　昨日、ユウたちは三号フレームで街の人々を救った。

　命を落とした人もすくなくなかったが、それでも多くの人命を守れたと思う。だが、ほんのすこし雑念が首をもたげたのも事実だ。




　──なつき先輩が来なかったら、アリヤはどうなってただろう？

　──先輩の話だと、街の人たちは結構〝悪さ〟をしてたっていうし……。




　人命救助できたことは、素直にうれしい。

　でも、守りたくない人たち、腹の立つ人たちも残念ながらいるじゃないかと。それこそ舞まい鶴づるの仮設基地を仕切っていた軍人たちのような。

　そんな考えを抱く自分に気づき、ユウはため息をついた。

「僕ってたぶん、『みんなのヒーロー』向きの性格じゃないよねえ」

「それはわからないがユウ。さっきの話、試してみるか？」

　歩くうちに、人ひと気けのない住宅街まで来ていた。

　往来のまんなかでアインに誘われて、ユウはきょとんとした。

「何のこと？」

「アスラ抜きでもあなたが戦いの技を振るえるか。よければ相手をするぞ」

　すっとアインは構えを取った。

　格闘術なのだろう。右手をのばして、ユウの顔面に掌しようを向ける。開いた左手はアイン自身の顔の前で遊ばせ、たぶん防御にそなえている。

　しかし、ユウはかぶりを振った。

「今はいいかな。やっぱり、『僕』と『着装者三号』はあくまで別人にしておきたいって言うかさ。あの姿でいると、すごくかんたんに──できるから……」

　答えるユウの声、最後はぼそぼそ小さくなった。

　殺さつ戮りく。虐殺。武器を振りかざし、大量の凶刃をばらまく。

　相手がクリーチャーたちだから、まだどうにか割り切れている。みんなを守るためだからと。だが、三号の強さや勝利を誇る気には不思議なほどなれない。

　もしかしたら──

　たとえ相手が『敵』でも、多くの命を奪った事実に変わりない。

　その罪悪感を認めたくない気持ちが根底にあるから、無意識に己と『着装者三号』を区分したいと思うのか……？

　答えの出ない問いかけを自分に向けて、落ち込むユウ。すると。

「なるほど……。さすがユウ。なかなか斬新な考え方をする」

　アインはなぜか感心した面持ちだった。

「わたしの記憶にある英雄や豪傑たちは、みんな素顔をさらし、派手な振るまいを繰りかえして、英雄ここにありと天下に示したものだった。……遠からん者は音にも聞け、近くば寄って目にも見よ──と」

「それ、古文の授業で習ったかも」

「ふふふ。ちょっとニホン風に言ってみた。だが、ユウが言ったこととはまさに真逆。不思議だな。今の言葉を聞いて、妙にわくわくしてきたぞ」

「どうして!?」

　最初、落ち込んだ一いち之の瀬せユウを元気づけるための冗談かと思った。

　だがアインはひどく楽しそうな顔で、まっすぐこちらを見つめてきた。彼女の瞳に吸いこまれそうに思えて、ユウはどきどきした。

「仮面をかぶり、素顔のない英雄……。わたしはたぶん、今まで想像すらしなかった存在の誕生に立ち会っている。その確信が込みあげてきた。ユウ──あなたは唯一無二、空前絶後の英傑になるだろう」

　アインの手がのびて、ぎゅっとユウの手を握った。

　力強さが心地いい。落ちつく。他人がそばにいてくれることで、驚くほど癒やされる自分にユウは気づいてしまった。ただし。

「言っとくけど、仮面のヒーローなんて僕らの世界にはごろごろいるからね？」

　口ではしっかり、ツッコミをいれてしまったが。

　アインは驚嘆して、切れ長の瞳を大きく見開いた。

「そうなのか？　わたしはまったく知らなかったぞ！」

「子供向けのテレビ番組とか、映画のなかの話だけど」

「どちらも知らない言葉だな……。とにかくユウ、いい機会だから言っておく。わたしが亡命エルフの同どう朋ほうを訪ねるのは、単にあなたのめざす目的地だからだ。わたしは常にユウのそばにいて、全力であなたを支えたい。それが最優先事項だ」

　ひどく真摯に、アインは言い切ってくれた。

　それがしみじみと心にしみて、ユウはすこし涙ぐんでしまった。

「うん……。何だか本当にうれしいよ」

「もちろん、常に寄りそう乙女にほだされて、あなたもわたしに恋するべきだとは思うが、そこは急がなくてもかまわない。愛の稲妻に打たれて一瞬で恋に落ちることもあれば、じっくりはぐくむ愛情もある。ユウはこの方面にうといようだから、気長に待つつもりだ。それとも強引に迫られる方がいいか？」

「自覚ないみたいだけど、アインは十分強引だからね!?」

　急に話のトーンが変わって、ユウは大声を出した。

　落ち込んだときは他人といっしょにいたくない質たちだが、なぜかアインとじゃれるのは苦にならない──。それを自覚したとき。

　にぎやかな方から歩いてきたメガネの青年に声をかけられた。

「エルフのお嬢さん。これ、あなたのものじゃありませんか？」

　彼の差し出した手には、クマバチ型の拡張ドロイドが載っていた。空撮用《ＭＵＶバンブルビー》。ということは。

「志し波ばと申します。水上租界『那な由ゆ多た』から参りました」





　　　　３






　新関西湾の海辺に生まれた難民居住区。

　およそ、四〇〇名前後の人々が暮らしているらしい。内陸の方も合わせれば、もう四、五〇名増える──というのが、なつきの弁。

　今、そのなんと半分近くが海のすぐそばに集まっていた。

　もとは低層の一軒家ばかりの住宅街に、海から来た砂が堆積して、アスファルトの道路が砂浜になりつつあるエリア。多くの人が砂上から、あるいは家屋の屋根に登るなどして、船出を見送っている。

　期待のまなざしもあれば、不審そうなまなざしもあった。

「いやー。やっと出航できましたねえ」

　メガネに作業用ブルゾンの地味な青年、志波十じゆう郎ろう太たがつぶやいた。

　陸地を離れていく貨物船、その船尾から水辺に残った人々を眺めている。ユウと仲間たちもいっしょだった。

　午後の三時を過ぎており、もうすぐ日が暮れはじめる。

「話をまとめるのに揉もめたよねえ。昨日も一昨日おとといも住民説明会みたいになって」

　ユウのつぶやきに、伊い集じゆう院いんが答えた。

「ま、全員をいっぺんに乗せられないんじゃ仕方ねえよ」

　積み荷が空の中型貨物船。難民街の住人も二〇〇名ほど乗っている。

　病人や体力の落ちた者、老人、子供が比較的多かった。

　船着き場もないため、乗船はゴムボートで行われた。陸からすこし離れた海上に停泊した貨物船へ、順番に運んでいく。これも時間がかかった原因だ。

「でも、自分から残ると言ってた人もいましたよ」

　アリヤの指摘に、波は多た野のなつきが肩をすくめた。

「仕方ないと思うにゃー。みんな、何度も期待を裏切られてきたから」

「どういうことでしょう？」

「実は、うちらのところにも船はあるの。漂着したのを修理とかして。それで海を渡って、救助とか難民の受け入れを要請しにも行ったんよ。淡あわ路じ島しまとか四国へ。無線じゃ埒らちが明かないぞって。でも、向こうはほんとに冷たくて」

　なつきは指折り数えあげながら、語っていった。

「大体、『助けに行けたら行くかも』で何もしてくれない。無む理り矢や理り押しかけた難民は、一応受け入れてくれるんだけど。地元民に冷たくされたり、食糧の配給もろくに回ってこなかったり──せっかく避難したのに、もどってきた人も結構いるんだ」

「ああ……」

　志し波ば青年が納得顔でうなずいた。

「臨時政府はほとんど機能してませんし、どうにか行政を維持できてる自治体も、食糧と資源の不足で青息吐息ですからね。無理もありません」

「九州の方もそんなありさまなのかよ!?」

　家族がそちらにいるかもしれない伊い集じゆう院いん、狼ろう狽ばいしている。

　一方、アインは興味深げに言った。

「志波といったか。あなた方はすこし余裕ありそうだな？」

「ま、よそよりはまだ。なんといっても、食糧とライフラインの完全自給をめざした水上都市ですからね。特に、水と電力にはさほど不自由していません。ただ──だからといって積極的に外へ救助の手を差しのべられるわけでもなくて……」

　志波は『はあ』と深いため息をこぼした。

「水上租界には現在、本土から逃げてきた政治家に官僚、国防軍上層部の生き残りなどもいまして。彼らが租界の自治政府にああだこうだ口を出すせいで、もう何ヶ月もぐだぐだが続いているんですよ」

「ナダルはそれを静観しているのか？　あなたはやつの部下なのだろう？」

　水上租界の有力者だというアリヤの伯父。

　その名をアインに出されて、志波は表情を明るくした。

「あ、理事とお知り合いでしたか。はい。『困ったものだね、君』とか言いながら基本、長いものには巻かれろで。でも、みなさんからドロイドと通信文がとどいた途端、難民の受け入れと送迎船の派遣をすごい早さで理事会に承認させて──」

「着装者三号とアインさんのことを報しらせたからですね」

　さらりとアリヤが口を挟んだ。

「たぶん『今は時期が悪い』とか考えて、省エネでやり過ごしてたんですよ。でも、最強のカードが二枚も手に入るとわかって、がんがん悪だくみと権力争いを進めるモードになったんだと思います。伯父のやりそうなことです！」

「君は理事の姪めい御ごさんですか……」

　ハーフエルフの一三歳少女に主張されて、志し波ばは目をぱちくりさせた。

「今の深読み、すごくナダル理事のご一族って感じですねえ……」

「とんでもないです。腹黒レベル99の伯父と比べれば、アリヤはレベル３とか４。赤ん坊みたいに無む垢くで純粋ですよ」

「ははは……あ。ちょうど名前が出たので、お訊たずねしますが」

　愛想笑いしていた志波、急に話題を変えた。

「どなたが『二代目の着装者三号』なのでしょう？　ぼくら全体の安全にも関わる話なので、早急に教えていただけると幸いでして……」

　ついに直面した問いかけに、ユウが口ごもったとき。

「あ」「む」

　なつきとアイン、同時につぶやいた。

　ふたりとも遠く水平線の方を見て、何かに気づいたようだった。

「来るぞ、怪物どもの群れが……」

「とりあえず空から。海鮮系のやつはおやすみだといいんだけどねー」

　アインがぼそりと予告し、なつきは不敵につぶやく。

　射撃の名手と超人じみたサムライ女子、卓越した視力で敵影を確認したのだ。




　貨物船はちょうど、昔で言う淀よど川がわの河口付近を進んでいた。

　国際的大都市・大阪のベイエリア跡。それだけに高層ビルが多く、海面のあちこちから鉄筋コンクリートの塔が青空めざして突き出ている。

　昔、ビルの四階だったあたりが『現在の平均海水面』のようだ。

　低層の建物は全て海底に沈んでいた。海中をのぞき込めば、波間でゆらめいている。海水の透明度がずいぶんと高い。

　──かつての大阪湾、これほどコバルトブルーの海面だったのだろうか？

　東京育ちのユウ、大阪は初めてだ。だが、あれほどの大都市に面した内湾、こんなにきれいなはずないのでは？

　にわかに湧き出た疑問。しかし、今はそれどころではない──。

「クリーチャー、識別！　出ました、ゴブリンです！」

「うお、ついにいちばんのメジャーどころが来たか。って、でも、あいつら気球か風船みたいなの使ってるぞ!?　空くう挺てい部ぶ隊たいみたいだな！」

　アリヤが報告し、伊い集じゆう院いんは驚きよう愕がくしていた。

　子供程度の体格に醜い容貌、衣服も腰布くらいでほぼ半裸。そういう小鬼が百体前後、空からやってくる。

　布製の気球をひもで背中にくくりつけ、宙に浮いているのだ。

　動力らしきものはない。だが魔法で風を操っているのか、貨物船めがけて、ぐんぐん近づいてくる。意外なほど速かった。

　ちなみに、戦闘指揮官だという志し波ばは狼ろう狽ばいしていた。

「く、来るときと同じ《ポータル》を迂う回かいするルートでしたよね!?」

「ああ。城の魔術師野郎、いつもよりやる気みたいだな。それか、目に入るやつは全部叩たたくって主義に信条を替えたのか。とにかく迎撃だ、元軍人！」

　ごついロシア人の船員が騒ぐ志波をなだめていた。

　そして、アインが八九式小銃を空へ向けた。

「あの男の言うとおりだな。わたしも力を貸そう」

　たあん！　ゴブリン気球のひとつがはじけた。

　異世界の小鬼、為なす術すべなく海へ落ちていく。すぐに伊集院が叫んだ。

「オ、オレたちも銃を持ってきた方がいいかな!?」

「たた、たぶんイエスですっ。今のうちにみんなで応戦する準備して──あとは着装者三号の出番ですよ、ユウ先輩！」

　伊集院とアリヤはあわてつつも、船内へ入るドアへと走ろうとした。

　武器を取ってくるためだ。ユウの方は深呼吸していた。

　とにかく、今は殺さつ戮りくのうしろめたさや守りたくない人間のことは棚上げ。この船には病人や怪け我が人にん、子供、老人もいる。みんなを助けたい──

「え？」

　着装の直前、ユウは不思議な歌声を聞いた。

　ぁぁぁぁぁぁぁぁ。ぁぁぁぁぁぁぁぁ。ぁぁぁぁぁぁぁぁ。

　歌詞がないくせに切々としていて、ユウの心をわしづかみにする。朦もう朧ろうとする頭。歌声の方へと、ユウはふらふら歩いていった。

「一いち之の瀬せ、そっちは海だぞ！　どうした!?」

「魔法を検知！　《眩惑の魔曲デイジング・メロデイ》が作用しているようです！」

「気を強く持て。キンナリーの呪歌に呑のまれるな、ユウ！」

　仲間たちの声と警告。耳にとどきながらもその意味を理解できないまま、ユウは船体の端っこ──船ふな縁べりの手すりまで来てしまった。

　全身に力が入らない。手すりにぐったりとよりかかる。

　見れば、ユウ以外にもぼーっと船縁まで来た人間、十数名いた。

　その間にゴブリンたちは──

　短い弓を片手でかまえ、逆の手で腰の矢筒から矢を引き抜いていた。

「み、みなさん、物陰に隠れて！」

　ようやく隊長の志し波ばが指示らしき発言をした。

　貨物船めがけて、気球ゴブリンたちは一斉に射撃をはじめる。

　ひゅんひゅん。ひゅんひゅん。弦音と共に矢の雨が降ってくる。狙いもつけず、闇やみ雲くもに矢数を増やしているようだった。

　クリーチャー迎撃のため、何十人も船上へ出てきていた。

　小銃やライフルを持っていた彼ら、この矢を運悪く浴びると、すぐに倒れた。泡を吹いて昏こん倒とうするのである。

「毒矢だ！　鏃やじりにかなりの猛毒を塗りつけてある！」

　アインが警告する。

　甲板に落ちた矢の鏃、青い粘液でぬらぬらしていた。

　いつのまにかアイン以外の射手も、ライフルや散弾銃を手に船上へ集合していた。

　船員たち。難民街から乗船してきた男たち。女性もいる。みんなで手持ちの銃火器を空に向け、ゴブリン撃墜に精を出す。

　だが、十分な戦果が出ないうちに──

　敵の気球軍団は高度を落としはじめ、ついに貨物船の上へと降り立つ！

「よし！　なつきさんの出番が来たよぉ！」

　単分子軍刀を背から抜き放ち、振袖を揺らして、なつきが走り出す。

　同じ頃、船縁の手すりにもたれかかっていた一いち之の瀬せユウ。ついに最後の力も失い、ズルッとすべり落ちていった。

　船上から海へ。真っ逆さまに転落することになった。





　　　　４






　今日は四月三日。

　本当なら、もうすぐ学校の始業式というシーズンだ。

　ユウは中三に進級するはずだった。だが現在、大阪湾あらため『新関西湾』の海中に沈みつつある。

　初めての土地だ。去年の六月までは東京都北きた区くの住人だった。

　アリヤ、伊い集じゆう院いんともども『国防軍所属、次世代ナノテクノロジーの研究機関』に転校してからも、実家から通学していた。

　だが六月のあの日。ユウは家にいなかった。

　東京都内だが二三区の外、多た摩まの横よこ田た基地に泊まりがけで出かけていた。

　研究所の実験を手伝うためだ。そして実験中、強烈な縦揺れが来た。東京を襲った直下型地震の第一波であった。

　あの日、東京都心の上空には《ポータル》がいくつも出現したらしい。

　長く激しい揺れがひっきりなしに起こるなか、クリーチャーの群れが政治と軍事の中枢を猛襲したのだとか。

　さらに大雨と大風が首都圏を襲い、河川の決壊がはじまって──

　……首都崩壊のあと、ユウは一度だけ実家の近くへ行った。

　国防軍の救助作業を手伝ったときだ。その頃にはもう東京二三区はほぼ水没。一いち之の瀬せユウと家族が暮らした一軒家も水みな底そこに沈んでいた。

　ユウが乗ったゴムボート、実家の真上をあっさり素通りしていった。

　家族の遺体は見つからなかった。しかし、しばらくは携帯電話でたがいの無事を確認し合っていた伊集院家とちがい、両親・姉・親戚とも連絡はつかないまま、時間だけが過ぎて現在に至る──。

（そういう人は僕だけじゃなくて、大勢いたっけ……）

　ぼんやり家族のことを想おもいながら、ユウは新関西湾の水底にいた。

　かつて大阪のベイエリアだった市街地。海底はアスファルトの道路だった。が、かなりの量の砂が堆積しはじめている。

　そしてユウの足首をつかみ、ここまで引きこんだクリーチャー。

　シンプルに言えば『人魚』であった。上半身は麗しい裸の乙女、下半身は魚のそれ。肌は蒼あお黒ぐろく、ところどころ鱗うろこにおおわれている──。

（登録名はセイレーンだっけ？　それともまんまマーメイド？）

　首筋にエラのある人魚、口を大きく開けて歌っていた。

　ぁぁぁぁぁぁぁぁ。ぁぁぁぁぁぁぁぁ。ぁぁぁぁぁぁぁぁ……。

　歌詞のない即興歌スキヤツトは、水中でもユウの耳にとどいていた。無性に悲しい気持ちが込みあげてくる。息が苦しいのもどうでもいい。

　ぼうっと視線を上に向けると、陽ひ差ざしを浴びて、海面が輝いていた。

　あの光が鬱陶しい。このまま水底にとどまる方が心地よさそうだ。濁流か水の精に呑のまれて死んだであろう家族とも再会できる気がする……。

　新関西湾の海底にいざなわれた犠牲者、ほかにも大勢いた。

　みんな恍こう惚こつとした顔で人魚セイレーンに体を押さえられ、ぶくぶく泡を吐きながら溺死しつつある──。

　全てをあきらめかけたユウ。その瞬間、凜り々りしい声を聞いた。

『ユウ！　水妖の禍まが歌うたに屈するな！』

　アインからの着信。情報連結コムリンクだ。

　しかし、ユウはぼんやりしたまま警告を聞きながし、ゆらゆら光が揺れる海面をただ眺めていた──のだが。不意にハッとした。

『アイン！　君までどうして!?』

　水中なので声は出せない。ユウも情報連結を使っていた。

　飛びこんできたクローンエルフの少女、まっすぐこちらへ泳いでくる。しかも小銃こそないが着衣のままで。みごとな潜水の技だった。

　ユウは息苦しさを唐突に認識して、むせてしまった。

「ぶはっ!?」

　すこし海水を飲んだ。もう息が保もたない。

　だが、ユウの足首は歌うセイレーンにつかまれたままで──

（聖骸布！）

　とっさに念じると、右手のひらにリング状の輝きが宿る。

　そこから可変ナノ粒子があふれ出て、黄色い聖骸布として実体化。布はぐるぐるとセイレーンの顔と細い首に巻きついてくれた。

　ぐきっ。鈍い音がした。

　途端に歌声は絶え、人魚の手も力を失う。聖骸布に頸けい骨こつを折られたのだ。

　そして、自由になったユウのそばに、アインが泳いできた。そのまま自然な流れで唇が押しつけられて──キスされた。

『えっ!?』

『悪い魔女の呪いを解くためだ。人間族ヒユーマンはこうするのだろう？』

　愕がく然ぜんとするユウ。いたずらっぽくウインクするアイン。

　しかし、もう息が本当に限界だ。ユウの全身が黒と金のナノ装甲につつまれていく。アスラフレームはもちろん水中活動も可能だった。




　船上の戦い、大航海時代もかくやという白兵戦に移行していた。

　気球ゴブリンらは船上に降り立つなり、腰帯に差していた手て斧おのや小振りの剣を取り、自分たちの胴体と気球をつないでいた縄を断ち切った。

　あとはそれぞれの武器を振るい、手近な人間に襲いかかる──。

　人間側もナイフや鉈なた、スコップに拳銃などで応戦中。狙撃に用いたライフル等の長物をそのまま使う者もいた。なかには、あせって散弾銃を撃ちつづけて、味方の人間までゴブリンもろともふきとばす者までも……。
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　その戦場で、波は多た野のなつきはすでに一〇体以上の小鬼を斬り伏せていた。

「なつきさんのそばから離れるんじゃないよ、後輩たちィ」

「あ、足手まといになって、すんません！」

「アインさん、ユウ先輩を追いかけて海に飛びこんじゃいましたけど！　まさか、ふたりとも溺れてるんじゃ──!?」

　単分子軍刀の切っ先をひらひら左右に揺らすなつき。

　今にも斬りつけてきそうなゴブリン三体を牽けん制せいし、飛びこませないためだ。

　女サムライの背後には中学生ふたりと船ふな縁べりの手すり。九ミリ拳銃を手に伊い集じゆう院いんは恐縮し、アリヤは同口径のサブマシンガンを抱きかかえていた。

　ハーフエルフの少女は心配そうに、コバルトブルーの海を見つめて──

「あ」

　アリヤはつぶやいた。海面に小さな渦が生じている。

　そして、ナノ因子で感じとった。アスラフレーム覚醒の福音ゴスペルを。




　往ゆきし者よ、往きし者よ、この世の彼方かなたまで往きし者よ

　完全なる到達者、その覚醒に幸いあれ──




　海面の渦、直径一五メートルはあろう大渦に拡大していた。

　その中心から空へ飛び出してきたのは、アスラフレームをまとう着装者三号と、彼に抱きかかえられたクローンエルフの美少女。

　アインはずぶ濡ぬれだが無事らしく、三号の腕に〝お姫さま抱っこ〟されていた！




「さ、さっきはどうしてキスなんか!?」

「理由はもう言った。ふたりの関係が進展して、よろこばしいなユウ？」

「あんな不意打ちはノーカウントだよ！」

「この戦闘を生きのびたら、あらためて熱い口づけをかわそうという意味だな？　ユウも積極的でうれしいぞ！」

「わかってて逆のこと言ってるよね、絶対！」

　美貌の妖精乙女を腕に抱き、空へ躍り出た着装者三号。

　ひどく〝絵になる〟構図だが、ふたりはじゃれるように口論していた。痴ち話わ喧げん嘩かとも取れる内容だ。おかげでセイレーンの呪歌による気鬱も吹き飛んで──

　ユウ＝三号フレームは可変ナノ粒子の放出をはじめた。

　今回、形成するのは《ＭＵＶクレイドール》。

　全高一メートルほどの人形型で、素朴かつデフォルメされた造形だ。両手両足は極端に短く、大きな頭と強調された両目が目立つ。光沢のある灰色の表面には、渦巻き状の紋様がいくつも描かれていた。

「よし。解放させろ、ユウ！」

「頼むよ三号──おまえの本当の名前、ルドラの名にかけて、やってくれ！」

　誕生したばかりの人形型ドロイド、一六体いる。

　アスラフレーム本体より一機につき五〇ギガジュールの電力、および反重力リフターの推進力を供給済み。全機、眼下の貨物船へ急降下していった。




　刃やいばと銃弾、肉体と肉体がぶつかり合う白兵戦の舞台。

　ゴブリンの前で尻もちをつき、無防備な青年──水上租界からの使者・志し波ばがいた。今まさに手て斧おのを振りおろされる直前、両手で頭をかばっている。

「だ、だから腕に覚えなしって言ったのにーっ!?」

　そこに、異様になめらかな飛行で人形型ドロイドが駆けつけた。

　志波の頭に代わって、人形の頭が手斧を受けとめる。

　ぎぃん！　ゴブリンの斬撃を金属音と共にはじいてみせた。また人形の胸部には、小さな穴がいくつもある。全て銃口だ。

　たんたんたんたんたんたんたんたんたん！

　銃弾の連射音。人形胸部の機関銃から放たれた弾丸、志し波ばの前のゴブリンをあっさり殺害してみせた。

「助かった……。ついに《空の王》降臨ですか……」

　しりもちをついたまま空へ視線を投げ、志波は嘆息した。

　エルフのＶＩＰを抱いた着装者三号、空中から悠々と下界を眺めている。マットブラックの装甲が陽光を浴びて、金色の輝きを放っていた。

　その雄姿を仰ぎ見て、苦戦していた人間側がやにわに奮い立つ。

　待ちに待った英雄の登場が心に火をつけたのだ。ドロイド部隊に負けじと、必死の反撃がはじまった。




　人形型ドロイドが、船上のあちこちでゴブリンを抹殺していく。

　武器はいくつもあった。胸の軽機関銃。全身から放出する高圧電流。体のあらゆる部位がスタンガンになる。小鬼退治なら、その辺で十分だった。

　一方、手助けの要らない猛者もいる。

　波は多た野のなつき──対たい峙じしていたゴブリン三体がたじろいだ隙に、一瞬で三度も太刀を走らせて、全てに致命傷をあたえていた。

　ゴブリンらは飛来した人形軍団に驚きよう愕がくし、ついよそ見してしまったのだ。

「あの人形さんたち、もしかしてユウくんの子分？」

『そうです。なつき先輩はそのまま船の方をおねがいします。伊い集じゆう院いん、ドロイドたちの操作というか、監督をまかせてもいい？　アリヤもそっちを手伝って』

　情報連結コムリンクによる、なつきと着装者三号の交信。

　中の人・一いち之の瀬せユウから同年代の仲間へメッセージも送られた。

「いいけど、おまえはどうすんだよ!?」

「い、伊集院先輩！　たぶん、あれですよ！」

　いぶかしむ先輩男子のそばで、アリヤが空を指さした。

　ゆらゆらと琥こ珀はく色いろに輝くオーロラが天に広がり、妖しい異界の美を具現させていた。さらに海上には──なつきが目を細める。

「こんな近くまであいつが来るの、初めてだよぉ。ユウくんたちはあれを？」

『はい。僕とアインでなんとか注意を惹ひいてみます。その間にゴブリンをかたづけて、水上租界へ向かってください』

『ああ。われらは自力で飛んでいける』

　クローンエルフ・アインの力強い宣言だった。

　いつのまにか幻影の城《ポータル》が貨物船の程近くに実在化していた。蓮れん華げの台座に載った、水晶造りの城塞である。




　戦場となった海域は、旧大阪のベイエリア跡。

　タワーマンションやホテルといった高層ビル群、ランドマークでもあった大観覧車、さらには巨大遊園地のアトラクションであった城など──

　海面から、滅びたメガロポリスの名残が記念碑さながらに生えている。

　ユウはとある高層ビルの屋上に降り立った。

　高度一三五メートルの表示が出ている。アインも降ろした。この高みから、約五キロ南西に現れた《ポータル》をふたりで凝視する。

　蜃しん気き楼ろうのように消えては現れる魔城。紺こん碧ぺきの海に浮かぶ水晶宮。

　もっと西に位置していたはずだが、移動してきたようだ。ユウたちの頭上で揺れる琥こ珀はく色いろのオーロラともども、敵の戦意の表れか──。

「おお。さらに軍団を繰り出してきたな」

　アインが言った。

　前まえ肢あしはなく、代わりに肩から翼を生やした竜──。

　舞まい鶴づるで見たドラゴンの半分ほどの体たい躯くだが、ティラノサウルスなどと同じ程度には大型の爬は虫ちゆう類るい、登録名『ワイバーン』。これが二七体いる。

　また、もっと小振りの連中もいた。

　尖とがったとさかと嘴くちばしを持つ飛ひ翔しよう爬虫類『プテラノドン』。地球白亜紀の翼竜によく似たクリーチャー、四〇五体。

　全てユウとアインのいるビル屋上めがけて、ぐんぐん迫ってくる。

「船ではなく、われらに狙いを定めているな」

「こっちもドロイドをもっと造った方がいいのかな？」

『いけません先輩。三号に貯蔵されているナノマシンが二〇億個を切っています。あれに大軍団で対抗することは不可能です』

　アリヤからの着信。ユウは首をかしげた。

「たくさんあるように聞こえるけど、すくないの？」

『三号フレーム本体を構築するのにナノマシン一二億個かかりますからね』

『くそっ。やっぱそろそろ補給とフルメンテが必要か！』

『仮面のヒーローさんも大変だにぇー。あ、人形さんたちの助太刀で、こっちはもう大丈夫そうだよー』

　伊い集じゆう院いんとなつきも情報連結コムリンクに加わった。

　だったら──ユウはちらりと相方を見た。前に一度勧められ、その結果を予期したがゆえに拒否した攻撃兵装。アインはうなずいた。

「どうやら地獄の門を開けるしかないようだな……。やるぞ、ユウ」

「うん。アインは何て呼んでたっけ、あれ？」

「《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》だ。何種かあるが──やはり第一の書がいいだろう！」

『System Now Booting,Doomsday-Book〝VIDYA-MANTRA RUDRA1〟』

　ユウの視界に映るパートナー──両目を閉ざし、精神集中をはじめたアインの体に重なる形でウインドウと進行中のタスクが表示された。

　そして、アインの形よい唇が福音ゴスペルを唱える──。




　──現世の一切は夢幻泡影のごとし。露のごとくまた稲妻のごとし

　──まさにかくのごとく観をなし、刹那無常の生しよう滅めつに到達せよ




　寒々しい言葉の羅列を吸いこんで、車輪が回りはじめた。

　ユウ＝三号フレームの腰に取りつけられた超伝導タービン《プレイホイール》。車輪型の動力源が回る。回る。すさまじい高速で回り出す。

　回転音が例によって、男女混声のコーラスに聞こえてきた。

　Gateガテー・Gateガテー・Paragateパーラガテー──。Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー──。Gateガテー・Gateガテー・Paragateパーラガテー──。Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー……。

　ユウとアインの頭上で、今度は風が暴れはじめた。

「え──何あれ!?」

「風の獣、嵐のしもべ、あなたとルドラに仕える第一の騎士だ！」

　それはアインの言葉どおり、《風獣》とでも呼ぶべき存在なのだろう。

　体長おそらく一二、三メートルほど。四本足の獣、豹ひようなどに似てそうな姿形。ただし、その体を形成する素材は血肉でも毛皮でもなく──

　ほのかに白く色づいた気体。ランプの魔神ならぬ白煙の猛獣。

　こいつがユウたちの頭上をぐるぐる『∞』を描くように、すさまじい速さで飛びまわっている。その動きに合わせて風が起こる。暴風が吹き荒れる。

　まさに《風獣》。ユウは目をみはった。

「なんか……クリーチャーたちが魔法で精霊とかを呼ぶみたいだ……」

「理屈は同じだな。ただしパワーが格段にちがう。風の獣は天を動かし、雲と雨を呼ぶ。暴風暴雨と雷電の運び手だ」

『《必滅法典》ってつまり気象兵器なのかよ!?　とんでもないな！』

　アインが語り、伊い集じゆう院いんの声もとどく。

　轟ごう々ごうと風が激しく唸うなるなかクローンエルフの『姫』に目配せされ、ユウはつぶやいた。もう結末は見えている──。

「ルドラ。あいつを解きはなって」

　Gateガテー・Gateガテー・Paragateパーラガテー──!

　腰のホイールが歌う音、最高潮に達した。途端に《風獣》はまっすぐに飛び出して、敵軍へ向かっていった。

　ただし嵐や稲妻を呼ぶでもなく、敵の間近に到達するとあっさり消滅。

　……凄惨な結末は、そのまま静かにやってきた。

　ワイバーンおよびプテラノドン、四百体以上もの飛行クリーチャー群が次々と墜落していったからだ。わずか一体すらも無事なものはなく、全滅──。

　驚嘆した様子でなつきがコメントした。

『一瞬でこれ!?　毒ガスでもまいたみたいだねえ！』

「まいたんじゃなくて、奪ったんです」

　ユウはぼそぼそと答えた。

「風を自在に操る空の王様って、大気成分も操作できるって意味ですから……」

『……ママが言ってました。空気中の酸素をゼロにして、窒息死をひきおこす機能も三号にはあるって。でも、こんなに大規模だなんて……』

『たしかに人里の近くじゃ使えねえよ……』

　生死に達観した傾奇かぶき者ものの女サムライとちがい、中学生三人は愕がく然ぜんとしていた。

　自分たちの自由になる武器の恐ろしさ、まさに痛感したからだ。三号フレーム第一の《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》を使えば、あらゆる生命はその源を奪われる……。

　ユウはかぶりを振って、自分を奮いたたせた。

「とにかく、次はあいつらの城だ！　アイン、ドロイドを出そう！」

「よし、まかせろ！」

　可変ナノ粒子を散布し、数日ぶりに《ＭＵＶパペットアーム》を構築する。天あま翔がける巨人の腕。音速飛行する鉄拳。その一撃で狙うのは──

「あのきれいな城、直接ぶちこわせ！」

　ユウは拳こぶしを突き出しながら叫んだ。

　ミサイルさながらに巨大腕型ドロイドが空を突っ切って、海上の水晶宮に激突……しなかった。その寸前でぴたりと静止した。

『防御の魔法を検知！　《飛翔物からの加護プロテクシヨン・フロム・ミサイル》です！』

『イージス艦のミサイルも防いだやつか!?』

『守るだけじゃなさそうだよお！　ユウくん、気をつけな！』

　仲間たちからの着信が止まらない。

　水晶の魔城を前にして動きを止めた巨人の腕、やにわにさらさら崩れていった。細かく砂状になって、形が失われていく──。

『《分解デイスインテグレイト》の魔法……あのサイズにも効くなんて反則ですよ！』

　アリヤがくやしそうに叫んだ瞬間、ユウは警告音を聞いた。

　ピーッ。ハッとして足下を見る。いつのまにか三号フレームの右足首に、白銀色のロープが巻きついていた。

「いけない、ユウ！　呪縛の投げ縄だ！」

　すばやくアインが抱きついてきた。

　それと同時にユウとアイン、ふたりの体は空中に躍り出た。足首のロープを、誰かがすさまじい力で引っぱっている。

　ロープは数キロ先の海上に浮かぶ幻影城《ポータル》からのびていた。

　琥こ珀はく色いろのオーロラが揺らめく空の下、美しい水晶宮へ着装者三号とクローンエルフの少女はどんどん近づいていく。

「駄目だ！　この縄、全然ちぎれないよ!?」

「そういう魔法なんだ。力では決して破れず、あらがえないという！」

　だからアインはしがみついてきたのか。ユウと引き離されまいと。

　ナノ装甲は魔力の無効化をはじめていたが、たぶん間に合わない。ユウはクローンエルフの少女を両手で抱えこんだ。

　数十秒後。ユウ＝三号フレームの背中は大地に激突した。

　洋上に現れた《ポータル》城内に引きこまれたのだ。





　　　　５






　蓮れん華げの台座に載った水晶宮。

　青く透きとおった建材で建てた城の美しさ、隠すつもりなどないのだろう。この宮殿の通用口前に広場があった。

　見わたすかぎり、土がむき出しの地面。芝生どころか花壇のひとつもない。

「意外。もっときれいな庭園とかありそうな雰囲気なのに」

「……いや。ここは練兵の場であり馬場、そして闘技場。兵たちと軍馬、数多あまたの幻獣と妖精どもが何度も集まり、土はすっかり踏み固められている。戦うための城塞には、こちらの方がふさわしかろう」

　ユウの感想に、アインが反応した。

　落下時の衝撃は三号フレームが吸収してくれたので、ふたりとも無事。そろって立ちあがり、正面から水晶宮を見つめる。

　通用口から土の地面へ降りるための階段がある。

　これまた水晶造り。透きとおりつつもほのかに青い階段。ほっそりした少女を背中に乗せた獅し子しが──ちょうど降りてくるところであった。

「ライオン!?」

　ユウは唖あ然ぜんとした。

　たおやかで儚はかなげな美少女なのである。アリヤよりも幼く見える。それを逞たくましい雄ライオンがゆっくり、丁重に運んでいた。彼女こそが世界で最も尊い存在であるかのように、最上の執事を彷ほう彿ふつとさせるうやうやしさで。

　猛獣の背をソファ代わりにしている少女、尊大に微笑ほほえんでいた。

　身につけた衣装は長い反物を体に巻きつける類たぐいのもので、生地は白く、花の刺し繍しゆうが入っている。民族衣装のサリーに近い。

　やってきたライオン、くるりと横を向いて、主とユウたちを正対させる。

「ごきげんよう、金剛をまとう者。我が陽炎かげろうの宮へようこそ。わたくしは獅子座のスカールシャンス、この砦とりでを守護するダルヴァの門主よ！」

　少女は勇壮かつ誇らしげに名乗りをあげた。

　対してユウは硬直してしまった。予想外にも程がある。まさか、異世界から来た敵が完璧な日本語を操るなんて！

「な、なんで僕たちの言葉を──」

「ボーディーの境地も知らぬサル同然の未開人が操る言語よ？　ひどく未成熟で詩情に欠ける粗雑な言葉。学ぶつもりがなくとも勝手に身についてしまったの。でも安心して、おまえたちに輝けるパーラムの言語を身につけろなどとは求めないから！」

　くすくす嘲ちよう笑しようしながら、スカールシャンスは告げた。

　一方、アインが鋭い声で助言をくれる。

「気にするな、ユウ。ダルヴァの種族──あなた方の言う大魔術師には、当然のことなんだ。叡えい智ちという点では、われらの種族の賢人たちにも匹敵する……」

「そうね。智という一点なら、あの者たちはいい線いってる。イケてる方」

　砕けた日本語もさらりと使い、スカールシャンスは嗤わらう。

「でも、もはや力も咒じゆも失った弱者の群れ。われら門主が気にかける価値などない輩やから──だったのだけど。まさか、あなたのような娘がいるなんて！」

　異世界の大魔術師はアインをにらんだ。

　ソファ代わりの獅子すら霞かすむほどに迫力ある目つきで。

「ヤクシア古王朝の四家門──風のヴィヴラムレドリを束ねた女王、今は亡きリーリカマーヤの血族とお見受けするわ。あの女の若い頃にそっくり。王家の血筋まで地上に渡っていたのなら、金剛の扉を開けたことも納得できる」

　スカールシャンス、今度はユウ＝三号フレームを見据えた。

　ぞくり。ユウの背筋が震えた。すぐ近くにいる百獣の王よりも、今まで倒してきた全てのクリーチャーよりも恐ろしい。直感だった。

「黒と黄金の戦士。金剛をまとう者にして聖骸の所持者。祈りの輪を覚醒させた者。選ばれしダルヴァが自ら相手をするに足ると──認めてあげる！」

「えっ!?」

　ユウは自分の目を疑った。

　スカールシャンス、たぐいまれな美少女の姿が急変したからだ。

　ソファの代わりにしていた雄獅じ子しの背中に、今度はまたがる形ですわりなおした。途端に彼女の腰から下は百獣の王と融合──。

　上半身はほっそりした人間の少女、下半身は一頭のライオン。

　奇怪なキマイラの誕生だった。しかもスカールシャンスの華きや奢しやな右手には長大な戦せん斧ぷまで出現して、異形の大魔術師は腕一本で軽々と振りまわす。

「名乗りなさい。獅子座の門主に斃たおされるべき宿敵よ」

　戦斧を突きつけながらスカールシャンスが問う。

　ユウは──かすれた声でついに名乗った。ずっと避けてきた例の呼称で。

「……着装者、三号」

「うふふふ！　なんと無粋な名前。それだけで死に値するわ！」

　さげすみと共に戦斧が振りおろされる。

　がきん！　ユウは『×』の字に交差させた両腕の装甲で受けとめた。

「アインは下がってて！　あと、敵の援軍に気をつけて！」

「無礼者ね、おまえ。スカールシャンスが雑兵ごときと共に戦場を駆けるなんて、あるはずないでしょう！」

「ユウ！　こやつはそういう気性のようだから、当分はたぶん一対一だ！」

　カモシカのように走って、すばやく距離を置いたアイン。

　その間も、半人半獅子の大魔術師は重い斬撃を繰りかえし振りおろしてきた。ユウは全て両腕のＡＤＡＭＡＳアダマス装甲で受けとめた。

　そのたびに鈍い衝撃で全身を揺さぶられ、三号の体がじりっと後退していく。

「まさか、こっちより力持ち!?」

　初めてパワー負けしていた。

　雄獅子とひとつになったからか、べつの魔法ゆえか。スカールシャンスは五〇万馬力のアスラフレームを圧倒しうるほどの剛力であった！

「魔法使いなのに体で戦うのも得意って──!?」

「おまえが金剛をまとう者なら、わたくしは金剛力の鬼神と化す者！　共に金剛の扉を開いた者同士、おまえも本気を出してみなさい！」

　うそぶくスカールシャンス。

　しかも──戦せん斧ぷを持たない左手でユウを指さす。

「砕けよ。闇やみをさまよえ。足よ萎えろ。腕よ腐れ。燃えあがり朽ち果てよ！」

「!?」

　呪いの言葉はそのまま魔術となり、ユウを襲ってきた。

　まず三号フレーム全体が淡く光って、ぎしぎしと軋きしみをあげた。ユウ自身の肉体にもぞわっという寒気が走り、吐き気までこみあげてきた。また、視界がいきなり真っ暗になった。その瞬間に戦斧で横っ面をぶったたかれた。

　さらに両足の力が萎えて倒れこみそうになり、かろうじて持ちなおした。

　直後、戦斧でおなかを打ちのめされた。

　耐えがたいかゆみと引きつるような痛みが右腕を襲い、気を取られた瞬間に三号フレームの全身は焔ほのおにおおわれた。頭からつま先まで全てに熱さと痛みが広がる──

「わあああああっ!?」

　絶叫しながら、ユウは大きく跳びのいた。

　フレームの対魔術外殻アンチマジツクシエルが全力で稼働し、一いち之の瀬せユウをさいなんでいた五種の魔術、どうにか打ち消してくれた。

　肉体の異常と火か焔えんが全て収まって、ユウは安あん堵どした。

　三号のセンサーが検知した魔法を次々と報告する。《分解デイスインテグレイト》《盲目の言霊パワーワード・ブラインド》《不随の言霊パワーワード・パラライズ》《身体腐敗ペリツシユ》《火葬砲インシネレイト》──。

　この役目、いつもアリヤに頼っていたので違和感が大きい。

（アリヤも伊い集じゆう院いんも──情報連結コムリンクのとどく距離にいないんだ……）

　いくつも現れる情報ウインドウと報告文がわずらわしい。

　視覚は『目の前の強敵』にのみ集中させたいのにと。だが、ひとつユウの目を惹ひく項目があった。今の魔法、強度が全て『Ａ』だ。

　前に浴びたドラゴンの火焔放射と同じ強度のはず。

　そんな高レベル攻撃を、スカールシャンスは一瞬にして五つも繰り出してきた！

「今のはほんのごあいさつ。宴うたげはここからが佳境よ？」

「…………」

　ほくそ笑む大魔術師。絶対にハッタリではないとユウは確信した。

　そこに唯一の味方から着信がとどく。

『ユウ。あやつに通じそうな手持ちの武器は《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》しかない。よければ第三の書を用意させてくれ』

『……うん。僕もそう思う。でも──』

『勘がいいな。あなたの感じたとおりだ。用意にすこし時間がかかる』

『やっぱり。その時間を稼ぐのは……僕の役目だね』

　第三の書と言われて、いかなる兵装かもユウの心に伝わった。

　これしかないのだから、やるしかない。アインが心配そうに訊たずねてきた。

『できるか？』

『なんとかする。大丈夫、こういうの慣れてるから』

『ほう？』

『弱者には弱者の戦術がある──。僕ら、さんざんいじめられてたし。逆に、無む茶ちや苦く茶ちやハイスペックなアイテムで無双してた最近の方が落ち着かなかったかも……』

　舞まい鶴づるの仮設基地での日々、もうずいぶんとなつかしい。

　崩壊から二週間も経たっていないのに。だが、ユウの境遇は大きく変わった。当時はほぼ毎日、武たけ田だをはじめとする軍人たちのいじめと暴力を受けていた……。

　あの頃の怒りと鬱憤、絶望感、閉塞感を思い出す。

　そして、最後はあんなやつに命を救われて──

　胸に貯ためこんでいたあれこれをユウが噛かみしめたとき。

「さあ！　スカールシャンスの舞いを楽しみなさい！」

「消えた!?」

　すこし距離を置いて対たい峙じしていたスカールシャンスが、いきなりユウの眼前から消きえ失うせた。三号の索敵センサーも標的をロストしている。

　一対一の対戦中に相手を見失う。敗北フラグでしかない！

　絶望しかけたユウ、しかし首に巻いたマフラー──聖骸布が動いた。

「ふふっ。シャリーラの聖骸、よく手なずけているわね！」

　背後から振りおろされた戦せん斧ぷ。

　それを二本の擬似触手がはじきとばしていた。

　ユウの真うしろに瞬間移動したスカールシャンスの斬撃、首の聖骸布が鞭むちのようにすばやく動き、払いのけてくれたのだ。

　半人半獅じ子しの少女魔術師はくすくすと嗤わらう。

「聖骸布に飛ひ翔しよう石、祈りの輪にアダマスの砂すな鋼はがね……古き王家の至宝を無駄遣いして、使えぬ甲かつ冑ちゆうを造ったものよとバカにしていたのだけど。わたくしがまちがえていたわ！　金剛をまとう者、おまえの甲冑は王家の新たな至宝だわ！」

「レアアイテムのかたまりだったんだ、これ……」

　つぶやきながら、ユウは敵と向きなおった。

　擬似触手としてゆらゆらする聖骸布を右手でつかみ、一片ちぎりとる。左手でも同じことをする。

「おねがいだ。僕を守ってくれ」

　ちぎった布地は両手のなかで膨張し──

　黄色い聖骸布と同じ生地がぐるぐる三号フレームの両腕に巻きついていった。布の表面には魔法の文字らしき印がいくつも浮き出ている。

　包帯を巻いたような両腕を、あらためて『×』の形に交差させる。

　格闘技風にガードを固めたのだ。そのまま踏み込んで、相手との距離を詰める。恐怖を押し殺しながら、なけなしの勇気を出して。

　スカールシャンスは嗜し虐ぎやくの笑みもあらわに迎え撃ってきた！

「自ら体を差し出すなんて、ずいぶん殊勝な心がけね。──破裂せよ。雷らい霆ていの裁きを受けよ。汝なんじの血は沸騰し、大地を濡ぬらす。凍いてつく冬の呪い、今こそ降りかかれ！」

　またしても四種もの強度Ａ魔法が襲ってきた。

　美少女と同化したライオンの口から放たれる衝撃波シヨツクウエーブに電撃。

　全身の動脈・静脈・毛細血管までが灼しやく熱ねつし、血液が沸騰しかけた。急速に体が冷え切って、心臓麻ま痺ひを起こしかける──。

　ナノ装甲の対魔術外殻アンチマジツクシエルが懸命に無効化してくれた。

　また、両腕に巻いた聖骸布の刻印も燦さん然ぜんと輝いて、『魔術の消去効率32％向上』というようなメッセージが表示された。ぎりぎりのディフェンスだ。

　その間もスカールシャンスは戦せん斧ぷを休みなく打ち込んでくる。

　聖骸布の擬似触手が二本ともいそがしく動いて、可能なかぎり払いのけてくれた。が、それでも防ぎきれないほど半獅じ子しの少女はすばやく力強い──。

　ぎん！　ぎん！　ぎん！　ぎん！

　戦斧による連打、ユウはクロスさせた両腕の装甲で受けつづけた。

　ただし、もう力に力で対抗するような真ま似ねはしない。

「なかなか面白い芸ね、金剛をまとう者！」

「そりゃいじめる方はそうだろうけど。僕は全然面白くない！」

　大魔術師は興奮し、ユウは毅き然ぜんと異を唱える。

　バカ正直に殴られる義理はない。斬撃が当たる瞬間、体を脱力させて、その威力を綿のように受けながす。斬られても打たれても踏んばらず、むしろ突きとばされながら衝撃を逃がすのだ。体の負担も減り、長く持もち堪こたえられる。

　弱者の戦術＝とにかく守る。それも柔軟に、粘り強く、根気よく──。

「火の咒じゆを受けよ。砕けよ。床に伏し、ただ死を待つがいい。凍てつく風に凍え、おまえの肉も血も骨も氷雪に埋うずもれよ！」

　火か焔えん。戦斧。衝撃波。戦斧。疫病の呪い。戦斧。凍結波。戦斧。

　スカールシャンスが嗜虐欲にまかせて、矢継ぎ早に繰り出す攻撃の数々。特に魔法はその一撃だけで国防軍の大隊ひとつを壊滅させうる威力だった。

　そんなものを至近距離から、間断なく放ってくる。

　なんという猛攻。ロシアンルーレットのような恐怖がある。

　続けるかぎり必ずいつかは弾が出て、頭を撃ち抜かれる。ユウは慣れ親しんだサッカーのことを考えて、必死にやり過ごしていた。

（Ｗ杯のグループリーグ。敵はブラジルとかアルゼンチン。こっちは初出場、アイスランドとかパナマとか。向こうはビッグクラブのスター選手ばかり。それでも守って粘って、一発のチャンスを待てば……あわや初勝利の接戦にも持ちこめる！）

　選抜試験に合格して、プロチームの下部組織に通っていた。

　トップ選手と最先端の戦術ひしめく欧州リーグも欠かさずチェックした。だからユウは承知している。弱小が強豪を喰くうジャイアントキリングなど、めったに起きない。

　だが、サッカーの世界では皆無でもない。

　それをかなえる条件は粘りと守り。ここぞというときに点を取れる切り札。そして、ワンチャンスを活いかす執念と抜け目なさ──

「むっ？　おまえ、何か企たくらんでいるわね!?」

　不意にスカールシャンスがハッとした。

　空をちらりと見ていた。この空域一帯をつつみこんだ琥こ珀はく色いろのオーロラ、いつのまにか立ちこめた暗雲ですっかり隠れている。

　アインの仕込み。こっそり《風獣》に集めさせていた雷雲たち。

　このままでは切り札を封じられる。手持ちの武器だけでそれを防ぐには──ユウはとっさのひらめきに賭けた。

「ドロイドがなくても、こいつがある！」

「なんですって!?」

　スカールシャンスが驚きよう愕がくした。

　防御に専念させていた三号フレームの両腕がいきなり飛んできたからだ。

　肩の付け根から分離させた腕部装甲のみがスカールシャンスの喉元めがけて飛び、両手で首を絞めにかかっていた。

　反重力リフターで推進力をあたえ、拡張ドロイド代わりに撃ち出した──。

　今、着装者三号の両腕は生身のユウのものだ。

「三号！　君の腕、ごめん！」

「まあ──!?」

　半獅じ子しの美少女、その喉元で爆発が起きる。

　ユウの送った指令に応えて、腕部装甲が自爆したのだ。

　防御魔法の輝きがスカールシャンスをつつみこみ、嗜し虐ぎやく心しんむき出しの美貌と柔肌には火傷やけどのひとつもない。

　しかし、隙が生まれたのはたしかで──

　反重力リフター始動。ユウは離れていたアインのそばへ飛んだ。

「みごとな手際だったぞ、ユウ。そろそろいい頃合いだ！」

「うん。しっかりつかまってて！」

　ふたたびクローンエルフの少女を抱きかかえて急上昇。水晶宮の大地に別れを告げて、ユウたちは空へ駆けあがった。




　──凡ぼん夫ぷは善悪に迷い、因果あることを信ぜず。何ぞ地獄の火を知らん。

　──羞はづることなく十じゆう悪あくを造り、空むなしく神しん我がありと論ず。誰たれか煩悩の鎖を脱のがれん……




　アインが必滅の福音ゴスペルを唱える。

　オーロラ揺らめく空に満ちていた雷雲、すかさず轟ごう々ごうと唸うなり出す。

　稲光。雷鳴。海に浮かんだ《ポータル》めがけて、一筋の雷らい霆ていが落ちていく。それを皮切りに雷神の鉄てつ槌ついがひっきりなしに黒雲より放たれて、美しい水晶宮を打ちのめす。

　どぉん！　どぉん！　どぉん！　どぉん！

　稲妻の光がひらめくたび、重厚な雷鳴もとどろく。

　雷撃が炸さく裂れつすると、はじめ幻影の城を形作る水晶はそのたびにあちこちで砕け散り、城の崩壊も時間の問題かと思われた。

　だが、すぐに城全体が防御の魔法でおおわれた。

　魔術の紋様を記した光の魔法円マジツクサークルが数十個も現れて、天幕のように《ポータル》をぐるりと囲ってしまったのだ。

　この魔法円が雷撃を打ち消している。

　ユウは三号フレームの望遠カメラを起動させた。

「あの魔法使い、手が離せないみたいだね」

「ああ。《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》を片手間で抑え込めるはずはないからな。今のうちにおいとまするといいだろう」

　対雷撃の魔法で守護された水晶宮。

　それにかぶさる形で拡大映像のウインドウが表示中。

　スカールシャンスが憤怒もあらわな形相でこちらをにらんでいた。

　ユウの視線に気づいているようだ。しかし少女の唇は絶えず動き、何かささやいている。呪文詠唱なのだろう。強度Ａ魔法を瞬時に複数も放てる猛者でも、こういう手順が必要なときもあるのだ。

「う……っ。お城を守ってる魔法、強度ＳＳって……」

　初めて見る表示に、ユウはくらくらした。

　腕部装甲を失い、アインもいっしょ。そろそろ潮時だろう。すでに座標は確認済みの水上租界めざして、飛行を開始した。

　尚なお、聖骸布が擬似触手としてアインの体を支えてくれている。

　ナノ装甲のパワーアシストを失ったユウの細腕だけでは、細身といえども女の子ひとりを抱きかかえるなど不可能だからだ──

「え……っ？」

「いけない、ユウ。アスラの出力が落ちている！」

　新関西湾の上空を飛行中、どんどん高度が落ちはじめた。

　青い海面に接近しつつある。アインに警告されて、ユウはあせった。

「な、何が原因なんだろう？　力を使いすぎたとか？」

「それもあるだろう。二度も《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》を使い、さんざん魔術を消去させたからな。あと伊い集じゆう院いんの忠告を忘れたか!?」

「──あ」

　三号を長時間着装するのはやめとけよ。

　一〇分、二〇分なら大丈夫そうだけど、何時間も着装しっぱなしは……ヤバイ。

　友人の言葉を思い出して、ユウはすぐに着装時間をチェックした。『三九分二二秒』。さほど長時間とも思えないが、たしかにアインの指摘どおり無理もさせた！

　そして、次の瞬間。

「あれ……もしかして僕の方も──ヤバい？」

「ユウ！　しっかりしろ、ユウ!?」

　強烈なめまいを覚えただけでなく、意識が遠くなっていく。

　一いち之の瀬せユウは両腕のない三号フレームを身につけ、アインを抱きかかえたまま、海へと墜落していった。

　ここが大阪湾内なのか、和歌山湾に入っているのかもわからない──。





　　　　６






「ほう。美々しき勇者の活躍から一転、突然の失墜とは」

　興味深げにつぶやいたのは、旋風のクアルダルド。

　舞まい鶴づる市近海に陣取った《ポータル》の主。旋風に乗り、新関西湾上空まで身ひとつで飛んできたところだった。スカールシャンスと未知なる地上の英傑が対決する場に立ち会うために。そして見た。

　天あま翔がける『着装者三号』と『古王家の姫』が海へ落ちる瞬間を……。

「事情はわからぬが、あの者たちを捕らえる好機でもあるな」

　男らしい美貌が出来心と好奇心で輝いている。

　クアルダルドは手に持つ杖つえを一振りして、使い魔を呼び出そうとした。予定外の客人を己の魔城へ運ぶために。

　気まぐれこそが旋風の本領──。

　選ばれしダルヴァのひとり、大魔術師クアルダルドは雨上がりの散策に出かける粋人のように楽しげだった。














あとがき







　あるとき、ＭＦ文庫Ｊの編集氏から言われました。

「シ○・ゴジラみたいな企画をやってみたいのですよ」

「ほほう。最近のラノベ業界では流は行やらなそうなネタですなあ」

「そこでトレンド要素として、異世界をからめてみるのはどうでしょう？　ゴ○ラの代わりに異世界の帝国が攻めてくるんですよ──というネタを何人かの作家さんに振ったら、みんなにやりたくないと逃げられました」

「うん。超めんどくさそうなネタだし、誰もやりたくないですよ」

　と、僕もやんわり逃げようとしたのですが。

　しかし、ただ逃げるのも芸がないと、誰もやりたがらないネタに、物好きにも程があるネタを掛け合わせて、打ちかえしてみることにしました。

「んじゃあ、舞台は半分くらい沈没した日本列島。水没をまぬがれた比ひ叡えい山ざんとか高こう野や山さんに裏高野っぽい密教僧と科学者が集まって、機械と呪術がハイブリッドしたサイボーグヒーローを爆誕させる！　……というマジカルサイバーパンク活劇はいかがでしょう？」

「じゃ、それでいきましょう」

「これでいいんかい!?」

　闇やみ鍋なべよろしく、雑多すぎる材料をそろえてスタートした本企画。

　何度かのアップデートを経て現在の形に落ちつき、『半沈没した日本列島に異世界のモンスター帝国が攻めてくる』新作として刊行とあいなりました。

　ひたすら荒唐無稽なシチュエーションで『強化スーツのヒーロー』が無双するファンタジー色の濃い物語をおとどけする、つもりだったのですが。

　新型感染病が世界中にパンデミックした昨今の情勢と、微妙にシンクロするところがないわけでもないフィクションになってしまいました。

　このような時下、本作がすこしでもみなさまの慰めになればと願います。




　さて、新シリーズの開幕となる第一巻。

　つづきとなる二巻目の原稿、すでに準備ができております。『異世界、襲来02』は来月発売の予定です。

　よろしければ、次巻でもお目にかかれれば幸いです。
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